
は
じ
め
に

茶
文
化
と
は
何
で
あ
る
か
。
世
界
の
茶
文
化
の
発
展
史
を
概
観
す
る
な
ら
、

二
つ
の
異
な
る
発
展
経
過
と
そ
の
帰
結
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

一
つ
は
中
国
の
茶
芸
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
最
も
美
味
し
く
茶
を
淹
れ
る
方

法
」
や
一
種
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
中
国
に
お
い
て
、

古
代
か
ら
文
人
た
ち
を
含
め
、
茶
は
「
道
」
と
見
な
さ
れ
ず
、
健
康
療
養
の
手

段
つ
ま
り
「
芸
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
世
々
代
々
に
受
け
継
が
れ
た
。

も
う
一
つ
は
日
本
の
茶
道
で
あ
る
。
一
時
期
生
じ
た
遊
芸
化
の
傾
向
に
対
し

て
、
心
身
の
修
練
と
し
て
精
神
論
が
強
調
さ
れ
、
や
が
て
、
礼
儀
作
法
の
嗜
み

と
な
る
ま
で
に
一
般
化
し
た
。
日
本
で
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
飲
茶
は
、

僧
侶
、
武
士
、
大
名
、
町
人
に
愛
用
さ
れ
、
創
意
工
夫
に
よ
り
、「
和
敬
清
寂
」

と
い
う
精
神
論
、
す
な
わ
ち
「
道
」
と
い
う
日
本
特
有
の
一
つ
の
総
合
的
な
文

化
体
系
と
し
て
完
成
し
た
。

中
国
人
は
お
茶
を
楽
し
む
際
、
心
の
修
養
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
身
体
の
療

養
を
優
先
的
に
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
道
教
の
仙
人
思
想
と
儒
教

の
実
利
思
想
に
由
来
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本
人
は
そ
の

よ
う
な
意
味
を
持
つ
茶
を
受
け
入
れ
た
後
、
創
意
・
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
最
終

的
に
は
茶
道
と
い
う
精
神
修
養
の
世
界
に
ま
で
仕
上
げ
、
独
自
の
茶
文
化
を
作

り
出
し
た
の
で
あ
る
。

「
身
心
快
楽
」
を
優
先
的
に
味
わ
う
よ
う
な
中
国
人
の
楽
し
み
の
お
茶
と
「
心

身
苦
寂
」
を
究
め
る
よ
う
な
日
本
人
の
嗜
み
の
お
茶
、
こ
の
二
つ
の
お
茶
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
楽
」
と
「
苦
」、「
快
」
と
「
寂
」
の
対
照
的
な
世
界
を
展
開
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

な
ぜ
、
お
茶
は
中
国
と
日
本
で
こ
の
よ
う
に
違
う
発
展
過
程
を
辿
り
、「
芸
」

と
「
道
」
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
違
う
結
果
に
な
っ
た
か
、
ま
た
「
道
」
と
し
て

茶
芸
と
茶
道
に
お
け
る
諸
要
素

中
国
茶
芸
の
歴
史
、
文
化
、
習
慣
、
特
徴
と
日
本
茶
道
の
型
・
気
・
美
・
禅

陸

留

弟
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展
開
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
中
国
で
、
な
ぜ
今
、
茶
道
の
型
（
作
法
）
と
精
神

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、「
茶
芸
」
の
再
興
に
努
め
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
日
本

の
茶
道
が
わ
れ
わ
れ
中
国
人
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
き
た
か
、

そ
の
現
状
と
背
景
、
ま
た
今
後
の
展
望
を
含
め
て
、
茶
芸
と
茶
道
に
つ
い
て
歴

史
と
文
化
的
な
意
味
を
論
じ
て
み
た
い
。

一
、
中
国
茶
芸
の
世
界

１

茶
芸
の
概
略

中
国
で
は
「
茶
芸１

）
」
と
い
う
言
葉
が
近
年
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
一
九
八
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
台
湾
で
使
わ
れ
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
「
茶
道
」、
韓
国
の
「
茶
礼
」
と
区
別
す
る
た
め
に
つ
け
ら
れ
た
よ
う

だ
。「
茶
芸
」
と
い
う
言
葉
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
九
〇
年
代

か
ら
で
、
台
湾
各
地
で
茶
芸
館
ブ
ー
ム
が
起
き
、
こ
の
言
葉
に
特
別
の
意
味
が

込
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

茶
芸
の
「
芸
」
と
い
う
漢
字
は
、『
辞
海
』（
中
国
の
文
語
辞
典
、
百
科
事
典
の

項
目
を
含
む
。
上
海
辞
書
出
版
社
一
九
八
九
年
九
月
）
で
は
次
の
よ
う
に
解
釈
さ

れ
て
い
る
。
⑴
才
能
、
技
巧
、
⑵
文
芸
、
曲
芸
な
ど
の
芸
術
、
芸
人
、
⑶
栽
培
、

園
芸
な
ど
、
⑷
規
準
、
規
則
な
ど
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
国
語
で
は
「
芸
」
と
い

う
字
は
技
術
、
才
能
及
び
芸
術
を
意
味
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
芸
」
の

つ
く
熟
語
を
前
後
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
見
る
と
、
技
芸
、
文
芸
、
園
芸
、
工
芸
、

曲
芸
、
球
芸
な
ど
、
後
ろ
に
「
芸
」
が
つ
く
場
合
は
、
技
術
的
才
能
、
文
章
に

よ
る
芸
術
、
栽
培
の
技
術
、
加
工
の
方
法
、
歌
唱
や
球
技
の
技
巧
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
芸
術
、
芸
苑
、
芸
林
、
芸
徒
、
芸
名
、
芸
人
な
ど
、
前
に
つ
い
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
後
の
語
が
「
芸
」
の
字
に
よ
っ
て
権
威
づ
け
さ
れ
て
い
る
。

『
辞
海
』
に
は
次
の
よ
う
な
解
釈
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。「
社
会
生
活
を
反
映
さ

せ
た
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
す
こ
と
で
、
作
者
の
思
想
や
感
情
を
表
現

す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
一
種
。
人
類
の
社
会
活
動
に
端
を
発
す
る
芸
術
は
、
社

会
生
活
が
人
々
の
脳
内
に
反
映
さ
れ
て
で
き
た
産
物
。
か
つ
人
々
の
審
美
的
需

要
を
満
た
す
も
の
。
演
技
芸
術
、
造
型
芸
術
、
言
語
芸
術
、
総
合
芸
術
な
ど
で

あ
る
」。

し
た
が
っ
て
、
今
日
の
「
茶
芸
」
は
、
一
種
の
「
芸
術
」
と
解
釈
し
て
よ
い

の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、「
茶
芸
」
は
飲
茶
の
芸
術
、
そ
こ
か
ら
、
素
晴
ら
し

い
感
動
を
生
む
精
神
的
享
受
、「
茶
」
と
い
う
物
質
を
め
ぐ
る
多
彩
な
芸
術
世

界
を
織
り
な
す
も
の
で
あ
る
。「
茶
芸
と
は
、
茶
の
技
だ
け
を
指
す
の
で
は
な

く
、
茶
を
飲
む
過
程
す
べ
て
に
お
け
る
美
学
の
境
地
で
あ
る
」
と
王
玲
氏
も
主

張
し
て
い
る２

）
。
中
国
の
歴
史
上
、
真
の
茶
人
と
は
、「
茶
葉
を
選
別
し
、
水
を

く
み
、
道
具
を
揃
え
、
茶
を
淹
れ
、
味
わ
う
」
と
い
う
茶
芸
の
過
程
す
べ
て
に

精
通
し
て
い
る
者
を
指
す
が
、
そ
の
茶
芸
は
、
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
苦

難
の
道
を
経
た
中
か
ら
芽
生
え
、
広
が
り
、
発
展
し
、
現
代
の
い
き
い
き
と
し

た
中
国
茶
芸
文
化
と
し
て
開
花
す
る
に
至
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

２

中
国
茶
芸
道
の
変
遷
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中
国
茶
芸
の
確
立
と
発
展
に
お
い
て
重
要
な
時
期
と
な
っ
た
の
は
唐
代
で
、

後
代
の
茶
芸
の
範
囲
と
精
神
も
い
ず
れ
も
唐
代
に
そ
の
源
を
発
し
た
。
中
で
も

陸りく
羽う
（
生
没
年
不
詳
、
復
州
竟
陵

今
日
の
湖
北
省
天
門

人
）
と
、
陸
羽
と
同

時
代
の
人
で
僧
侶
、
詩
人
で
あ
る
釈しや
皎くこ
然うねんの
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
歴
史

上
「
陸
羽
皎
然
の
飲
茶
集
団
」
と
称
さ
れ
て
き
た
の
も
そ
の
証
で
、
主
な
功
績

と
し
て
陸
羽
は
茶
芸
を
確
立
し
、
皎
然
は
茶
の
思
想
（
茶
道
）
を
発
展
さ
せ
、

振
興
に
努
め
た
。
陸
羽
の
著
書
『
茶
経３

）
』（
七
六
〇
年
頃
）
は
全
三
巻
一
〇
章
か

ら
な
り
、
茶
の
起
源
、
製
茶
器
具
、
茶
の
製
法
、
茶
を
淹
れ
る
道
具
、
茶
の
淹

れ
方
、
茶
の
歴
史
、
茶
の
産
地
及
び
茶
の
図
譜
な
ど
飲
茶
の
文
化
と
実
技
に
つ

い
て
紹
介
し
、
さ
ら
に
は
自
ら
が
製
作
し
た
二
四
種
の
茶
器
を
随
所
で
推
奨
し
、

人
々
に
茶
の
効
能
、
煎
じ
方
、
炙
り
方
な
ど
を
伝
え
た
。

茶
芸
と
は
、
茶
を
品
評
し
、
茶
を
味
わ
う
芸
術
の
こ
と
で
あ
る
。「
茶
は
、

三
割
は
喉
の
渇
き
を
癒
す
た
め
、
七
割
は
味
わ
う
た
め
に
飲
む
も
の
で
あ
る
」

と
言
わ
れ
る
。
中
国
の
茶
文
化
発
展
史
に
お
い
て
も
、
茶
を
味
わ
う
芸
術
と
し

て
は
じ
め
て
唱
え
た
陸
羽
の
功
績
は
大
き
い
。
そ
れ
ま
で
た
だ
喉
の
渇
き
を
癒

す
た
め
の
も
の
だ
っ
た
飲
み
も
の
を
、
丁
寧
に
淹
れ
て
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
う
飲

み
方
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
芸
術
に
昇
華
さ
せ
、
文
化
的
意
義
を

加
え
た
か
ら
で
あ
る
。

『
茶
経
』
は
茶
の
煎
じ
方
か
ら
飲
み
方
ま
で
一
連
の
理
論
を
記
し
、
特
に
『
茶

経
』
の
中
の
「
四
之
器

茶
器
）
」、「
五
之
煮
（
茶
の
煮
た
て
方
）」、「
六
之
飲

（
茶
の
飲
み
方
）」
で
は
必
要
な
道
具
を
列
記
し
、
茶
芸
の
手
順
を
定
め
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
当
時
の
人
々
は
、
実
践
の
中
で
茶
の
芸
術
の
過
程
と
茶
文
化
の
精

神
に
対
す
る
初
歩
的
な
認
識
を
得
た
の
で
あ
る
。
陸
羽
の
茶
は
主
に
茶
法
を
講

じ
る
段
階
の
茶
で
あ
る
（
陸
羽
の
茶
法
に
つ
い
て
は
、
茶
芸
の
五
大
要
素
の
一
と

四
の
項
目
を
参
照
）。

同
じ
こ
ろ
皎
然
は
茶
文
化
の
精
神
を
推
奨
し
、
酒
の
代
わ
り
に
茶
を
飲
む
こ

と
を
勧
め
、
茶
と
禅
の
関
係
を
説
き
、
茶
の
精
神
世
界
を
教
え
た
。
陸
羽
と
皎

然
の
影
響
を
受
け
、
多
く
の
官
僚
や
貴
族
、
文
人
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
茶
に
親
し

み
、
茶
文
化
を
担
う
飲
茶
集
団
と
な
っ
た
。
一
二
〇
〇
年
前
の
こ
の
飲
茶
集
団

が
中
国
の
茶
芸
発
展
に
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
代
々
引
き
継
が
れ

た
茶
芸
の
推
奨
、
水
の
品
評
、
献
上
茶
、
茶
亭
、
茶
宴
、
銘
茶
（
新
茶
）
の
追

究
な
ど
で
あ
る
。

唐
代
の
封ほう
演えん
の４

）『
封
氏
聞
見
記
』
巻
六
に
は
「
茶
道
は
栄
え
、
貴
族
や
官
僚

に
茶
を
嗜
ま
な
い
者
は
い
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
皎
然

は
「
茶
道
」
の
妙
を
論
じ
、「
三
飲
便
得
道
、
何
須
苦
心
破
煩
悩
…
…
（
三
た

び
飲
め
ば
す
な
わ
ち
道
を
得
、
何
ぞ
す
べ
か
ら
く
苦
心
煩
悩
を
破
る５

）
）」「
熟
知
茶
道

全
爾
真
、
唯
有
丹
丘
得
如
此
（
熟
知
す
れ
ば
茶
道
を
全
て
こ
れ
真
な
り
、
た
だ
こ

れ
を
丹
丘
得
る
如
く
あ
り６

）
）」
と
唱
え
た
。
一
二
〇
〇
年
以
上
も
前
か
ら
中
国
の

文
献
に
は
「
茶
道
」
の
文
字
が
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
で
「
道
」
の

字
は
代
表
的
な
思
想
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
の
哲
学
と
宗
教
の
根
源
と
な

っ
て
い
る
。
皎
然
こ
そ
「
道
」
の
上
に
「
茶
」
を
冠
し
た
人
物
で
あ
り
、
茶
と

自
然
、
純
朴
、
崇
高
、
沈
着
、
無
為
の
道
家
思
想
を
結
合
さ
せ
、
さ
ら
に
は
陸
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羽
の
提
唱
し
た
茶
葉
、
茶
器
、
水
、
炭
火
、
茶
亭
な
ど
の
茶
芸
要
素
を
融
合
さ

せ
、
茶
の
精
神
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
茶
道
」
と
い
う
言

葉
は
唐
代
に
お
い
て
断
続
的
に
使
用
さ
れ
た
。
宋
代
に
な
る
と
使
わ
な
く
な
っ

た
。
な
ぜ
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
四
つ
の
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
の
一
、
陸
羽
は
「
茶
道
」
と
い
う
言
葉
を
積
極
的
に
提
唱
し
て
い
な
い
。
そ

の
二
、
陸
羽
の
死
後
は
後
継
者
が
お
ら
ず
、
陸
羽
の
よ
う
に
自
ら
最
高
の
哲
学

理
念
を
も
っ
て
茶
法
の
道
を
提
唱
す
る
者
が
登
場
し
な
か
っ
た
。
そ
の
三
、
論

語
の
「
朝
聞
道
、
夕
可
死
矣
（
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
に
死
す
と
も
可
な
り
）」

に
表
れ
る
倫
理
道
徳
が
朱
子
学
に
帰
結
し
、「
道
」
の
思
想
が
説
か
れ
な
く
な

っ
た
。
最
後
に
、
宋
代
に
献
上
茶
工
芸
が
発
展
す
る
に
し
た
が
い
、
闘
茶
（
後

述
す
る
）
が
起
こ
り
、
宮
廷
の
茶
、
功
利
の
茶
、
現
世
の
茶
、
風
俗
の
茶
、
遊

芸
の
茶
が
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
、
茶
道
の
精
神
を
主
軸
と
す
る
人
倫
の
茶
に
と
っ

て
か
わ
っ
た
。

こ
う
し
て
、「
茶
道
」
の
二
文
字
は
、
明
代
に
い
く
つ
か
の
文
献
に
見
え
る

ほ
か
は
、
以
後
の
文
献
及
び
実
際
の
場
に
お
い
て
、
そ
の
姿
を
す
っ
か
り
消
し

て
し
ま
っ
た
。

二
、
茶
芸
の
五
大
要
素

１

茶
品

茶
の
品
質
が
上
等
で
あ
る
か
否
か
は
、
茶
芸
を
成
り
立
た
せ
る
基
本
中
の
基

本
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
の
漢
魏
六
朝
の
時
代
、
茶
は
地
域
性
、
風
俗
性
の

飲
み
物
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
技
芸
の
茶
、
あ
る
い
は
人
々
を
教
化
す

る
人
文
の
茶
と
し
て
形
成
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
唐
代
に
な
る
と
、
茶
は
文

士
や
僧
侶
と
結
び
つ
い
て
そ
の
世
界
を
深
め
、
陸
羽
の
製
茶
法
や
飲
茶
法
の
出

現
が
茶
文
化
の
基
礎
を
築
い
た
。
例
え
ば
唐
代
の
製
茶
法
に
は
粗
茶
（
鹿
茶
で

運
搬
と
貯
蔵
が
し
や
す
い
よ
う
に
固
め
た
茶
）、
散
茶
（
焙
煎
、
乾
燥
後
の
茶
葉
）、

末
茶
（
ひ
き
砕
い
た
茶
の
粉
末
）、

茶
（
茶
摘
み
か
ら

状
に
固
め
た
茶
）
が
あ

り
、
飲
茶
法
に
は
煮
茶
（
烹
茶
と
も
言
い
、
茶
と
葱
、
生
姜
、
ナ
ツ
メ
、
ミ
カ
ン

の
皮
な
ど
を
一
緒
に
煮
出
し
た
茶
）、
抹
茶
（
点
茶
と
も
言
い
、
固
形
茶
や
葉
茶
を

砕
き
、
あ
ぶ
り
、
臼
で
つ
き
粉
末
に
し
て
碗
に
入
れ
、
熱
湯
を
注
ぎ
込
み
、
茶
末
の

成
分
が
湯
の
中
に
溶
け
出
す
よ
う
に
す
る
も
の
）、
泡
茶
（
容
器
に
お
茶
の
葉
を
入

れ
て
、
熱
湯
を
注
い
で
飲
む
）
が
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
が
確
立
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
茶
に
対
す
る
要
求
が
一
段
と
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宋

代
に
な
る
と
、
献
上
茶
制
度
の
確
立
に
よ
り
、
茶
へ
の
要
求
は
苛
酷
を
極
め
て

い
く
。
例
え
ば
、
宋
代
の
宣
和
年
代
に
は
次
の
よ
う
な
茶
の
格
付
け
が
見
ら
れ

る
。
白
茶
（
宋
の
時
代
の
茶
は
、
点
て
た
時
の
色
が
白
い
も
の
ほ
ど
貴
ば
れ
た
。
製

造
過
程
に
お
い
て
段
々
葉
の
色
が
ぬ
け
て
白
く
な
る
の
で
あ
っ
て
、
天
然
種
の
も
の

も
あ
っ
て
、「
白
茶
」
と
称
し
、
徽き
宗そう
皇
帝
が
大
変
貴
ん
だ
）、
龍
団
勝
雪
（
団
茶
の

一
種
で
あ
り
、
当
時
福
建
省
の
北
苑
で
製
造
し
て
い
た
。
献
上
茶
の
た
め
目
出
度
い

言
葉
遣
い
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）、
三
色
細
芽
（
御
苑
玉
芽
、
万
寿
龍
芽
、
無
比
寿

芽
）、
密
雲
龍
（
小
龍
団
よ
り
さ
ら
に
清
絶
と
な
り
、
細
密
な
雲
紋
が
施
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
名
が
あ
る
）、
小
龍
団
（
二
八
片
で
わ
ず
か
一
斤
で
あ
り
、
こ
の
上
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な
く
精
妙
で
あ
る
。
当
時
の
龍
鳳
茶
よ
り
も
貴
い
）、
石
乳
（
龍
団
と
は
別
に
名
づ

け
ら
れ
た
。
そ
の
他
「
的
乳
」
と
か
「
白
乳
」
が
あ
る
。
天
子
の
皇
帝
に
は
「
龍
団

茶
」、
天
子
以
外
の
も
の
に
は
、
こ
う
し
た
「
乳
茶
」
を
進
上
す
る
と
い
う
）
な
ど

で
あ
る
。

明
清
代
に
な
る
と
、
茶
芸
を
も
っ
と
有
効
的
に
広
め
る
た
め
に
、
茶
と
人
の

品
徳
と
の
相
互
関
係
が
一
層
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
明
代
の
陸
樹

声
は
、
そ
の
著
『
茶
寮
記
』「
煎
茶
七
類
」（
一
人
品
、二
品
泉
、三
烹
点
、四
嘗

茶
、五
茶
候
、六
茶
侶
、七
茶
勲
）
の
「
一
人
品
」
に
お
い
て
、「
人
と
茶
の
品
格

は
相
応
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
宋
の
時
代
の
遊
芸
世
界
の
「
闘

茶
」
を
廃
止
し
た
代
わ
り
に
、
明
の
時
代
は
、
人
の
品
徳
と
融
合
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
茶
芸
の
境
地
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

２

水

陸
羽
は
『
茶
経
』
五
之
煮
の
中
で
早
く
も
茶
を
淹
れ
る
水
に
つ
い
て
論
じ
て

お
り
、
山
水
が
最
高
、
次
が
川
の
水
で
あ
り
、
井
戸
が
最
も
劣
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
陸
羽
の
「
水
品
」
は
現
代
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
唐
の
憲
宗
の
元
和
年

間
、
張
又
新
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
煎
茶
水
記
』
は
、
は
じ
め
て
水
品
を
テ
ー

マ
に
書
か
れ
た
書
物
で
、
水
に
つ
い
て
論
が
詳
細
に
展
開
さ
れ
、
味
や
色
な
ど

異
な
る
視
点
か
ら
揚
子
江
南
零
水
は
第
一
、
無
錫
恵
山
寺
石
水
は
第
二
、
蘇
州

虎
丘
寺
石
水
は
第
三
、
丹
陽
県
観
音
寺
水
は
第
四
、
揚
州
大
明
寺
水
は
第
五
、

呉
松
江
水
は
第
六
、
淮
水
は
最
低
の
第
七
と
す
る
。
そ
れ
に
促
さ
れ
て
以
降
の

人
々
は
さ
ら
に
茶
に
使
う
水
を
き
め
細
か
く
分
類
し
た
。
即
ち
清
水
、
軽
水
、

甘
水
、
潔
水
、
活
水
、
冽
水
な
ど
の
基
準
を
定
め
た
。「
清
水
」
と
は
無
色
透

明
で
あ
る
こ
と
、「
軽
水
」
と
は
い
か
な
る
混
じ
り
け
も
な
い
こ
と
、「
甘
水
」

と
は
口
に
す
る
と
ほ
の
か
に
甘
い
こ
と
、「
潔
水
」
と
は
清
潔
な
こ
と
、「
活

水
」
と
は
流
水
で
濁
っ
て
い
な
い
こ
と
、「
冽
水
」
と
は
冷
た
く
冷
え
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
一
壺
の
茶
を
淹
れ
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
ま
ず
一
壺
の
好
い

水
を
用
意
す
べ
き
で
あ
り
、「
水
は
茶
の
母
で
あ
る
」
と
極
力
提
唱
し
て
い
た
。

後
、
茶
人
た
ち
は
水
品
の
評
価
を
基
礎
に
、
茶
芸
の
興
隆
に
は
良
好
な
水
質
が

欠
か
せ
な
い
こ
と
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

３

茶
具

水
が
「
茶
の
母
」
に
喩
え
ら
れ
る
の
な
ら
、
茶
道
具
は
ま
さ
し
く
「
茶
の

父
」
と
で
も
称
さ
れ
よ
う
。
茶
具
の
変
遷
と
発
展
は
、
飲
茶
の
方
法
と
密
接
に

関
係
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
茶
芸
に
お
い
て
、
茶
道
具
は
茶
や
湯
を
入
れ
る
だ

け
の
容
器
で
は
な
く
、
茶
を
お
い
し
く
飲
む
た
め
に
不
可
欠
な
一
部
分
と
な
っ

て
い
る
。
茶
道
具
は
各
王
朝
、
各
時
代
の
異
な
る
茶
芸
や
飲
み
方
に
し
た
が
っ

て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
唐
代
は
銀
茶
器
の
よ
う
な
も
の
が
使
用
さ
れ
、
宋

代
は
主
に
磁
器
茶
碗
が
使
わ
れ
、
明
代
は
白
磁
の
茶
具
が
使
用
さ
れ
、
清
代
に

な
る
と
各
種
の
彩
色
磁
器
が
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
た
。
特
に
清
末
に
な
る
と
、

宜
興
（
江
蘇
省
）
産
の
紫
砂
壺
（
紫
砂
を
使
っ
て
焼
い
た
茶
器
の
こ
と
）
が
頭
角

を
現
し
て
か
ら
、
栄
枯
盛
衰
を
経
て
、
現
に
中
国
南
方
、
台
湾
、
ホ
ン
コ
ン
な

17

茶芸と茶道における諸要素



ど
を
中
心
に
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
ま
た
は
功
夫
茶
の
茶
芸
に
は
欠
か
せ
な
い
道
具
に

な
り
、
そ
し
て
、
そ
の
紫
砂
壺
の
文
化
的
芸
術
性
も
一
段
と
高
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
あ
る
。

４

技
芸

一
片
の
小
さ
な
茶
の
葉
は
単
純
に
咀
嚼
す
る
こ
と
か
ら
先
人
に
よ
っ
て
煎
じ

る
、
煮
る
、
点
じ
る
、
淹
れ
る
と
い
う
過
程
を
経
て
、
日
常
生
活
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
に
な
っ
た
が
、
よ
り
爽
や
か
に
、
よ
り
優
れ
、
よ
り
際
立
っ
た
茶
芸

に
仕
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
技
芸
の
存
在
も
大
き
い
。

唐
代
に
陸
羽
が
発
明
し
た
煮
茶
法
（
茶
の
煮
立
て
法
）
は
技
芸
の
中
で
も
最

初
に
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
固
形
茶
や
葉
の
ま
ま
の
茶
葉
を
炙
茶

（
炙
る
）、

茶
（
ひ
く
）、
羅
茶
（
ふ
る
う
）
な
ど
の
手
順
を
踏
ん
で
精
製
し
、

そ
れ
を
沸
騰
し
て
い
る
風ふう
炉ろ
の
熱
湯
に
投
じ
、
茶
碗
に
入
れ
て
飲
む
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
が
唐
代
の
正
式
な
飲
み
方
で
あ
る
。
こ
う
し
た
飲
み
方
に
は
備
茶

（
茶
を
準
備
す
る
）、
備
水
（
水
を
準
備
す
る
）、
起
火
（
火
を
お
こ
す
）、
煮
水

（
湯
を
沸
か
す
）、
調
塩
（
塩
加
減
を
す
る
）、
投
茶
（
茶
葉
を
入
れ
る
）、
育
華

（
茶
を
沸
騰
し
た
湯
の
中
に
放
つ
と
生
ま
れ
る
湯
の
華
の
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
は

【
審
美
的
特
徴
】
の
項
を
参
照
）、
分
茶
（
茶
を
品
評
す
る
）、
飲
茶
（
茶
を
飲
む
）、

貯
器
（
器
を
し
ま
う
）
な
ど
の
手
順
が
定
め
ら
れ
、
一
〇
〇
〇
年
以
上
も
の
前

か
ら
中
国
で
は
茶
を
淹
れ
る
技
芸
が
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
技
芸
に
は
正
し
く
陸
羽
の
茶
法
に
ち
な
ん
だ
茶
芸
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
飲
茶
の
技
芸
は
南
宋
の
時
、
さ
ら
に
精
緻
を
極
め
た
。
特
に
「
龍
鳳
団

茶
」（
龍
と
鳳
の
模
を
特
に
備
え
、
龍
茶
は
天
子
に
、
鳳
茶
は
皇
族
や
学
士
、
将
帥

に
給
さ
れ
る
）
か
ら
生
ま
れ
た
点
茶
法
（
茶
を
点
て
る
）
の
技
芸
に
代
表
さ
れ
る

の
は
、
主
と
し
て
「
闘
茶
」
と
「
分
茶
」
で
あ
る
。
闘
茶
と
は
細
か
く
挽
い
た

茶
の
粉
末
を
直
接
茶
碗
（
茶
杯
）
に
入
れ
、
湯
を
注
ぎ
、
茶

を
使
っ
て
碗
の

中
で
か
き
回
し
、
香
り
を
漂
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
分
茶
と
は
、
一
般
の
「
点

茶
」
よ
り
も
っ
と
巧
妙
な
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
一
説
に
は
、「
分
茶
」
が
ま

ず
寺
院
に
お
い
て
長
期
間
か
け
て
、
茶
事
に
優
れ
る
禅
僧
た
ち
の
手
に
よ
っ
て

考
察
さ
れ
た
と
い
う７

）
。
宋
代
の
茶
に
お
け
る
闘
茶
、
分
茶
は
遊
芸
の
色
彩
が
強

く
な
り
、
茶
へ
の
質
的
要
求
が
一
段
と
厳
し
く
な
る
と
同
時
に
、
製
造
面
に
お

い
て
も
さ
ら
に
細
か
く
追
求
さ
れ
は
じ
め
た
。

５

環
境

陸
羽
が
、
七
七
三
年
頃
湖
州
（
浙
江
省
）
の
刺
史
で
あ
る
顔がん
真しん
卿けい
（
七
〇
九

｜
七
八
五
、
書
道
家
と
し
て
名
声
が
と
て
も
高
い
。『
韻
海
鏡
源
』
三
六
〇
巻
が
完
成
。

陸
羽
も
皎
然
も
そ
の
大
事
業
に
参
加
し
た
）
の
出
資
を
受
け
、
史
上
最
初
の
茶
室

を
建
て
た
。
そ
の
名
は
「
三さん
癸き
亭てい
」
と
い
う
。「
三
癸
亭
」
は

山
妙
喜
寺
の

境
内
の
南
東
に
位
置
し
、
面
積
は
約
一
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
だ
が
、
借
景

を
う
ま
く
利
用
し
、
小
道
細
道
を
配
し
て
い
る
。
当
時
の
宮
廷
の
貴
族
や
文
化

人
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
茶
を
味
わ
い
、
詩
作
を
楽
し
ん
だ
た
め
、
古
今
「
第
一

の
茶
亭
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
陸
羽
が
境
内
の
方
丈
の
地
に
茶
室
を
建
て
た
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狙
い
は
、
茶
芸
の
雰
囲
気
を
よ
り
よ
く
出
す
内
部
環
境
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
日
本
で
も
室
町
時
代
に
八
代
将
軍
足
利

義
政
（
一
四
三
五
｜
一
四
九
〇
）
が
戦
乱
の
最
中
に
京
都
の
東
山
に
銀
閣
寺
を

建
立
し
、
境
内
に
「
同
仁
斎
」
と
い
う
和
風
の
茶
室
を
設
け
た
。
茶
室
内
に
は

書
籍
と
花
を
飾
り
、
外
の
景
色
を
室
内
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
穏
や
か
で
心

地
よ
く
、
閑
静
で
幽
雅
な
茶
芸
の
環
境
を
現
出
し
て
い
る
。

三
、
茶
芸
の
四
大
特
徴

１

文
化
的
特
徴

茶
芸
の
文
化
的
特
徴
に
つ
い
て
筆
者
は
物
質
＋
精
神＝

茶
芸
文
化
で
あ
る
と

考
え
る
。
即
ち
茶
葉
を
媒
介
に
し
て
、
物
質
生
活
に
人
文
精
神
を
浸
透
さ
せ
て

い
く
鏡
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
茶
葉
か
ら
茶
を
製
造
し
、
一
壺
（
一
杯
）
の

良
き
茶
を
淹
れ
る
に
は
、
良
き
場
所
、
時
間
、
方
法
が
必
要
で
あ
る
。
飲
茶
方

法
は
漢
、
唐
、
宋
時
代
以
来
、
幾
度
も
変
化
を
重
ね
て
、
煮
茶
法
、
点
茶
法
か

ら
泡
茶
法
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
薪
や
炭
、
茶
釜
や
器
具
、
火
加
減
、
色
、

香
り
、
味
な
ど
す
べ
て
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
製
茶
の
技
芸
や
品
茶
の

芸
術
は
煩
雑
な
よ
う
で
も
あ
る
が
、
趣
深
く
、
人
々
の
茶
芸
に
対
す
る
無
限
の

憧
憬
を
呼
び
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
宋
代
に
は
献
上
茶
で
あ
る
龍
団
、

鳳

の
模
様
は
た
え
ず
新
し
い
も
の
が
生
み
出
さ
れ
、「
闘
茶
」
の
一
層
の
流

行
に
花
を
咲
か
せ
、
茶
芸
の
更
な
る
機
運
を
成
熟
さ
せ
た
。「
茶
芸
」
の
中
に

育
ま
れ
た
人
文
精
神
の
主
な
も
の
は
道
教
思
想
、
仏
教
、
儒
教
の
三
教
に
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
道
家
は
空
虚
の
美
、
天
然
純
朴
の
美
を
喜
び
、「
無
為
の

為
」「
事
な
き
こ
と
」「
無
味
の
味
」
な
ど
、「
無
の
中
に
尽
き
ぬ
も
の
（
無
一

物
中
無
尽
蔵
）」
と
い
う
超
脱
の
美
を
説
い
た
。
仏
教
は
茶
芸
に
お
い
て
、
苦

難
か
ら
解
放
さ
れ
正
道
を
悟
る
方
法
を
教
え
、
と
く
に
禅
宗
の
茶
は
宗
教
哲
学

の
観
念
を
強
調
し
て
、
日
常
生
活
の
些
細
な
事
柄
に
融
合
さ
せ
て
い
る
。
儒
家

は
「
身
を
修
め
、
家
を
斉
え
、
国
を
治
め
、
天
下
を
平
和
に
し
よ
う
」
と
い
う

こ
と
、
規
則
を
作
り
、
茶
に
よ
っ
て
倫
理
秩
序
を
明
ら
か
に
し
清
廉
の
精
神
を

養
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

２

審
美
的
特
徴

中
国
の
「
茶
具
芸
術
」
は
茶
芸
美
の
代
名
詞
と
言
わ
れ
て
い
る
。
唐
代
か
ら

多
く
の
貴
族
は
金
銀
製
の
も
の
を
よ
く
用
い
た
。
そ
れ
に
対
し
民
間
で
は
主
に

陶
製
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
ど
れ
も
器
の
形
、
材
質
、
色
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
、
非
常
に
個
性
的
で
あ
っ
た
。
唐
代
か
ら
こ
う
し
た
茶
道
具
の
優
雅
さ
、
美

し
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
製
造
の
プ
ロ

セ
ス
ま
で
大
き
な
進
展
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。
特
に
当
時
の
文
人
た
ち
の
鑑
賞

眼
に
鍛
え
ら
れ
、
各
種
各
様
の
生
き
生
き
と
し
た
茶
壺
や
茶
器
が
本
来
持
つ
独

特
な
形
や
加
工
は
、
絵
画
や
詩
歌
、
文
字
、
篆
刻
な
ど
と
有
機
的
に
結
合
し
、

茶
具
の
美
の
追
求
に
拍
車
を
か
け
る
勢
い
を
呈
し
た
。

唐
代
以
後
、
美
し
さ
を
標
榜
す
る
茶
道
具
が
現
れ
た
こ
と
が
、
飲
茶
芸
術
の

発
展
に
新
た
な
機
運
を
も
た
ら
し
た
。
特
に
陸
羽
時
代
の
献
上
茶
や
、
煮
茶
、
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点
茶
の
洗
練
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
陸
羽
の
『
茶
経
』（
五
之

煮
）
で
は
、
煮
茶
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
い
わ
ゆ
る
『
茶
花
』

と
は
、
茶
を
沸
騰
し
た
湯
の
中
に
放
つ
と
生
ま
れ
る
湯
の
華
の
こ
と
で
あ
る
。

華
の
薄
い
も
の
は
『
沫
』
と
い
い
、
厚
い
も
の
は
『

』
と
い
い
、
細
か
い
も

の
は
『
華
』
と
い
う
」。
こ
う
し
て
煮
出
し
た
後
碗
の
中
に
は
白
緑
色
の
泡
が

出
現
し
、
と
き
に
黄
金
色
に
な
る
。
こ
れ
は
中
国
の
唐
詩
や
宋
詞
に
お
い
て
も

微
に
入
り
細
を
う
が
つ
表
現
が
非
常
に
多
い
。

例
え
ば
、
劉
禹
錫
『
送

州
李
郎
中
赴
任８

）
』
に
、「

葉
照
人
呈
夏

松
花

滿
碗
試
新
茶
」（
以
下
略
）（

葉
人
を
照
ら
し
夏

を
呈
し
、
松
花
碗
を
満
た
し
て

新
茶
を
試
む
）
と
あ
り
、
李
群
玉
『
龍
山
人
恵
石

方
及
団
茶９

）
』
に
は
、「

成
黄
金
粉
軽

如
松
花
」（
以
下
略
）（
挽
き
て
成
す
黄
金
の
粉

軽

た
る
こ
と

松
花
の
如
し
）
と
あ
る
。
こ
の
「
松
花
」
の
類
は
、
古
代
人
の
茶
芸
に
対
す
る

一
種
の
審
美
的
な
用
法
で
、
見
立
て
の
一
つ
と
で
も
言
え
よ
う
。

ま
た
宋
代
の
人
は
福
建
の
龍
鳳
団
茶
の
外
形
、
色
彩
、
光
沢
の
美
を
、
次
の

よ
う
に
詩
で
形
容
し
た
。

黄こう
庭てい
堅けん
『
謝
公
択
舅
分
賜
茶10

）
』
に
は
、「
外
家
新
賜
蒼
龍
璧
」（
以
下
略
）

（
外
家
よ
り
新
し
く
賜
る
蒼
龍
璧
な
り
）
と
あ
り
、
欧
陽
修
『
送
龍
茶
与
許
道
人11

）
』

に
、「
我
有
龍
団
古
蒼
璧
」（
以
下
略
）（
我
に
は
龍
団
の
古
蒼
璧
あ
り
）
と
あ
る
。

「
蒼
璧
」
と
は
、
深
緑
色
の
玉
石
の
よ
う
に
深
み
の
あ
る
美
し
さ
で
あ
る
。
宋

代
の
皇
帝
徽
宗
は
『
大
観
茶
論12

）
』
に
お
い
て
、
茶
の
表
面
の
光
沢
は
完
成
時
前

後
の
出
し
方
に
よ
り
違
う
茶
の
色
が
現
れ
、
主
に
「
青
紫
」
と
「
墨
黒
」
の
二

種
が
あ
る
と
し
、
そ
れ
ら
よ
り
上
級
の
も
の
を
「
蒼
璧
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
か
ら
見
る
と
、
中
国
茶
芸
の
審
美
的
特
徴
は
外
観
か
ら
始
ま
っ
て
、

「
松
花
」、「
蒼
璧
」
の
よ
う
に
見
立
て
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
美

意
識
を
発
展
深
化
さ
せ
、
抽
象
的
概
念
を
備
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

３

民
族
的
特
徴

中
国
の
茶
芸
は
民
族
文
化
の
一
側
面
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
異
な
る
民
族
集
団
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
作
り
上
げ
ら
れ
る
茶
文
化
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
共
通
性
と
個
性
が
存
在
し
て
い
る
。
お
茶
は
「
飲

む
」
と
い
う
行
為
だ
け
に
関
し
て
は
、
世
界
の
お
茶
の
文
化
は
同
じ
だ
が
、
し

か
し
茶
芸
、
茶
道
、
茶
礼
な
ど
を
め
ぐ
る
異
な
る
民
族
の
茶
文
化
と
な
る
と
、

お
茶
に
秘
め
ら
れ
る
民
族
的
茶
文
化
の
個
性
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
あ
る
。
ど

の
民
族
も
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
文
化
を
持
ち
、
世
界
民
族
と
い
う
座
標
軸
に
占
め

る
位
置
を
有
し
て
い
る
。
自
然
地
理
、
民
族
習
俗
、
社
会
歴
史
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
外
的
環
境
や
人
文
的
環
境
が
形
成
さ
れ
る
中
で
、
中
国
の
茶
芸
も
重
要
な
文

化
的
要
素
と
し
て
、
民
族
文
化
を

揚
さ
せ
る
た
め
に
、
独
自
の
役
割
を
果
た

し
た
。
そ
の
特
徴
は
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

①
伝
統
的
漢
文
化
は
悠
久
の
農
耕
文
明
の
蓄
積
と
結
晶
で
あ
り
、
中
国
の
茶

芸
も
こ
の
深
み
、
厚
み
の
あ
る
文
化
に
根
ざ
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に

古
代
か
ら
続
く
農
耕
文
明
を
通
じ
て
、
我
々
の
先
祖
は
自
然
崇
拝
の
念
を
お
茶

に
託
し
、
茶
芸
発
展
の
中
国
の
座
標
を
決
め
た
の
で
あ
る
。
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②
中
国
茶
芸
の
民
族
的
特
徴
は
と
り
も
な
お
さ
ず
中
国
民
族
を
取
り
囲
む
風

土
、
人
文
的
環
境
、
人
情
そ
の
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
茶
と
婚
礼
（
茶
木
は
簡

単
に
植
え
移
す
こ
と
が
で
き
ず
、
植
え
た
箇
所
に
そ
れ
ぞ
れ
生
長
し
て
は
じ
め
て
立

派
な
茶
木
に
な
る
）、
茶
と
礼
儀
（
初
対
面
の
お
客
を
茶
で
も
て
な
す
の
は
礼
儀
作

法
の
一
つ
で
あ
る
）、
茶
祀
と
供
茶
（
法
要
の
際
、
お
茶
を
先
祖
ま
た
は
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
に
も
さ
さ
げ
る
こ
と
）
の
習
俗
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

③
数
千
年
来
、
茶
と
中
国
人
の
生
活
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

「
三
日
間
食
べ
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
三
日
間
茶
を
飲
ま
な
い
こ
と
は
な
い
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
茶
は
「
食
と
同
様
、
天
に
匹
敵
す
る
」
と
も
見
ら
れ
て
い

る
。
茶
は
民
族
文
化
の
中
で
雅
俗
と
も
老
若
男
女
と
も
み
な
愉
し
む
も
の
と
さ

れ
、
毎
日
家
庭
で
茶
を
飲
み
、
食
事
の
前
に
茶
を
飲
み
、
酒
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

の
代
わ
り
に
茶
を
飲
む
こ
と
も
流
行
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
茶
を
飲
み
、
会
議

や
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
と
き
で
も
茶
を
飲
み
、
朝
食
の
前
に
早
茶
を
飲
み
、
夜
遅

く
に
も
茶
を
飲
む
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
国
人
は
茶
と
二
〇
〇
〇
年
も
長

く
付
き
合
う
中
で
、
茶
を
真
の
幸
福
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
中
華
民
族
は
勤
勉
、
温
厚
、
誠
実
な
民
族
で
あ
り
、
善
良
な
中
国
人
に
は

一
壺
の
茶
さ
え
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

４

地
域
的
特
徴

周
知
の
よ
う
に
、
中
国
は
多
民
族
国
家
で
あ
り
、
飲
茶
の
風
俗
習
慣
は
、
千

里
の
う
ち
に
違
う
風
が
吹
き
、
百
里
の
う
ち
で
も
習
慣
が
違
う
よ
う
に
（
所
変

わ
れ
ば
品
変
わ
る
）、
各
地
に
異
な
っ
た
茶
芸
風
俗
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
各
民
族

の
暮
ら
す
自
然
的
地
理
条
件
、
人
文
的
環
境
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
。
例
え

ば
寒
冷
乾
燥
地
帯
の
東
北
地
方
で
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
を
好
み
、
温
暖
湿
潤
な
南

方
で
は
緑
茶
、
紅
茶
、
功
夫
茶
な
ど
が
好
ま
れ
る
。
地
域
的
特
徴
を
も
つ
た
め

中
国
ほ
ど
多
種
多
様
な
飲
茶
習
俗
を
も
つ
国
は
な
い
。
例
え
ば
北
方
の
モ
ン
ゴ

ル
族
は
「

茶
」（
ミ
ル
ク
茶
の
こ
と
、
青
レ
ン
ガ
茶
ま
た
は
黒
レ
ン
ガ
茶
を
材
料

に
し
て
い
る
）、
チ
ベ
ッ
ト
の

油
茶
（
バ
タ
ー
オ
イ
ル
茶
の
こ
と
）、
普

茶

（
プ
ー
ア
ル
茶
な
ど
と
塩
、
砂
糖
、
バ
タ
ー
を
加
え
た
も
の
）、
ウ
イ
グ
ル
族
の
ミ

ル
ク
茶
と
レ
ン
ガ
茶
（

茶
（
レ
ン
ガ
茶
）
と
牛
乳
と
塩
な
ど
を
材
料
に
し
て
い

る
）、
雲
南
ペ
ー
族
の
三
道
茶
（
緑
茶
、
赤
砂
糖
、
ク
ル
ミ
の
実
、
蜂
蜜
、
山
椒
な

ど
を
材
料
に
し
、
一
服
は
苦
茶
、
二
服
は
甘
茶
、
三
服
は
回
想
味
の
茶
と
い
う
）、

湖
南
ト
ウ
チ
ャ
族
の
擂
茶
（
茶
の
新
芽
、
生
姜
、
生
米
な
ど
を
材
料
に
し
て
い

る
）、
ダ
イ
族
、
ラ
フ
族
の
竹
筒
香
茶
（
竹
筒
に
茶
を
い
れ
て
作
り
上
げ
た
香
り

の
よ
い
も
の
、
新
葉
を
材
料
に
し
て
い
る
）、
ナ
シ
族
の
塩
巴
茶
（
緊
圧
茶
あ
る
い

は

茶
な
ど
を
材
料
に
し
て
い
る
）、
リ
ス
族
の
雷
響
茶
（
雷
茶
の
こ
と
、

茶
、

バ
タ
ー
、
ク
ル
ミ
の
実
、
塩
な
ど
を
材
料
に
し
て
い
る
）、
福
建

南
潮
汕
功
夫
茶

（
ウ
ー
ロ
ン
茶
と
鉄
観
音
を
材
料
に
手
順
を
踏
み
な
が
ら
点
て
る
）、
広
東
の
早
茶

（
朝
の
飲
茶
の
こ
と
）、
四
川
の
蓋
碗
茶
（
大
き
な
茶
碗
に
お
茶
を
入
れ
て
飲
む
こ

と
）、
杭
州
（
浙
江
）
龍
井
茶
（
ロ
ン
ジ
ン
茶
）、
東
北
地
方
の
茉
莉
茶
（
ジ
ャ
ス

ミ
ン
茶
）
な
ど
で
あ
る13

）
。
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四
、
茶
芸
の
歴
史
的
変
遷

１

宮
廷
茶
芸

◆
貢
茶
（
献
上
茶
）

朝
廷
へ
の
献
上
茶
は
唐
代
に
始
ま
っ
た
。
大
暦
五
年
（
西
暦
七
七
〇
年
）
に

は
湖
州
顧こ
渚しよ
山ざん
の
僧
侶
た
ち
が
銘
茶
を
献
上
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
李り
栖せいいん
は

一
人
で
茶
を
楽
し
む
こ
と
を
好
ま
ず
、
風
流
文
士
た
ち
と
共
に
飲
む
こ
と
を
極

力
主
張
し
て
い
た
。
茶
仙
と
も
茶
神
と
も
呼
ば
れ
る
陸
羽
は
当
時
美
味
し
い
お

茶
を
朝
廷
に
献
上
し
た
と
い
う
。
こ
れ
が
実
は
貢
茶
の
原
形
で
あ
る
。
当
時
の

献
上
茶
は
「
蒸
青
法
」
を
用
い
て
茶
を
球
状
に
揉
み
込
ん
で

茶
（
中
国
魏
晋

以
降
、
乾
燥
し
た
茶
葉
を
圧
搾
し
て
、
固
形
に
す
る
こ
と
が
一
般
に
な
っ
た
と
い
う
。

飲
む
時
は
、
こ
れ
を
切
り
、
い
り
、
あ
ぶ
り
、
臼
で
搗
い
て
粉
に
す
る
）
に
し
た
も

の
で
あ
っ
た14

）
。
宋
の
太
宗
時
代
、
太
平
興
国
（
九
七
六
｜
九
八
四
）
元
年
に
、

献
上
茶
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
朝
廷
は
特
使
を
派
遣
し
て
福
建
の
北
苑
で

団
茶
（
固
形
茶
の
一
種
で
あ
る
。
同
じ
固
形
茶
で
も
、
唐
代
の

茶
は
搗
い
て
粉
に

し
て
固
め
た
も
の
だ
が
、
宋
代
の
場
合
は
、
茶
葉
を
磨
っ
て
粉
に
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
搗
く
よ
り
は
磨
る
ほ
う
が
茶
葉
は
も
っ
と
細
か
い
粉
に
な
る
。
宋
代
の
団
茶

と
し
て
、
朝
廷
に
進
貢
さ
れ
る
の
は
極
め
て
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
「
研
膏

茶
」
と
か
「
小
龍
団
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
）
そ
れ
も
民
間
の
団
茶
と
は
大
き
く
違

う
龍
鳳
と
い
う
名
の
団
茶
の
製
造
に
力
を
入
れ
さ
せ
た
り
も
し
た
。
そ
の
た
め
、

太
宗
の
至
道
年
間
（
九
九
五
｜
九
九
七
）
に
は
石
乳
、
的
乳
、
白
乳
茶
が
そ
れ

ぞ
れ
開
発
さ
れ
た
。
時
代
の
推
移
に
し
た
が
っ
て
、
宋
代
の
献
上
茶
に
は
目
立

っ
た
特
色
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
徽き
宗そう
時
代
の
宣
和
年
間
（
一
一
一
九

｜
一
一
二
五
）
に
は
茶
の
ラ
ン
ク
付
け
が
ほ
ぼ
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
ラ
ン
ク
の

順
は
白
茶
、
龍
団
勝
雪
、
三
色
細
芽
、
密
雲
龍
、
小
龍
団
、
石
乳
、
的
乳
、
白

乳
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

献
上
茶
の
製
造
と
ラ
ン
ク
の
決
め
付
け
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
と
、
朝

廷
の
役
人
で
も
ラ
ン
ク
の
高
い
お
茶
を
容
易
に
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
現
象
さ
え

起
こ
っ
た
。
欧おう
陽よう
修しゆうは
『
龍
団
茶
録15

）
』
の
序
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
茶
為
物
之
至
精
、
而
小
団
又
其
精
者
、
録
叙
所
謂
上
品
龍
茶
者
是
也
。
蓋
自

君
謨
始
造
而
歳
貢
焉
。
仁
宗
尤
所
珍
惜
」（
後
略
）（
茶
は
精
を
極
め
る
も
の
で
あ

り
、
小
団
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
上
品
の
龍
団
茶
を
云
々
す
る
者
も
多
い
。
い
ず
れ

も
君
謨
よ
り
製
造
し
始
め
、
毎
年
貢
茶
と
し
て
献
じ
て
い
て
、
仁
宗
が
特
に
そ
れ
を

貴
き
も
の
に
す
る
）。

こ
う
し
て
、
唐
代
か
ら
清
代
に
至
る
ま
で
、
皇
帝
へ
の
献
上
茶
が
代
々
受
け

継
が
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
代
の
朝
廷
に
宮
廷
茶
芸
が
ど
れ
だ
け
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
か
が
窺
え
よ
う
。

◆
茶
宴
、
茶
会

酒
宴
に
対
し
て
茶
宴
は
晋
代
（
四
世
紀
中
葉
）
の
陸
納
（
当
時
呉
州
太
守
）
が

始
め
た
。
即
ち
、
酒
宴
の
代
わ
り
に
茶
と
菓
子
を
宴
の
客
に
ふ
る
ま
う
こ
と
で

あ
る
。
唐
代
に
品
茶
（
茶
を
美
味
し
く
飲
む
）
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
茶
そ

の
も
の
を
酒
の
代
わ
り
と
す
る
風
潮
が
高
ま
っ
た
。
お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
詩

22



を
吟
ず
る
こ
と
は
中
国
文
人
に
親
し
ま
れ
る
雅
趣
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
一
般

に
知
ら
れ
て
い
る
。
後
世
の
「
文
人
茶
会
」
は
正
に
こ
の
よ
う
な
「
品
茶
と
詩

吟
」
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
基
礎
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。

単
純
な
品
茶
に
よ
る
茶
会
は
五
代
の
和わぎ
凝よう
の
頃
に
始
ま
っ
た
。
宋
の
陶とう
谷こく
は

『
清
異
録16

）
』
の
中
で
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
和
凝
は
朝
廷
で
弟
子
と
と
も
に
毎
日
茶
を
飲
み
、
味
覚
の
劣
る
者
は
罰
し
、

号
を
湯
社
と
し
た
」
と
。
宋
の
宮
中
の
茶
宴
と
民
間
の
茶
会
の
興
隆
は
製
茶
、

飲
茶
、
茶
道
具
の
開
発
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

◆
茶
道
具
の
製
造

唐
代
の
宮
廷
で
は
普
通
金
銀
製
の
茶
道
具
が
用
い
ら
れ
た
。
唐
代
の
茶
碗
は

口
が
広
く
底
足
が
小
さ
い
と
い
う
形
を
し
て
い
て
、
一
九
八
七
年
に
陝
西
省
の

法
門
寺
の
地
下
か
ら
一
一
〇
〇
年
以
上
も
の
間
埋
ま
っ
て
い
た
唐
代
の
茶
道
具

一
式
が
出
土
し
た
。
こ
れ
は
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
中
国
で
も
っ
と
も
古
い

茶
道
具
の
物
証
で
あ
る
。
金
銀
製
の
茶
道
具
も
あ
れ
ば
、
磁
器
と
ガ
ラ
ス
製
の

茶
道
具
も
あ
る
。
宋
代
に
入
っ
て
も
、
ま
た
茶
碗
が
用
い
ら
れ
た
が
、
当
時
黒

の
釉
薬
が
多
用
さ
れ
た
。
後
世
に
伝
わ
っ
た
宋
代
の
主
な
も
の
に
、「
龍
泉
窯

青
釉
笠
斗
碗
」「
定
窯
白
磁
斗
笠
碗
」「
耀
州
窯
笠
斗
碗
」「
影
青
斗
笠
碗
」
な

ど
の
名
器
が
あ
る
。
明
、
清
代
に
は
そ
れ
ぞ
れ
白
茶
碗
が
現
れ
、
清
代
に
は
磁

器
の
茶
道
具
が
出
現
し
た
。

２

文
士
茶
芸

唐
代
の
飲
茶
文
士
の
中
で
も
っ
と
も
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
は
陸
羽
、
皎
然

を
筆
頭
と
す
る
湖
州
一
帯
の
江
南
文
士
の
飲
茶
集
団
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
お
茶

を
楽
し
み
、
飲
茶
の
環
境
を
探
究
し
た
。
唐
の
大
暦
八
年
（
七
七
三
）
に
は
陸

羽
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
湖
州
刺
史
顔
真
卿
の
出
資
に
よ
り
、
湖
州
の

山
に

「
茶
亭
」
が
設
け
ら
れ
た
。
癸
年
癸
月
癸
日
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
「
三
癸

亭
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
顔
真
卿
、
陸
羽
、
皎
然
、
袁
高
ら
は
折
に
つ
け
こ
こ

に
集
い
、
品
茶
を
楽
し
み
、
詩
歌
を
作
り
、
楽
器
や
将
棋
に
興
じ
、
花
鳥
風
月

を
愛
で
る
な
ど
茶
芸
を
典
雅
な
文
化
活
動
に
高
め
て
い
っ
た
。
こ
の
間
、
彼
ら

は
書
を
著
し
、
茶
事
を
広
め
、
銘
茶
を
品
評
し
、
水
を
探
求
し
、
茶
会
や
茶
宴

の
形
式
を
定
め
る
な
ど
、
茶
法
の
格
式
や
段
取
り
を
決
め
て
い
っ
た
。

宋
代
の
文
士
茶
の
台
頭
は
蘇そし
よく

（
一
〇
三
七
｜
一
一
〇
一
）
を
筆
頭
格
と
し

て
、
蔡さい
囊じよう、
范はん
仲ちゆ
淹うえん、
欧
陽
修
、
王おう
安あん
石せき
、
梅ばい
尭ぎよ
臣うしん、
黄
庭
堅
、
陸りく
游ゆう
ら
に
よ

る
も
の
で
、
茶
を
楽
し
み
、
詩
歌
や
書
画
に
優
れ
た
作
品
を
残
し
た
。
蘇

は

中
国
最
古
の
茶
の
名
産
地
四
川
に
生
ま
れ
、
江
南
一
帯
で
長
く
暮
ら
し
た
。
そ

の
足
跡
は
各
地
に
残
り
、
各
地
各
種
の
銘
茶
を
味
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
彼
の

『

江
煎
茶17

）
』
と
題
し
た
詩
は
、
美
し
い
自
然
の
景
観
を
愛
で
な
が
ら
茶
を
淹

れ
る
情
趣
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
蘇

は
不
遇
な
一
生
を
辿
っ
た
が
、
彼
に

と
っ
て
茶
は
あ
た
か
も
砂
漠
の
中
の
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
苦
難

の
中
に
解
脱
の
道
を
見
つ
け
、
闊
達
で
あ
る
た
め
の
精
神
的
武
器
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

明
代
の
文
士
た
ち
は
品
茶
に
新
た
な
境
地
を
切
り
拓
い
た
。
即
ち
「
至
精
至
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美
（
精
を
極
め
、
美
を
極
め
る
）」
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
物
事
の
至
精
至
美

と
は
す
な
わ
ち
「
道
」
で
あ
っ
た
。
張ちよ
源うげんの
『
茶
録
』（
明
代
の
茶
書
で
茶
摘
み

か
ら
茶
道
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
）
は
自
ら
の
「
茶
道
」
を

述
べ
、「
精
緻
に
作
り
、
保
存
時
は
乾
燥
さ
せ
、
淹
れ
る
と
き
は
清
い
（
清
く

淹
れ
る
）。
精
緻
、
乾
燥
、
清
廉
こ
そ
茶
道
で
あ
る
」
と
い
う
。

張
源
の
茶
道
は
茶
の
美
、
茶
の
真
の
味
を
追
求
し
た
も
の
で
あ
り
、
茶
芸
は

こ
の
当
時
す
で
に
「
品
茶
は
味
わ
う
こ
と
の
み
に
あ
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
た
。

飲
茶
を
通
し
て
、
快
楽
と
愉
悦
を
味
わ
い
、
脱
俗
の
境
地
に
い
た
る
こ
と
を
説

い
て
い
る
。
回
帰
的
で
も
あ
る
が
同
時
に
「
道
」
が
広
範
な
茶
芸
の
世
界
に
組

み
込
ま
れ
た
こ
と
で
も
あ
る
。

３

平
民
茶
芸

宮
廷
茶
芸
は
帝
王
を
中
心
と
し
、
帝
王
の
生
活
範
囲
を
逸
脱
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
た
め
、
少
人
数
で
の
飲
茶
に
限
ら
れ
た
。
一
方
平
民
の
茶
芸
は
社
会
的

で
、
大
勢
の
人
々
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
平
民
の
茶
芸
は
次
の
よ
う
に

「
茶
会
聚
飲
（
寄
り
合
っ
て
茶
を
飲
む
）」、「
闘
茶
助
興
（
茶
を
飲
み
分
け
な
が
ら

興
を
添
え
る
）」、「
点
茶
遊
芸
（
煮
茶
し
て
芸
を
楽
し
む
）」、「
客
来
敬
茶
（
客
を

茶
で
も
て
な
す
）」
な
ど
い
く
つ
か
に
分
け
ら
れ
る
。

◆
茶
会
聚
飲
（
寄
り
合
っ
て
茶
を
飲
む
）

唐
代
の
茶
宴
は
後
世
の
文
人
に
よ
る
茶
会
に
ま
で
発
展
し
た
。
宋
代
に
な
る

と
茶
会
は
各
階
層
に
広
が
っ
た
。
商
人
が
茶
会
で
商
談
を
し
た
り
、
友
人
同
士

が
茶
会
で
親
交
を
深
め
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◆
闘
茶
助
興
（
茶
を
飲
み
分
け
な
が
ら
興
を
添
え
る
）

宋
代
に
な
る
と
、
茶
会
が
発
展
し
て
、「
闘
茶
茶
会
」
の
よ
う
に
茶
会
に
は

何
か
特
別
に
名
前
が
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
闘
茶
」
と
い
う
語
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
茶
葉
の
品
質
の
優
劣
を
競
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に

言
う
と
、
湯
の
色
と
湯
の
花
を
勝
敗
基
準
と
し
た
。
一
般
的
に
は
、
茶
の
湯
の

色
と
し
て
の
基
準
は
純
白
、
青
白
、
灰
白
、
黄
白
と
い
う
順
で
あ
る
。
一
番
上

等
な
の
は
純
白
で
、
そ
の
茶
葉
が
新
鮮
で
柔
ら
か
く
、
ま
た
蒸
し
度
も
程
良
い
。

灰
白
と
青
白
と
の
違
い
は
蒸
熱
度
の
過
不
足
に
よ
る
。
黄
白
の
場
合
は
、
茶
の

適
採
期
に
遅
れ
た
の
が
原
因
で
あ
る
。
湯
の
花
の
優
劣
は
、
湯
面
に
浮
く
泡
沫

の
様
態
で
決
め
る
の
で
あ
る
。

「
闘
茶
」
は
通
常
、
二
人
で
優
劣
を
競
う
も
の
で
、
勝
敗
の
決
め
方
は
「
二
ゲ

ー
ム
先
取
り
の
三
ゲ
ー
ム
制
」
で
あ
る
。
勝
敗
の
点
数
は
専
門
用
語
で
「
水
」

と
数
え
る
。
例
え
ば
、
二
種
の
茶
葉
の
良
し
悪
し
を
判
定
す
る
場
合
、「
何
水

の
差
」
と
使
わ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
即
ち
お
茶
を
点
て
る
技
芸
が

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
手
順
は
、
い

盞せん－

茶
碗
に
熱
を
加
え
る
。ち
調よう
膏こう－

茶
碗
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
茶
さ
じ
で
茶
末
を
茶
碗
の
中
に
入
れ
熱
湯
を
注
ぎ
、

茶
末
と
合
わ
せ
て
膏
油
状
に
な
る
ま
で
練
り
混
ぜ
る
。
点
茶－

沸
騰
し
た
湯
を

茶
碗
に
注
ぎ
込
む
。
こ
の
「
点
」
と
は
闘
茶
の
過
程
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
点
茶
の
際
に
湯
の
注
ぎ
具
合
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
。
注

い
で
は
止
め
、
止
め
て
は
注
い
で
茶
壺
の
口
に
湯
が
盛
り
上
が
る
ま
で
繰
り
返
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す
。
途
中
間
を
置
き
な
が
ら
注
い
で
は
い
け
な
い
。
さ
ら
に
注
ぎ
止
め
は
一
気

に
止
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
「
茶

」（
独
特
の
小
さ
な
箒
の
よ
う

な
道
具
）
で
湯
を
か
き
混
ぜ
る
。
そ
の
所
作
に
も
決
ま
り
が
あ
り
、
絶
え
ず
打

つ
か
の
よ
う
に
か
き
混
ぜ
な
が
ら
湯
の
花
を
開
か
せ
る
ま
で
撃
払
（
攪
拌
の
方

法
で
あ
る
。『
茶
録
』
点
茶
の
注
の
項
目
参
照
）
し
て
い
く
。

闘
茶
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な
評
価
に
は
、
二
つ
の
決
め
手
が
あ
る
。
一
に

茶
面
の
湯
の
花
の
色
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
二
に
茶
碗
の
内
側
と
茶
湯
の
境
に

水
の
痕
跡
が
な
く
、
白
い
湯
の
花
が
鮮
明
に
な
る
「
冷
粥
面
」（
点
て
た
茶
が
と

ろ
り
と
な
る
状
態
を
い
う
。「
冷
」
で
限
定
す
る
と
つ
ま
り
点
て
た
茶
は
動
か
な
い
状

態
の
こ
と
で
あ
る
）
と
言
わ
れ
る
も
の
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
湯
の
花
が
均
等

な
も
の
は
「
粥
面
粟
紋
」（
バ
ラ
ン
ス
よ
く
点
て
た
お
茶
の
こ
と
）
と
い
う
。
湯

の
花
が
盞
に
ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
い
て
水
痕
が
な
い
の
は
「
咬
盞
」、
湯
の
花

が
散
ら
ば
っ
て
い
る
も
の
は
「
雲
脚
散
」
と
い
う
。
点
（
湯
を
注
ぐ
）、
撃
（
か

き
混
ぜ
る
）
と
い
っ
た
動
作
は
宋
代
の
飲
茶
の
絵
に
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
お

り
、
非
凡
な
芸
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
闘
茶
を
素
材
に
し
た
作
品
も

多
く
発
表
さ
れ
た
。
中
で
は
と
り
わ
け
范
仲
淹
の
『
闘
茶
歌
』
や
唐とう
庚こう
の
『
闘

茶
記
』
が
い
ず
れ
も
傑
作
中
の
傑
作
で
あ
る
。

◆
点
茶
遊
芸
（
茶
を
点
て
芸
を
楽
し
む
）

分
茶
は
点
茶
遊
芸
の
一
種
で
あ
る
。
北
宋
の
陶
谷
は
分
茶
を
「
茶
百
戯
」
と

も
呼
ん
で
い
る
。
分
茶
の
妙
は
湯
の
花
に
あ
る
。
湯
の
花
は
茶
の
表
面
に
浮
か

ぶ
細
か
い
泡
で
、
抹
茶
特
有
の
現
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
鑑
賞
性
に
富
ん
だ

茶
芸
は
宋
代
の
人
々
に
大
変
人
気
が
あ
っ
た
と
い
う
。
具
体
的
に
は
お
そ
ら
く
、

ま
ず

茶
を
挽
い
て
粉
末
に
し
、
そ
れ
を
沸
騰
し
た
湯
に
入
れ
て
湯
の
花
を
生

じ
さ
せ
る
ま
で
一
定
の
時
間
を
か
け
て
煮
立
て
て
い
く
。
そ
し
て
茶
と
湯
の
花

を
と
も
に
茶
碗
に
注
ぎ
、
茶

で
う
ま
い
具
合
に
か
き
混
ぜ
る
と
、
鮮
や
か
な

緑
黄
色
を
帯
び
た
茶
の
湯
の
表
面
に
霜
や
雪
の
よ
う
な
湯
の
花
が
咲
い
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
宋
代
の
茶
碗
に
は
黒こく
釉ゆう
建けん
盞せん
が
多
く
、
白
茶
が
流
行
し
て
い
た

た
め
、
器
に
茶
を
注
い
だ
時
に
色
が
映
え
、
建
盞
の
表
面
に
現
れ
た
模
様
が
山

水
雲
霧
や
花
鳥
魚
虫
、
人
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
図
案
を
呈
し
、
ま
る
で
千
変
万

化
す
る
一
幅
の
絵
画
の
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

分
茶
の
技
芸
は
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

◆
客
来
敬
茶
（
客
を
茶
で
も
て
な
す
）

平
民
の
茶
芸
の
う
ち
最
も
大
衆
的
な
も
の
は
「
客
来
敬
茶
」（
客
を
茶
で
も
て

な
す
）
で
あ
り
、
中
国
人
の
伝
統
的
な
礼
儀
で
あ
る
。
顔
真
卿
の
『
五
言
月
夜

啜
茶
聯
句18

）
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

泛
花
邀
坐
客
、
代
飲
引
情
言
。（
す
べ
て
の
花
々
、
坐
客
を
も
て
な
し
、
飲
に
代
わ

っ
て
情
言
を
誘
う
）（
後
略
）

こ
れ
ら
は
み
な
中
国
人
が
客
を
飲
茶
に
招
く
習
慣
を
指
し
て
い
る
。
一
碗
の

お
茶
を
淹
れ
る
の
は
ち
ょ
っ
と
し
た
手
間
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
手
間
を
か
け

る
過
程
に
お
い
て
、
中
国
人
が
お
茶
で
客
を
も
て
な
す
と
い
う
誠
意
や
友
好
の

心
、
さ
ら
に
は
茶
に
よ
る
以
心
伝
心
の
情
感
世
界
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

◆
宗
教
茶
芸
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飲
茶
は
環
境
を
重
ん
じ
る
。
中
国
南
方
の
名
山
古
刹
は
ほ
と
ん
ど
が
山
紫
水

明
の
う
っ
そ
う
と
樹
木
が
茂
っ
た
地
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
禅
房
は
茶
芸
普
及

の
良
い
条
件
を
備
え
て
い
た
。
中
で
も
浙
江
省
の
天
目
山
の
径
山
寺
（
六
二
七

｜
六
四
九
年
建
立
）
は
、
唐
、
宋
、
元
代
以
来
、
国
内
最
大
の
禅
宗
寺
院
で
あ

っ
た
。
径
山
寺
に
は
茶
園
が
あ
り
、
そ
こ
で
産
し
た
銘
茶
で
お
客
を
も
て
な
し

て
い
た
。
そ
れ
で
飲
茶
の
習
慣
が
一
層
盛
ん
に
な
っ
て
、
後
に
径
山
寺
の
お
客

を
も
て
な
す
茶
は
「
径
山
茶
宴19

）
」
と
も
呼
ば
れ
る
特
別
な
礼
法
に
な
っ
た
。
そ

の
方
法
は
、
即
ち
僧
と
客
人
が
輪
に
な
っ
て
座
り
、
僧
が
茶
を
供
し
て
い
た
。

当
時
の
こ
の
よ
う
な
お
寺
で
の
「
点
茶
法20

）
」
は
、
後
の
日
本
茶
道
の
興
隆
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
今
日
ま
で
日
本
で
は
径
山
寺
よ
り
伝
わ
っ
た

宋
代
の
黒
釉
盞
が
「
天
目
茶
碗21

）
」
と
呼
び
継
が
れ
、
国
の
文
化
財
と
し
て
重
視

さ
れ
て
い
る
。

中
国
の
茶
芸
は
儒
教
思
想
を
そ
の
核
に
置
き
な
が
ら
も
、
道
教
と
仏
教
に
も

融
合
し
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
。
陸
羽
は
真
の
茶
芸
を
究
め
る
た
め
に
、
厳
格

な
規
則
を
作
っ
て
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
好
し
と
し
、
二
四
種
の
器
の
う
ち
一
つ

で
も
欠
け
て
は
い
け
な
い
と
し
た
。
こ
れ
は
茶
に
よ
っ
て
倫
理
と
秩
序
を
明
ら

か
に
す
る
儒
教
の
思
想
を
発
揚
す
る
た
め
、
茶
に
は
ま
ず
「
茶
の
礼
儀
」
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
主
旨
で
あ
っ
た
。
ま
た
陸
羽
は
山
野
や
林
な
ど
で
茶
を
飲
む

時
は
そ
れ
ほ
ど
規
則
に
縛
ら
れ
ず
と
も
よ
い
と
し
、
楽
し
む
こ
と
は
儒
教
思
想

の
二
番
目
の
主
旨
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
茶
に
よ
る
遊
び
、「
茶
芸
」
の
効

果
を
宣
伝
し
た
。
儒
教
に
対
し
て
、
仏
教
か
ら
派
生
し
た
禅
宗
の
宗
教
哲
学
の

概
念
が
日
常
生
活
の
物
事
に
浸
透
し
て
い
く
中
で
、「
茶
道
」
思
想
が
形
成
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
道
家
隠
者
の
茶
道
は
空
虚
の
美
や
空
霊
の
美
を
主
張
す

る
。
道
教
の
茶
芸
の
境
地
と
は
、
大
自
然
の
中
で
水
に
こ
だ
わ
っ
て
茶
を
淹
れ
、

山
水
に
思
い
を
馳
せ
て
天
地
と
冥
合
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
隠
者
の
茶
は
現

実
を
超
越
し
て
自
然
に
帰
る
と
い
う
優
雅
の
妙
深
き
茶
を
追
い
求
め
る
も
の
で

あ
る
が
故
に
「
茶
芸
」
の
称
呼
に
は
も
っ
と
も
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
中
国
に
お
け
る
茶
芸
の
現
状
と
そ
の
展
望

１

茶
芸
の
流
行

い
ま
、
上
海
を
は
じ
め
、
全
国
に
広
が
る
茶
芸
ブ
ー
ム
の
流
行
に
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
大
陸
に
持
ち
込
ま
れ
た
台
湾
の
茶
芸
は
、

こ
れ
ま
で
の
上
海
の
豫
園
に
あ
る
湖
心
亭
茶
楼
や
北
京
の
老
舎
茶
館22

）
の
よ
う
な

由
緒
の
あ
る
も
の
と
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
。

中
国
茶
を
提
供
す
る

茶
楼
」
は
、
中
国
の
各
地
方
で
、
習
慣
と
地
方
性
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
名
称
で
呼
ば
れ
て
き
た
。
茶
楼
」
と
「
茶
館
」
以
外

に
茶
坊
、
茶
社
、
茶
市
、
茶
座
、
茶
居
、
茶
園
、
茶
店
、
茶
庄
、
茶
屋
な
ど
で

あ
る
。

茶
館
は
中
国
の
素
朴
な
庶
民
の
集
い
の
場
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
は
人
々
が
京

劇
の
歌
を
披
露
し
た
り
、
漫
才
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
近

頃
こ
の
よ
う
な
場
が
よ
り
多
様
に
変
わ
っ
て
き
た
。
娯
楽
茶
館
、
音
楽
茶
館
、

碁
茶
館
、
芸
術
鑑
賞
茶
館
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
大
き
く
分
け
る
と
二
種
類
の
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も
の
が
あ
る
。
即
ち
、
茶
の
愛
好
者
お
よ
び
中
所
得
者
層
以
上
の
も
の
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
す
る
比
較
的
高
級
な
茶
芸
館
の
よ
う
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
市
民
の
憩

い
と
娯
楽
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
打
ち
合
わ
せ
、
接
待
と
デ
ー

ト
の
場
所
の
提
供
な
ど
を
目
的
に
し
た
庶
民
向
け
の
茶
芸
館
の
よ
う
な
も
の
も

あ
る
。
と
に
か
く
一
概
に
つ
か
み
よ
う
も
な
い
よ
う
な
場
所
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
思
う
。

２

茶
芸
の
更
な
る
発
展
機
運
の
高
ま
り

①
上
海
の
児
童
茶
芸

上
海
で
は
、
最
近
各
種
の
お
茶
を
使
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
く
創
作
さ
れ
た

「
茶
芸
」
が
シ
ョ
ー
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
道
具
や
衣
装
も
派
手
に
な
り
、

こ
の
よ
う
な
皮
相
的
な
茶
芸
の
流
行
に
異
議
を
唱
え
る
声
も
出
て
い
る
。
ま
た
、

中
国
で
は
、
児
童
の
徳
育
教
育
に
茶
芸
を
導
入
し
て
い
る
。
一
九
九
二
年
、
上

海
に
始
ま
っ
た
こ
の
運
動
は
中
国
各
地
に
広
が
り
、
子
供
達
の
放
課
後
の
活
動

と
し
て
、
茶
に
対
す
る
認
識
の
普
及
と
公
徳
心
養
成
に
資
し
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
こ
で
、
少
年
児
童
茶
芸
チ
ー
ム
が
多
数
生
ま
れ
て
い
る
。
目
下
上
海
市
で
は

一
七
ヶ
所
の
区
と
県
の
一
〇
〇
ヶ
所
の
学
校
の
中
に
、
な
ん
と
三
〇
万
人
も
の

〞
小
茶
人
〝
が
豊
富
多
彩
な
茶
芸
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
れ
を
通
し
て
少

年
児
童
た
ち
は
茶
文
化
を
体
験
し
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
中
国
の
悠
久
た

る
文
化
歴
史
も
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
昨
年
の
七
月
に
上
海
で
全
国
初
の

「
中
国
少
年
茶
芸
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
挙
行
し
た
。

②
茶
芸
師
養
成
セ
ン
タ
ー

中
国
で
は
茶
芸
師
資
格
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
高
級
茶
芸
技
師
、
茶
芸
技
師
、

高
級
茶
芸
師
、
中
級
茶
芸
師
、
初
級
茶
芸
師
の
五
段
階
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
一
九
九
九
年
、
中
国
労
働
及
び
社
会
保
障
部
と
中
国
茶
関
係
の
学
者
ら

に
よ
っ
て
「
茶
芸
師
国
家
職
業
基
準
」
が
提
案
さ
れ
、
中
国
茶
と
中
国
茶
芸
に

お
い
て
一
定
レ
ベ
ル
を
保
ち
、
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
の
国
家
検
定
制
度
が
施

行
さ
れ
た
。
二
〇
〇
二
年
春
に
は
、
第
一
回
の
認
定
試
験
が
行
わ
れ
た
。「
茶

芸
師
国
家
職
業
基
準
」
の
本
来
の
目
的
は
、
茶
芸
館
や
茶
店
の
多
く
が
自
営
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
営
業
内
容
や
消
費
者
利
益
の
保
護
に
不
備
が
多

い
状
態
を
是
正
す
る
職
業
訓
練
に
あ
り
、
ま
た
開
店
許
可
の
意
味
合
い
も
強
い
。

こ
の
「
茶
芸
師
国
家
職
業
基
準
」
は
本
来
中
国
国
内
向
け
の
制
度
だ
が
、
中

国
茶
文
化
を
教
養
と
し
て
身
に
つ
け
た
い
外
国
人
が
想
定
外
に
多
か
っ
た
。
ど

う
い
う
ふ
う
に
海
外
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
か
は
、
今
後
の
制
度
整
備
の

課
題
で
も
あ
る
と
思
う
。

③
上
海
の
茶
芸
事
情

上
海
で
は
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
二
八
日
に
第
一
期
茶
芸
師
養
成
班
が
正
式

に
発
足
し
た
。
二
〇
〇
四
年
の
一
一
月
二
八
日
に
上
海
市
茶
葉
学
会
が
そ
れ
を

受
け
て
、「
上
海
市
茶
業
職
業
養
成
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
た
。
目
下
第
六
期

生
が
勉
強
中
で
あ
る
。
中
国
の
他
の
地
域
の
茶
芸
師
と
同
じ
よ
う
に
上
海
で
も

茶
芸
師
は
、
上
海
市
社
会
労
働
保
障
局
が
認
定
す
る
茶
芸
を
行
う
職
業
資
格
で

あ
る
。
中
国
で
は
、
改
革
開
放
政
策
を
実
施
し
て
以
来
、
国
家
試
験
、
官
民
共
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催
試
験
に
よ
る
技
術
資
格
・
職
業
資
格
認
定
制
度
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
内
容
は
実
に
多
種
多
様
で
あ
る
。
こ
の
上
海
茶
芸
師
の
職
業
資
格
も
、

ど
れ
だ
け
厳
格
な
も
の
で
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
信
頼
性
が
あ
る
の
か
は
い
さ
さ
か

疑
問
に
思
う
次
第
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
な
い
よ
り
は
ず
っ
と
ま
し
だ
。
こ
れ

を
第
一
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
だ
ん
だ
ん
と
科
学
的
か
つ
体
系
的
に
制
度
化
さ

れ
て
い
く
と
思
う
。
私
も
茶
文
化
研
究
と
い
う
立
場
で
茶
芸
師
た
ち
に
教
え
て

い
る
が
、
養
成
コ
ー
ス
は
一
期
半
年
で
茶
の
歴
史
、
茶
の
文
化
、
茶
席
設
計
な

ど
の
勉
強
と
稽
古
を
す
る
。
そ
の
修
了
資
格
試
験
は
、
自
分
な
り
の
茶
席
を
考

案
し
て
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
的
な
茶
席
の
つ
く
り
方
を
実
践
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

私
は
こ
こ
で
、
ま
ず
一
体
茶
芸
と
は
何
か
を
新
た
に
定
義
し
て
み
た
い
。

「
茶
芸
」
と
は
、
美
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
（
茶
選
び
、
水
貯
え
、
道
具
整
え
な
ど
）

と
美
味
し
い
お
茶
の
飲
み
方
（
色
、
香
、
味
、
形
と
い
う
諸
要
素
の
美
）、
並
び

に
立
派
な
茶
芸
人
へ
の
成
長
（
教
養
あ
る
人
間
の
形
成
）
と
い
う
三
要
素
を
備

え
た
生
活
的
か
つ
健
康
的
な
総
合
芸
術
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
中
国
に
は
い
ろ
い
ろ
な
文
化
的
要
素
が
あ
る
が
、
た
だ
そ

れ
を
仕
上
げ
て
い
く
人
が
そ
う
多
く
は
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
の
点
に

お
い
て
は
、
日
本
の
研
究
者
ら
に
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
う
。
日
本
人

の
学
者
は
こ
れ
ま
で
西
洋
的
学
術
方
法
で
、「
一
に
二
が
生
ま
れ
る
」
と
い
う

細
分
化
す
る
方
法
で
、
自
国
の
文
化
の
細
部
に
ま
で
分
析
を
加
え
、
た
え
ず
新

し
い
研
究
成
果
を
積
み
上
げ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
中
国
の
学
術
研
究

法
の
場
合
は
、
正
に
「
二
に
一
が
生
ま
れ
る
」
か
の
よ
う
な
、
た
い
へ
ん
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
な
観
点
で
物
事
を
論
じ
て
い
く
。
私
の
捉
え
る
茶
芸
は
、
や
は
り

こ
の
「
二
に
一
が
生
ま
れ
る
」
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
で
ま
と
め
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
今
後
は
中
国
と
日
本
の
「
二
つ
」
の
方
向
か
ら
「
一
」
を
つ
く
る
こ

と
を
目
指
し
た
い
。

④
茶
芸
に
あ
る
茶
席
の
姿

茶
芸
に
欠
か
せ
な
い
要
素
の
一
つ
は
、
茶
席
で
あ
る
。
で
は
茶
席
と
は
、
何

な
の
か
。

「
茶
席
と
は
、
茶
道
具
を
媒
介
に
す
る
、
あ
る
基
準
に
基
づ
い
て
芸
術
の
型
を

演
出
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
考
え
た
い
。
茶
席
の
要
素
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

茶
席
の
構
造
‥
舞
台
の
空
間
的
調
和
（
装
置
な
ど
の
大
小
・
明
暗
・
高
低
・
遠

近
・
左
右
）

茶
席
の
構
成
‥
①
茶
品
、
②
道
具
の
組
み
合
わ
せ
、
③
敷
物
、
④
生
花
、
⑤

絵
掛
け
、
⑥
茶
菓
子
、
⑦
舞
台
の
効
果
と
雰
囲
気
（
音
楽
な

ど
を
含
む
）

茶
席
の
種
類
‥
①
少
年
茶
席
、
②
都
会
茶
席
、
③
地
方
茶
席
、
④
模
倣
茶
席

（
古
代
の
も
の
）

茶
席
の
内
容
‥
①
緑
茶
、
②
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
③
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
、
④
プ
ー
ア

ル
茶

茶
席
の
形
態
‥
一
人
演
出

数
人
演
出

坐
式
演
出

立
式
演
出

正
座
に
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近
い
よ
う
に
膝
付
き
演
出

茶
席
の
方
法
‥
コ
ッ
プ
式
（
緑
茶
）
陶
磁
製
茶
碗
式
（
花
茶
か
緑
茶
）
紫
砂

壺
セ
ッ
ト
式

六
、
生
活
茶
芸

１

養
生

中
国
人
の
飲
茶
は
道
教
の
「
養
生
」
の
思
想
に
密
着
し
て
お
り
、
一
杯
の
茶

を
淹
れ
、
淡
泊
で
穏
や
か
な
味
わ
い
の
中
に
趣
を
求
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分

を
見
出
す
こ
と
で
も
あ
る
。
現
在
の
中
国
社
会
を
見
て
も
、
中
国
人
は
仕
事
中

も
勉
強
中
も
、
人
と
話
す
時
も
運
転
中
で
も
、
一
杯
の
清
ら
か
で
薫
り
高
い
茶

を
欠
か
さ
な
い
。
茶
は
喉
の
渇
き
を
癒
す
だ
け
で
な
く
、
他
の
飲
み
物
で
は
と

っ
て
代
わ
る
こ
と
の
出
来
な
い
「
楽
観
養
生
」
の
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

２

茶
膳

近
年
の
茶
文
化
の
発
展
に
よ
り
、
中
国
で
は
茶
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
製
品

が
作
ら
れ
て
い
る
。
飲
む
だ
け
の
茶
に
と
ど
ま
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
食
べ
る

茶
と
い
う
発
想
の
も
と
に
「
茶
膳
」
な
る
料
理
も
生
ま
れ
た
。

３

保
健

中
国
人
に
と
っ
て
、
心
臓
病
や
風
邪
の
予
防
も
茶
を
飲
む
こ
と
の
目
的
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
飲
茶
に
は
次
の
よ
う
な
効
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

精
神
安
定
、
頭
脳
明
晰
、
覚
醒
作
用
、
消
化
促
進
、
酔
い
覚
ま
し
、
利
尿
作
用
、

発
汗
作
用
、
口
渇
感
を
癒
す
、
咳
痰
止
め
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
解
熱
解
毒
、
外
傷

や
膿
の
治
療
、
止
瀉
、
空
腹
を
満
た
し
精
力
を
つ
け
る
、
歯
の
健
康
。

４

社
交

俗
に
「
君
子
の
交
わ
り
は
淡
き
こ
と
水
の
如
し
」
と
い
う
。
茶
の
味
は
淡
く
、

平
和
で
穏
や
か
で
あ
り
、
中
国
人
は
茶
を
友
と
成
し
、
繰
り
返
し
て
常
と
す
る
。

茶
は
親
し
み
や
自
然
、
純
朴
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
庶
民
の
生
活
に
溶
け
込
ん
で

い
る
。
茶
に
よ
る
集
い
の
場
と
し
て
は
「
泡
茶
館
」
が
あ
り
、
浙
江
省
、
四
川

省
で
流
行
し
て
い
る
。「
泡
茶
館
」（
茶
芸
館
と
ほ
ぼ
同
じ
）
は
、
茶
を
通
じ
て

友
と
交
わ
っ
て
き
た
中
国
人
の
数
千
年
来
の
精
神
史
を
知
る
格
好
の
場
で
あ
る
。

七
、
日
本
茶
道
の
諸
要
素
｜
型

気

美

禅
に
つ
い
て

茶
道
の
「
道
」
と
い
う
漢
字
の
語
義
に
つ
い
て
、
先
に
も
引
い
た
『
辞
海
』

で
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
１
）
道
路
、
２
）
方
法
、
技
芸
、
３
）
規

律
、
事
理
、
４
）
思
想
、
学
術
、
５
）
言
う
、
６
）
道
教
、
７
）
祭
路
神
、

８
）
古
代
の
行
政
区
分
、
９
）
数
量
詞
、
10
）
苗
字
。

日
本
の
『
大
漢
語
林
』
で
は
（
ど
う
、
み
ち
）
‥
①
道
ａ
通
り
み
ち
（
道
路
、

道
）、
ｂ
こ
と
わ
り
（
筋
、
正
し
い
道
筋
）、
ｃ
甲
、
道
理
・
人
道
・
儒
教
の
教

え
‥
乙
、
道
家
の
説
く
宇
宙
万
物
の
根
源
・
現
象
の
本
体
‥
ｄ
働
き
‥
ｅ
手
だ

て
（
や
り
方
、
方
法
、
手
段
）
‥
ｆ
主
義
主
張
‥
ｇ
学
問
、
技
芸
、（
武
道
）
‥
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ｈ
教
え
‥
ｉ
政
令
・
制
度
、
②
み
ち
す
る
ａ
通
る
・
通
じ
る
‥
ｂ
行
く
・
道
に

沿
っ
て
行
く
③
道
の
神
④
道
教
⑤
仏
教
ま
た
は
僧
侶
⑥
行
政
区
画
の
名
⑦
国
の

名
⑧
仏
教
の
有
漏
道
と
無
漏
道

一
方
、
故
白
川
静
氏
に
よ
る
『
字
通
』
で
は
、「
道
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、

こ
う
説
明
し
て
い
る
。
１
）
み
ち
、
み
ち
を
き
よ
め
る
、
み
ち
び
く
、
ひ
ら
く

２
）
と
お
る
、
み
ち
ゆ
く
、
ゆ
く
、
か
よ
う

３
）
こ
と
わ
り
、
は
た
ら
き
、

て
だ
て
、
お
し
え
、
道
理

４
）
し
た
が
う
、
お
こ
な
う
、
よ
る
、
た
だ
し
い

５
）
い
う
、
か
た
る

６
）
道
術
、
道
教
、
道
士
、
才
芸

７
）
行
政
単
位

以
上
の
双
方
の
辞
書
の
解
釈
を
見
て
み
る
と
、「
道
」
の
語
義
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
区
別
は
な
い
が
、
た
だ
、
日
本
の
辞
書
に
は
、「
道
」
の
字
義
解
釈
に

は
、「
武
道
」「
才
芸
」
の
意
味
合
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
特
徴
的
で
は
な
か

ろ
う
か
。

「
道
」
と
い
う
字
の
起
源
に
つ
い
て
中
国
で
は
、「
道
」
の
初
見
は
紀
元
前
八

四
一
年
、
西
周
時
代
の
銅
器
銘
文
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
一
世
紀
頃
の
後
漢
の

許
慎
の
《
説
文
解
字23

）
》
に
は
「
道
、
走
行
之
道
也
」
と
書
い
て
あ
る
。

日
本
の
「
道みち
」
は
七
、
八
世
紀
頃
唐
か
ら
導
入
し
、
律
令
制
が
作
ら
れ
た
奈

良
時
代
に
は
、「
道
」
を
地
方
の
名
称
と
し
て
使
い
始
め
た
。
鎌
倉
時
代
の
舞

楽
解
説
書
『
教
訓
抄24

）
』
に
は
、〞
道
〝
と
い
う
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
道
理
の

意
味
あ
い
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

「
茶
道
」
を
含
め
た
日
本
の
諸
々
の
「
何
々
の
道
」
と
い
う
言
葉
は
江
戸
時
代

以
降
に
段
々
と
使
い
始
め
た
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
私
は
「
道
」
と
い
う
概
念
を
論

じ
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
む
し
ろ
日
本
茶
道
の
中
の
「
道
」
を
、
幅
広
く
捉
え

て
茶
道
文
化
と
し
て
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

１

日
本
茶
道
に
お
け
る
「
型
」
に
つ
い
て

厳
密
に
言
え
ば
、
お
茶
の
点
前
は
茶
道
の
規
則
で
あ
り
、
お
茶
の
点
て
方
か

ら
飲
み
方
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
規
定
し
て
い
る
。
流
派
に
よ
っ
て
は
そ
の
作
法
も

違
う
。
例
え
ば
袱
紗
の
た
た
み
方
だ
け
で
諸
流
派
が
違
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。

実
際
に
お
茶
の
稽
古
も
作
法
を
繰
り
返
す
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
点
前
作
法

が
抜
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
お
茶
は
「
楽
し
む
」
す
な
わ
ち
快
楽
的
と
い
う
要
素

し
か
残
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
茶
道
に
お
い
て
は
「
型25

）
」
に
嵌
ま
ら
な
い
と
心

身
と
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
す
る
と
、「
型
」
に
嵌
ま
っ
て
稽

古
す
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

な
ぜ
茶
道
は
「
型
」
に
嵌
ま
る
こ
と
が
重
要
な
の
か
。
茶
道
の
目
的
は
必
ず

し
も
型
を
求
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
美
を
追
求
し
、「
道
」
の
精
神
に
辿
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。

今
日
、
裏
千
家
は
世
界
三
十
数
ヶ
国
に
一
〇
〇
ヶ
所
ほ
ど
茶
道
の
拠
点
を
抱

え
な
が
ら
活
動
を
広
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
八
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
「
鵬
雲
斎
」
の

斎
号
を
持
つ
千
玄
室
は
、
依
然
と
し
て
二
〇
世
紀
の
初
期
の
頃
岡
倉
天
心
に
よ

っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
一
碗
の
茶
」
で
も
て
な
し
な
が
ら
互
い
に
平
和
な
心
を
大

切
に
す
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
理
念
で
友
好
の
大
使
の
役
割
を
果
た
し
続
け
て
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い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
茶
道
の
型
が
存
在
す
る
か

ら
で
あ
る
。
茶
道
の
貢
献
と
し
て
今
日
も
世
界
に
示
し
て
い
る
こ
の
「
型
」
こ

そ
も
っ
と
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
型
」
が
五
〇
〇
年
近
く
の

時
間
軸
を
越
え
、
延
々
と
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
た
い
し
た

も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
五
〇
〇
年
も
の
茶
道
発
展
史
に
お
い
て
、
人
々
の
お
茶
へ
の
憧
れ

と
一
途
な
瞑
想
を
経
て
、
茶
道
と
建
物
、
茶
道
と
道
具
、
茶
道
と
禅
、
茶
道
と

歌
、
茶
道
と
人
間
、
茶
道
と
美
、
茶
道
と
精
神
な
ど
が
全
て
今
日
の
茶
道
の

「
型
」
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
茶
道
の
「
型
」
を
仕
上
げ
る
た

め
に
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を
し
て
い
た
人
々
の
姿
が
輝
い
て
い
る
。
そ
の
中
に
は

能
阿
弥
、
村
田
珠
光
、
武
野
紹
鷗
、
千
利
休
、
古
田
織
部
、
小
堀
遠
州
、
片
桐

石
州
、
千
宗
旦
の
よ
う
な
茶
匠
が
大
き
な
功
績
を
残
し
、
ま
た
佐
々
木
道
誉
、

足
利
義
政
、
松
永
久
秀
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
、
蒲
生
氏
郷
、

黒
田
如
水
、
織
田
有
楽
斎
、
伊
達
政
宗
の
よ
う
な
武
将
の
名
も
挙
げ
ら
れ
る
。

茶
の
「
型
」
は
こ
の
よ
う
に
茶
道
を
媒
介
に
し
て
人
間
の
堅
忍
不
抜
の
精
神
力

と
偉
大
な
る
知
恵
の
所
産
で
あ
り
、
こ
れ
も
世
界
茶
文
化
史
に
お
け
る
壮
挙
と

し
て
讃
え
る
に
値
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
型
」
と
「
形
」
は
漢
字
で
書
く
と
字
形
が
違
う
が
、
そ
の
発
音
は
両
方
と
も

「
か
た
」
と
読
む
。
広
辞
苑
で
は
、
両
者
に
関
す
る
説
明
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

型
に
つ
い
て
は
、
①
形
を
作
り
出
す
元
に
な
る
も
の
、
②
伝
統
・
習
慣
と
し
て

決
ま
っ
た
形
式
、
③
武
道
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
、
規
範
と
な
る
方
式
、

④
も
の
を
類
に
分
け
た
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
よ
く
表
し
た
典
型
。
そ
の
よ

う
な
形
式
・
形
態
・
タ
イ
プ
・
パ
タ
ー
ン
と
い
う
。

形
に
つ
い
て
は
、
①
形
状
、
②
事
が
あ
っ
た
あ
と
に
残
り
、
そ
れ
が
あ
っ
た

と
知
ら
れ
る
よ
う
な
し
る
し
。
あ
と
か
た
、
③
模
様
。
あ
や
、
④
占
い
の
際
に

現
れ
る
し
る
し
。
う
ら
か
た
、
⑤
銭
の
表
。
古
銭
で
文
字
の
刻
ま
れ
た
面
、
⑥

物
に
似
せ
て
作
っ
た
形
、
⑦
貸
し
た
し
る
し
と
し
て
取
っ
た
物
と
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
字
義
か
ら
見
る
と
、
型
は
形
を
包
み
、
形
は
型
に
包
ま
れ
る
意

味
合
い
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
型
は
そ
の
形
を
残
さ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
形
は

所
詮
形
の
ま
ま
に
存
在
す
る
。

日
本
茶
道
の
「
型
」
は
一
体
ど
の
よ
う
に
成
立
し
て
き
た
の
か
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
柳
宗
悦
の
『
茶
と
美
』
に
は
「
つ
か
う
べ
き
場
所
で
つ
か
う
べ
き
器
物

を
、
つ
か
う
べ
き
時
に
用
い
れ
ば
自
ら
法
に
帰
っ
て
ゆ
く
。
一
番
無
駄
の
無
い

用
い
方
に
落
ち
着
く
と
き
、
そ
れ
が
一
定
の
型
に
入
る
の
で
あ
る
。
型
は
い
わ

ば
結
晶
し
た
姿
と
も
言
え
る
。
煮
詰
ま
る
と
こ
ろ
ま
で
煮
詰
ま
っ
た
と
き
、
も

の
の
精
髄
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
型
で
あ
り
道
で
あ
る26

）
」
と
あ
る
。

茶
道
に
お
い
て
、
型
は
形
を
残
さ
な
い
も
の
で
「
無
形
性
」
的
で
あ
る
。
型

を
表
現
す
る
た
め
に
は
人
間
の
行
い
が
必
要
で
あ
る
。
柳
宗
悦
の
観
点
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
茶
器
の
用
い
方
が
茶
人
に
よ
っ
て
型
に
ま
で
高
め
ら
れ
、
茶

道
の
型
は
言
い
換
え
れ
ば
「
法
」
で
も
あ
る
。
こ
の
法
も
実
は
形
を
残
さ
な
い

も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
日
本
人
は
茶
道
を
媒
介
に
し
て
、
有
形
性
を
「
無
形
性
」
に
、
日
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常
性
を
「
非
日
常
性
」
に
、
現
実
性
を
「
虚
構
性
」
に
、
さ
ら
に
遊
芸
性
を

「
求
道
性
」
に
し
て
、
最
後
に
茶
道
世
界
の
お
茶
は
ま
っ
た
く
〞
虚
無
の
世
界
〝

に
組
み
替
え
さ
せ
ら
れ
た
。

「
組
み
替
え
さ
せ
ら
れ
る
」
を
日
本
語
の
文
法
で
説
明
す
る
と
「
使
役
受
身
」

の
用
法
と
な
る
が
、
茶
道
、
い
や
茶
道
以
外
の
日
本
的
な
る
文
化
の
殆
ど
は
皆

こ
の
よ
う
な
方
式
を
取
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
即
ち
「
何
々
を

何
々
に
さ
せ
た
あ
と
で
何
々
に
な
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
例
え
ば
日
本
の
あ

る
寺
院
の
僧
侶
が
茶
道
の
稽
古
を
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
に
こ
ん
な
こ
と
を
話

し
か
け
た
。「
茶
室
で
お
茶
を
い
た
だ
く
時
、
お
腹
に
広
が
る
暖
か
さ
を
感
じ

な
が
ら
、
宇
宙
全
体
を
身
体
に
流
し
込
み
な
さ
い
…
…
そ
う
す
れ
ば
、
お
茶
を

飲
ん
で
い
る
瞬
間
、
自
分
が
何
者
か
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
ん
だ
、
そ
れ

は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
感
じ
な
が
ら
お
茶
を
味
わ
え
る
は
ず
で
す
よ27

）
」。
こ

こ
で
は
、
飲
茶
者
は
お
茶
を
飲
む
行
為
を
「
無
」
に
さ
せ
な
が
ら
、
こ
の
日
常

性
と
虚
構
性
の
は
ざ
ま
（
茶
道
の
型
）
に
誘
い
込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

実
は
茶
道
以
外
に
も
、
歌
道
、
蹴
鞠
道
、
書
道
、
華
道
、
剣
道
、
柔
道
、
弓

道
、
香
道
、
将
棋
道
の
よ
う
に
「
道
」
が
付
く
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
々

の
道
に
も
そ
れ
な
り
の
型
が
あ
る
。
し
か
も
見
え
る
よ
う
で
見
え
な
い
よ
う
な

「
型
」
ば
か
り
で
あ
る
。
型
に
対
す
る
形
は
物
で
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
茶

道
具
な
ど
形
が
実
在
す
る
も
の
は
形
を
持
っ
て
い
る
。
茶
器
も
美
の
表
現
で
あ

り
、
茶
道
の
理
念
が
含
ま
れ
て
い
る
。
茶
器
は
単
な
る
形
だ
け
で
は
造
作
に
と

ど
ま
る
。
陶
工
は
陶
器
を
作
る
技
術
だ
け
生
か
せ
ば
形
は
で
き
る
が
形
を
通
し

て
表
現
す
る
自
然
の
美
の
理
念
は
表
現
し
そ
こ
な
う
。
し
か
し
、
そ
の
境
地
に

至
る
に
は
作
る
法
則
、
い
わ
ゆ
る
「
型
」
が
必
要
で
あ
る
。
陶
器
を
作
る
型
を

見
つ
け
る
プ
ロ
セ
ス
は
陶
工
の
修
業
で
あ
る
。
陶
工
は
、
茶
の
理
念
を
魂
と
す

る
茶
器
を
創
作
す
る
に
は
形
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
型
」
を
超
え
て
創
造
す
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
る
。

茶
人
は
茶
道
の
作
法
に
従
っ
て
稽
古
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
作

法
に
従
う
だ
け
で
は
そ
こ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
茶
道
は
作
法
に
だ
け
気
を
取

ら
れ
た
ら
、
技
法
を
強
調
し
、
技
術
に
な
っ
て
し
ま
う
。
点
前
と
い
う
茶
道
の

「
型
」
に
嵌
め
る
こ
と
は
目
的
で
は
な
く
、「
型
」
に
嵌
め
る
こ
と
を
通
し
て
創

造
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
要
す
る
に
、「
型
」
か
ら
抜
け
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

人
間
は
想
像
力
を
い
か
し
て
創
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
美
を
体
験
す
る
の
か
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
何
も
の
に
も
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
奔
放
な
も
の
で

あ
る
。
茶
道
も
美
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
由
に
創
造
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
人
間
が
自
ら
「
型
」
を
作
り
上
げ
る
こ
と
と
自
由
を
求
め
る
こ
と
と

が
一
見
、
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
制
限
が
無
け

れ
ば
自
由
と
不
自
由
と
の
差
も
消
え
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
は
と
て
も

弁
証
法
的
な
思
想
だ
と
思
わ
れ
る
。

型
は
道
を
見
つ
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
世
の
中
の
こ
と
に
は
皆
道
が
あ

る
。
修
行
を
通
し
て
型
に
入
る
。
そ
こ
か
ら
道
が
見
え
て
く
る
。
日
常
生
活
に

あ
る
物
事
に
も
道
が
あ
る
。「
型
」
に
嵌
め
る
こ
と
は
禅
宗
の
思
想

「
悟
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る
」
と
「
無
」
に
等
し
い
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
茶
道
の
「
型
」
に
見
え
る
よ

う
で
見
え
な
い
よ
う
な
「
道
」
の
精
神
が
あ
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
は
な
い
か
。

２

日
本
茶
道
に
お
け
る
「
気
遣
い
」
に
つ
い
て

日
本
語
に
は
「
気
を
遣
う
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
に
「
気
が
疲
れ

る
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
日
本
人
が
「
気
を
遣
う
」
の
だ
か
ら
、
気
が
疲
れ

る
の
は
当
然
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
世
界
の
ど
の
言
語
も
こ
の
「
気
を
遣
う
」
の
「
気
」
と
い
う
語
に

相
応
す
る
言
葉
が
な
い
よ
う
な
「
気
」
に
育
ま
れ
た
日
本
人
の
対
人
関
係
を
つ

ぶ
さ
に
観
察
す
る
と
、
実
に
複
雑
な
要
素
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ

こ
で
日
本
人
が
普
通
、
外
国
人
よ
り
十
二
分
に
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
の
で
あ
る
。

「
気
を
遣
う
」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
日
本
人
は
絶
え
ず
自
分
の
周
り
に
気

を
遣
っ
て
い
る
。
周
り
が
自
分
を
ど
う
見
て
い
る
か
と
と
て
も
気
に
な
る
。
そ

れ
で
自
分
の
意
図
す
る
よ
う
に
見
て
も
ら
う
た
め
に
あ
れ
こ
れ
と
工
夫
す
る
。

そ
の
工
夫
が
自
分
の
身
な
り
や
振
る
舞
い
や
言
葉
遣
い
な
ど
に
表
れ
る
。
あ
れ

こ
れ
工
夫
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
り
が
自
分
の
工
夫
し
た
通
り
に
理
解
し

て
く
れ
て
い
る
の
か
と
、
ま
た
気
を
遣
っ
て
し
ま
う
。

も
し
工
夫
し
た
通
り
に
理
解
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
「
気
を
遣
う
」

に
「
気
を
遣
う
」
を
重
ね
て
い
く
。
つ
ま
り
「
気
を
遣
う
」
方
式
を
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
つ
い
気
遣
い
が
絶
え
な
い
た

め
、
気
が
疲
れ
て
、
一
人
で
居
た
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

日
本
人
の
「
気28

）
」
に
つ
い
て
、
近
世
以
降
は
主
と
し
て
精
神
面
に
結
び
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
茶
道
の
世
界
に
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
茶
道
の
修
業
に
つ
い
て
、
茶
道
の
開
祖
と
も
言
わ
れ
て
い
る
村
田
珠
光

が
「
万
事
に
、
た
し
な
み
、
き
づ
か
い29

）
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
亭
主
は

お
客
さ
ん
が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
お
客
さ
ん
は
亭
主
が
ど
う
思
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
真
心
を
込
め
て
相
手
を
も
て
な
す
の
で
あ
る
。
即
ち

茶
道
の
本
意
は
亭
主
も
お
客
さ
ん
も
普
段
か
ら
互
い
に
気
を
細
か
く
遣
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
あ
る
。

桑
田
忠
親
は
『
茶
の
心
』
の
中
で
茶
の
道
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
日
常
茶
飯
の
社
交
術
と
い
う
の
は
、
人
と
人
と
の
交
渉
を
、
主
客
相
互
の
敬

愛
の
礼
で
割
り
切
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
愛
情
の
共
感
で
あ
っ
て
、
世
俗

の
術
策
と
は
全
く
異
な
る
。
亭
主
は
い
か
に
し
て
客
を
も
て
な
す
か
に
至
誠
を

捧
げ
、
客
は
い
か
に
し
て
亭
主
の
心
を

む
か
に
肝
を
砕
く
の
だ
。
そ
れ
故
、

亭
主
も
客
も
茶
室
で
は
常
に
慎
ま
し
や
か
に
動
作
す
る
。
こ
の
対
人
観
は
そ
の

ま
ま
徹
底
し
た
茶
人
達
の
人
生
観
と
な
り
、
処
世
術
と
な
っ
た
。
人
を
見
た
ら

客
と
思
え
、
と
ま
で
彼
ら
の
処
世
術
は
徹
底
し
て
い
た
。
こ
の
主
客
相
互
の
敬

愛
の
秩
序
が
、
す
な
わ
ち
茶
の
道
で
あ
る30

）
」。

そ
こ
か
ら
、
茶
道
に
よ
っ
て
人
間
関
係
を
よ
り
よ
く
す
る
知
恵
を
習
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
茶
道
と
い
う
の
は
、
亭
主
と
客
が
寄
り
合
い
、
喫

茶
を
介
し
て
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
で
、
亭
主
は
簡
単
な
料
理
を
出
し
、
茶
を
た
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て
て
、
も
て
な
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
茶
道
は
、
茶
会
を
一
生
に
一
度

の
出
会
い
の
場
と
と
ら
え
、
相
手
に
誠
意
を
尽
く
す
と
い
う
「
一
期
一
会
」
の

精
神
を
究
極
の
姿
と
し
て
い
る
。

戦
国
時
代
の
茶
道
に
現
れ
た
千
利
休
の
「
七
則
」
が
あ
る
。
例
え
ば
「
一
、

茶
は
服
の
よ
き
よ
う
に
点
て
」。「
服
」
と
は
、「
飲
む
」
こ
と
で
あ
る
。「
服
の

よ
き
よ
う
」
と
は
飲
ん
だ
人
に
と
っ
て
「
丁
度
良
い
加
減
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
こ
れ
は
単
に
客
の
好
み
に
合
わ
せ
ろ
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
そ
の
場
所

で
の
客
の
気
持
ち
へ
の
思
い
や
り
か
ら
、「
よ
く
考
え
て
点
て
る
よ
う
に
」
と

気
付
か
せ
る
の
で
あ
る
。「
二
、
炭
は
湯
の
沸
く
よ
う
に
置
き
」。「
何
々
し
て

置
く
」
こ
と
は
つ
ま
り
準
備
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。「
炭
」
は
も
ち
ろ
ん

木
炭
の
こ
と
だ
が
、
客
前
で
茶
を
点
て
る
場
合
、
釜
に
満
た
し
た
湯
を
沸
騰
し

た
状
態
に
す
る
た
め
に
は
、
釜
に
た
っ
ぷ
り
と
水
を
注
ぎ
、
そ
れ
を
加
熱
し
続

け
、
そ
の
た
め
の
火
を
熾
こ
し
た
炭
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
湯
の

沸
く
よ
う
に
置
く
」、
勿
論
、
炉
・
風
炉
の
準
備
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
中

で
も
一
番
大
切
な
の
が
、
最
初
の
火
の
調
節
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
旦
火
を

熾
こ
し
、
水
を
満
た
し
た
釜
を
載
せ
た
後
で
は
、
炭
の
調
節
は
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
、
予
め
最
良
の
炭
の
置
き
方
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
気
遣
い
で
あ
る
。

「
三
、
花
は
野
に
あ
る
よ
う
に
」。
こ
の
「
あ
る
よ
う
に
」
と
い
う
言
い
回
し
の

意
味
が
と
て
も
大
事
で
あ
る
。「
あ
る
ま
ま
に
」
の
意
味
で
は
な
い
。
こ
れ
は

「
写
実
」
と
「
写
真
」
の
違
い
に
似
て
い
る
。「
写
実
」
と
は
、
あ
る
瞬
間
の
本

質
的
姿
を
切
り
取
っ
て
描
く
こ
と
で
あ
り
、「
写
真
」
は
あ
り
の
ま
ま
の
像
に

過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
の
花
が
咲
い
て
い
た
状
態
を
感
じ
さ
せ
る
姿
に
生
け

る
こ
と
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
咲
い
て
い
た
状
態
を
再
現
す
る
こ
と
を

望
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
、
そ
の
場
に
何
輪
も
咲
い
て
い
た
と
し

て
も
、
一
輪
で
そ
れ
を
表
現
出
来
れ
ば
「
あ
る
よ
う
に
」
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
余
計
な
も
の
を
省
く
程
、
受
け
手
の
想
像
に
ふ
く
ら
み
が

生
ま
れ
る
よ
う
な
気
遣
い
で
あ
る
。「
四
、
夏
は
涼
し
く
冬
暖
か
に
」。
こ
れ
は
、

単
に
温
度
が
高
い
と
か
低
い
と
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
本
来
皮
膚
で
感
じ

て
い
る
環
境
の
変
化
を
、
耳
や
目
に
よ
っ
て
実
際
と
は
異
な
る
状
態
に
感
じ
さ

せ
る
方
法
、
つ
ま
り
、
感
性
に
よ
る
演
出
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

水
や
氷
ま
た
は
そ
れ
ら
を
連
想
さ
せ
る
も
の
は
触
れ
な
く
て
も
「
涼
」
を
、
火

や
日
ま
た
は
そ
れ
ら
を
連
想
さ
せ
る
も
の
は
当
た
ら
な
く
て
も
「
暖
」
を
、
音

や
色
か
ら
感
じ
さ
せ
る
。
お
茶
席
の
環
境
作
り
に
お
い
て
、
点
て
る
方
が
ど
ん

な
演
出
を
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
へ
の
気
遣
い
が
と
て
も
大
事
で
あ
る
。

「
五
、
刻
限
は
早
め
に
」。
こ
れ
も
、
単
に
時
間
厳
守
を
説
い
て
い
る
だ
け
で
は

な
い
。
こ
こ
で
言
う
「
刻
限
」
と
は
、「
時
刻
」
に
対
す
る
意
識
・
認
識
を
指

す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
を
「
早
め
に
」
と
は
、
常
に
自
分
の
中
の
時
計
の
針
を
進

め
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
焦
り
が
な
く
平
常
心
で
い
る
こ
と
は
、
ゆ
と

り
を
持
っ
て
人
に
接
す
る
た
め
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。「
六
、
降
ら

ず
と
も
傘
の
用
意
」。
一
言
で
言
え
ば
、
備
え
を
怠
ら
な
い
心
掛
け
を
説
い
て

い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
招
く
側
が
客
に
対
し
て
行
う
気
遣
い
を
言
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
持
つ
意
味
に
な
る
。
こ
こ
で
言
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う
「
傘
」
は
、
現
在
と
は
異
な
っ
た
状
況
に
な
っ
た
時
に
初
め
て
必
要
に
な
る

物
の
象
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
、
他
者
に
「
憂

い
」
を
持
た
せ
な
い
た
め
、
自
分
が
不
測
の
事
態
を
想
定
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
七
、
相
客
に
心
せ
よ
」。「
相
客
」
と
は
同

席
し
た
客
の
こ
と
で
あ
る
。「
心
せ
よ
」
と
は
気
を
配
り
な
さ
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
場
所
に
居
合
わ
せ
た
ら
、
お
互
い
に
気
遣
い
、
思
い

や
る
心
を
持
つ
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る31

）
。

こ
の
七
則
こ
そ
が
、
亭
主
は
い
か
に
し
て
客
を
も
て
な
す
か
と
い
う
茶
道
世

界
の
気
遣
い
の
表
れ
で
あ
り
、
主
客
相
対
に
秘
め
ら
れ
る
人
間
同
士
の
尊
重
精

神
の
表
れ
で
も
あ
る
。

「
茶
の
湯
と
は
た
だ
湯
を
沸
か
し
茶
を
点
て
て

飲
む
ば
か
り
な
る
も
と
を
知

る
べ
し
」
と
主
張
し
た
千
利
休
は
お
茶
を
媒
介
に
し
た
主
客
相
対
（
自
分
と
他

人
ま
た
は
他
人
と
自
分
と
の
関
係
）
の
身
近
な
世
界
を
い
か
に
築
き
上
げ
て
い
く

か
を
常
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
狭
め
に
狭
め
た
狭
い
茶
室
だ
か
ら
こ
そ
相
手
を
気
遣
い
、
敬
う
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、「
気
」
を
ど
の
よ
う
に
「
持
つ
」
か
と
い
う
こ
と
、「
気
持
ち

が
い
い
」
と
か
「
気
持
ち
が
悪
い
」
と
か
と
い
う
言
葉
の
本
来
の
意
味
の
表
れ

で
あ
ろ
う
。

孔
子
が
提
唱
し
た
道
徳
観
念
に
も
「
仁
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
の
意
味

は
礼
に
基
づ
い
て
自
己
を
抑
制
し
て
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。「
仁
」
と
い
う
字
は
人
偏
の
よ
う
に
一
人
が
二

人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
意
味
合
い
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
人
は
他
人
と
の
関

係
を
考
え
た
場
合
、
ま
ず
自
分
が
い
か
に
正
直
に
真
心
を
込
め
て
、
慎
み
深
く
、

お
ご
ら
ぬ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
心
構
え
と
し
て
持
つ
こ
と
で
あ

る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
「
二
人
」
の
対
応
関
係
に
は
君
臣
、
父

子
、
夫
婦
、
子
弟
、
朋
友
が
あ
る
。
現
代
に
な
る
と
他
人
と
の
関
係
或
い
は
集

団
と
の
関
係
に
な
る
の
で
あ
る
。
茶
道
世
界
の
基
本
中
の
基
本
は
と
り
も
な
お

さ
ず
人
と
他
人
と
の
関
わ
り
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
千
利
休
に
よ
る
教

え
に
人
間
と
人
間
、
人
間
と
も
の
、
人
間
と
自
然
の
全
て
が
茶
室
に
凝
縮
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
彼
の
茶
道
「
七
則
」
は
即
ち
亭
主
と
し
て
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
お
客
さ
ん
へ
の
思
い
や
り
を
示
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
指
針
の
一

つ
で
あ
る
。

戦
国
の
世
に
あ
っ
て
、
日
々
生
死
の
は
ざ
ま
を
生
き
る
天
下
人
と
茶
人
た
ち

と
の
間
の
、
お
茶
を
媒
介
に
し
た
「
瞬
間
的
気
遣
い
」
と
い
う
も
の
が
い
か
に

緊
張
し
て
い
た
の
か
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
あ
の
頃
の

「
気
遣
い
」
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
精
神
か
ら
の
も
の
で
、
些
か
の
偽
り
も
許

し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
茶
道
を
含
め
た
日
本
伝
統
文
化
は
中
世

の
封
建
制
社
会
の
精
神
と
環
境
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
、
封
建
的
要
素
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
精
神
性
に
深
く
結
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。

村
田
珠
光
が
「
万
事
に
、
た
し
な
み
、
き
づ
か
い
」
と
記
し
た
茶
道
精
神
は
、

残
念
な
が
ら
今
と
な
っ
て
は
、「
気
が
疲
れ
る
」
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
例
え
ば
何
々
の
流
儀
か
ら
の
規
則
ず
く
め
と
か
、
こ
の
掛
け
物
な
ら
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ば
、
花
瓶
は
唐
物
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
ま
た
は
竹
の
も
の
で
な
け
れ

ば
困
る
と
か
、
と
い
う
よ
う
に
や
た
ら
に
気
遣
い
を
し
て
い
て
、
つ
い
に
気
が

疲
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
は
な
い
。

実
は
、
今
日
の
日
本
語
も
茶
道
か
ら
生
ま
れ
た
気
遣
い
の
精
神
と
大
い
に
関

係
し
て
い
る
。
即
ち
気
遣
い
の
日
本
語
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
型
に
嵌
ま

っ
た
日
本
語
そ
の
も
の
で
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
主
な
特
徴
は
や
は
り
日
本

語
を
使
っ
て
も
の
を
考
え
な
が
ら
他
者
と
関
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
普
段
日

本
人
が
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
日
本
語
と
は
、
実
は
大
変
高
度
な
セ
ン
ス
で
周

り
へ
の
気
遣
い
を
求
め
ら
れ
る
言
語
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

例
え
ば
「
お
茶
が
入
り
ま
し
た
」
と
い
う
ご
く
普
通
の
言
葉
に
も
ち
ゃ
ん
と

気
遣
い
が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
と
し
て
は
、〞
お
茶
は
自
然
に
入
る
も
の

で
は
な
く
、
あ
な
た
の
た
め
に
私
が
お
茶
を
い
れ
た
よ
〝
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
気
の
レ
ベ
ル
で
の
や
り
取
り
が
高
度
に
で
き
る
関
係
が
、
も
の
ご

と
を
素
早
く
処
理
で
き
る
秘
訣
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

３

日
本
茶
道
に
お
け
る
美
術
に
つ
い
て

日
本
に
は
昔
固
有
の
美
術
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
言
葉
が
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。「
美
術
」
と
い
う
言
葉
は
英
語
の
「fin

e a
rt

」
を
翻
訳
し
た
の
で
あ
っ

て
、
明
治
以
来
の
新
し
い
熟
語
で
あ
る
。

当
時
こ
の
「
美
術
」
の
字
を
用
い
る
の
は
妥
当
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
ぜ
か
と
言
え
ば
「
説
文
解
字
」
に
よ
る
と
美
の
字
は
〞
羊
の
大
き
く
肥
え
た

の
は
味
が
よ
い
〝
と
い
う
所
か
ら
作
ら
れ
た
文
字
で
あ
る
。
い
く
ら
羊
が
う
ま

く
と
も
、
美
術
品
の
よ
う
に
見
る
も
の
が
気
持
ち
よ
く
鑑
賞
で
き
る
効
果
は
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
美
の
字
は
妥
当
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
〞
善

術
〝
と
い
う
の
も
ま
す
ま
す
妥
当
で
は
な
い
か
ら
、
や
む
を
得
ず
暫
時
の
つ
も

り
で
用
い
ら
れ
た
の
が
「
美
術
」
で
あ
る32

）
。

岡
倉
天
心
が
『
茶
の
本
』
の
中
で
、「
十
五
世
紀
に
至
り
日
本
は
こ
れ
を
高

め
て
一
種
の
審
美
的
宗
教
、
即
ち
茶
道
に
ま
で
進
め
た
。
茶
道
は
日
常
生
活
の

俗
事
の
中
に
存
す
る
美
し
き
も
の
を
崇
拝
す
る
こ
と
に
基
づ
く
一
種
の
儀
式
で

あ
っ
て
、
純
粋
と
調
和
、
相
互
愛
の
神
秘
、
社
会
秩
序
の
ロ
ー
マ
ン
主
義
を

諄
々
と
教
え
る
も
の
で
あ
る
。
茶
道
の
要
義
は
「
不
完
全
な
も
の
」
を
崇
拝
す

る
に
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
人
生
と
い
う
こ
の
不
可
解
な
も
の
の
う
ち
に
、
何
か
可

能
な
も
の
を
成
就
し
よ
う
と
す
る
や
さ
し
い
企
て
で
あ
る
か
ら33

）
」
と
あ
る
。

岡
倉
天
心
の
英
語
に
よ
る
代
表
三
部
作
の
中
の
『
茶
の
本
』
に
は
、
天
心
の

お
茶
を
め
ぐ
る
歴
史
観
、
宗
教
観
、
人
生
観
、
文
化
観
、
芸
術
観
が
顕
著
に
表

れ
て
い
る
。『
茶
の
本
』
は
無
論
近
代
欧
米
の
物
質
主
義
的
文
化
に
対
し
て
、

東
洋
伝
統
精
神
文
化
の
奥
義
を
説
き
つ
く
し
て
い
る
か
ら
、
文
芸
作
品
の
一
つ

と
見
な
し
た
ら
よ
い
と
思
う
。

日
本
の
茶
道
と
美
術
と
の
関
係
を
考
え
る
場
合
、
こ
の
天
心
の
「
茶
道
は
日

常
生
活
の
俗
事
の
中
に
存
す
る
美
し
き
も
の
を
崇
拝
す
る
こ
と
に
基
づ
く
一
種

の
儀
式
で
あ
っ
て
（
後
略
）」
と
い
う
主
張
が
手
が
か
り
と
な
る
。
こ
こ
で
特

に
「
日
常
生
活
の
俗
事
の
中
に
存
す
る
美
し
き
も
の
」
に
注
目
し
た
い
。
即
ち
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日
本
人
の
日
々
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
が
芸
術
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
宗
教
で
あ
る

よ
う
な
文
化
の
要
と
し
て
茶
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

で
は
、「
日
常
生
活
の
俗
事
の
中
に
存
す
る
美
し
き
も
の
」
と
は
一
体
ど
こ

か
ら
生
ま
れ
た
の
か
。

大
久
保
喬
樹
は
、
柳
宗
悦
の
雑
器
の
美
を
め
ぐ
っ
て
、『
日
本
文
化
論
の
系

譜

「
武
士
道
」
か
ら
「「
甘
え
」の
構
造
」
ま
で34

）
』
と
い
う
本
の
中
で
、
こ

う
説
明
し
て
い
る
。「
民
芸
宣
言
と
も
い
う
べ
き
記
念
碑
的
論
文
『
雑
器
の
美
』

は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
百
か
ら
千
字
程
度
の
断
章
を
一
一
、
そ
れ
に
簡
単
な
序
と
跋

を
付
し
た
だ
け
の
分
量
的
に
は
小

と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
も
の
で
、」（
後

略
）。「
ま
ず
、
今
冒
頭
の
一
節
を
引
用
し
た
序
で
は
、
柳
に
と
っ
て
民
芸
の
最

大
本
質
で
あ
る
信
仰
と
工
芸
の
一
致
融
合
が
高
ら
か
に
唱
え
ら
れ
る
。
工
芸
、

そ
れ
も
、『
民
芸35

）
』
と
い
う
語
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
よ
う
な
庶
民
の
暮
ら
し

に
密
着
し
た
工
芸
を
生
み
出
す
職
人
の
営
み
に
は
、
お
よ
そ
、
自
分
が
作
る
、

自
分
を
表
現
す
る
と
い
う
よ
う
な
意
識
の
か
け
ら
も
な
い
。
純
粋
に
無
心
の
境

地
で
、
熟
練
し
た
手
の
動
き
に
身
を
委
ね
、
物
が
生
ま
れ
て
く
る
の
を
待
つ
」

の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
の
初
め
、
急
速
な
近
代
化
、
機
械
工
業
生
産
化

に
よ
っ
て
自
国
の
雑
器
も
ま
さ
に
滅
び
か
か
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
雑
器
の
掛

け
替
え
の
な
さ
が
痛
切
に
感
じ
ら
れ
、
こ
の
時
点
で
、
改
め
て
雑
器
に
つ
い
て

の
美
術
的
な
意
味
を
柳
宗
悦
が
再
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

雑
器
の
〞
雑
〝
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
①
種
々
の
も
の
の
入
り
混
じ
る
こ
と

②
主
要
で
な
い
こ
と
。
分
類
し
難
い
も
の
③
有
用
で
は
な
い
も
の
④
粗
く
て
念

入
り
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
言
で
言
う
と
つ
ま
り
純
粋
な
も
の
で
は
な
い
。

純
粋
な
も
の
で
は
な
い
の
に
、
な
ぜ
美
と
結
び
つ
け
た
の
か
。
柳
宗
悦
が
い
う

「
雑
器
」
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
か
。「
ま
ず
実
用
性
。
即
ち
日
々
の
使
用
に
耐
え

る
た
め
に
頑
健
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
た
だ
奇
を
て
ら

っ
た
よ
う
な
病
的
な
も
の
、
過
度
に
装
蝕
的
な
も
の
は
排
さ
れ
る
」、「
つ
い
で

無
名
性
、
非
個
人
性
。
芸
術
で
あ
れ
ば
、
あ
る
特
定
の
芸
術
家
個
人
の
作
品
と

し
て
の
性
格
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
が
、
工
芸
は
、
数
知
れ
ぬ
、
ま
た
、
名
も

知
れ
ぬ
職
人
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
共
同
的
な
性
格
を
本
質

と
す
る
」「
さ
ら
に
、
こ
れ
を
突
き
詰
め
て
言
え
ば
、
工
芸
は
、
自
然
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
土
地
土

地
の
土
な
り
、
木
な
り
の
材
料
こ
そ
が
工
芸
の
出
発
点
で
あ
り
、
こ
の
素
材
そ

れ
ぞ
れ
の
性
質
に
逆
ら
う
こ
と
な
く
、
そ
れ
に
従
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
に
こ
そ
、

お
の
ず
か
ら
な
る
天
然
の
美
が
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
」。

こ
こ
で
は
、「
実
用
性
」
と
か
「
名
も
知
れ
ぬ
職
人
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

る
」
と
か
「
自
然
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
（
中
略
）
お
の
ず
か
ら
な
る
天
然

の
美
」
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
注
目
し
て
ほ
し
い
。
即
ち
暮
ら
し
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
、
民
衆
の
手
に
よ
る
芸
術
、
し
か
も
自
然
の
美
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、

雑
器
の
美
を
初
め
て
認
め
た
茶
道
が
や
が
て
形
式
化
、
制
度
化
し
て
い
く
に
つ

れ
て
、
本
来
雑
器
で
あ
っ
た
も
の
を
も
っ
ぱ
ら
美
的
な
も
の
と
し
て
扱
う
よ
う

に
な
る
の
で
あ
る
。
日
本
人
の
美
的
感
覚
も
精
神
主
義
と
同
じ
よ
う
に
「
も
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の
」
を
通
じ
て
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
も
の
」
を
茶
道
具
に
お
い
て

の
意
味
と
し
て
み
る
と
、
つ
ま
り
民
衆
の
暮
ら
し
に
あ
る
茶
碗
と
か
桶
と
か
壺

と
か
鉄
瓶
と
か
釜
と
か
扇
子
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
生
活
用
品
そ
の
も
の
で
あ

る
と
思
う
。

こ
う
し
た
雑
器
的
な
発
想
は
実
は
千
利
休
の
時
代
か
ら
す
で
に
あ
っ
た
。
例

え
ば
、
千
利
休
は
井
戸
茶
碗
の
よ
う
な
高
麗
の
雑
器
を
使
っ
て
い
た
。
そ
の
井

戸
茶
碗
は
実
は
当
時
朝
鮮
人
の
一
杯
盛
り
き
り
の
飯
茶
碗
で
あ
る
。
ま
た
う
が

い
茶
碗
と
か
筆
洗
と
か
薬
用
人
参
用
の
湯
の
み
も
あ
っ
た
。
利
休
の
作
意
に
よ

る
長
次
郎
焼
き
の
今
焼
き
茶
碗
、
後
の
楽
茶
碗
も
実
は
た
だ
の
雑
器
に
過
ぎ
な

い36
）

。当
時
「
茶
杓
と
い
う
の
は
自
分
で
作
っ
て
客
を
も
て
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と

利
休
が
主
張
し
た
こ
と
が
あ
っ
た37

）
。
さ
ら
に
利
休
の
目
明
き
に
よ
り
発
見
し
た

も
の
に
は
、
釣
瓶
水
指
と
か
、
竹
の
蓋
置
、
面
桶
の
水
翻
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
皆
雑
器
の
類
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る38

）
。

周
知
の
よ
う
に
、
日
本
の
南
北
朝
時
代
に
な
る
と
、
茶
会
で
は
派
手
な
作
り

物
や
た
く
さ
ん
の
唐
物
が
並
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
唐
物
は
鎌

倉
時
代
末
期
か
ら
盛
ん
に
輸
入
さ
れ
た
中
国
の
宋
元
時
代
の
絵
画
や
墨
跡
や
工

芸
品
の
こ
と
で
あ
る
。
花
鳥
、
人
物
、
山
水
の
絵
画
や
、
花
瓶
、
香
炉
、
茶
器

な
ど
の
唐
物
が
数
多
く
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
南
北
朝
時
代
か

ら
茶
室
は
豪
華
な
唐
物
で
飾
ら
れ
始
め
た
。
そ
う
し
た
贅
沢
さ
と
豪
華
を
極
め

た
唐
宋
明
の
お
茶
を
め
ぐ
る
芸
術
品
に
対
し
、
村
田
珠
光
を
は
じ
め
、
武
野
紹

鷗
や
千
利
休
ら
に
よ
っ
て
徐
々
に
日
本
的
に
組
み
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
私
が
理
解
し
た
中
世
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
の
発
想
ま
た
は
「
侘
び
」
観

は
正
に
中
国
の
豪
華
さ
に
対
す
る
一
種
の
反
動
か
ら
来
る
も
の
よ
り
ほ
か
、
何

も
の
で
も
な
い
と
考
え
る
。
即
ち
侘
び
は
い
か
に
「
福
」
か
ら
「
貧
」
へ
、
ま

た
は
「
豪
華
」
に
対
す
る
「
質
素
」
な
も
の
を
目
指
し
て
い
た
の
か
を
、
バ
サ

ラ
の
人
た
ち
も
含
め
て
茶
人
た
ち
が
常
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

４

日
本
茶
道
に
お
け
る
禅
寺
の
茶
に
つ
い
て

「
茶
湯
は
禅
宗
よ
り
出
で
た
る
に
よ
り
て
、
僧
の
行
い
を
専
に
す
。
珠
光
、
紹

鷗
、
悉
く
禅
宗
な
り
。
密
伝
あ
り
」。『
山
上
宗
二
記39

）
』
に
は
こ
う
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

「
禅
は
梵
語
の
禅
那
（D

h
y
a
n
a

）
か
ら
出
た
名
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
は
静

慮
で
あ
る
。
精
進
静
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
性
了
解
の
極
致
に
達
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
、
岡
倉
天
心
は
『
茶
の
本
』
の
「
道
教
と
神
道
」
の
章
で
説

明
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
章
の
最
後
に
「
茶
道
い
っ
さ
い
の
理
想
は
、
人
生

の
些
事
中
に
で
も
偉
大
さ
を
考
え
る
と
い
う
こ
の
禅
の
考
え
か
ら
出
た
も
の
で

あ
る
。
道
教
は
審
美
的
理
想
の
基
礎
を
与
え
禅
は
こ
れ
を
実
際
的
な
も
の
と
し

た
」
と
あ
る
。

鈴
木
大
拙
は
そ
の
著
で
あ
る
『
禅
と
日
本
文
化40

）
』
の
中
の
「
禅
と
芸
術
」
の

部
分
で
、
禅
芸
術
の
性
格
と
し
て
、「
不
均
斉
、
簡
素
、
枯
高
、
自
然
、
幽
玄
、

脱
俗
、
静
寂
」
と
い
う
七
つ
を
挙
げ
て
〞
茶
禅
融
合
の
美
〝
に
つ
い
て
述
べ
た
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の
で
あ
る
。

禅
と
茶
が
こ
れ
だ
け
深
く
関
わ
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
。
ま
ず
茶
は
僧
侶
の
居
眠
り
を
醒
ま
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
効
用
で
あ

る
。
次
は
茶
の
緑
色
は
と
て
も
静
か
で
安
ら
か
な
感
じ
を
与
え
、
生
命
と
か
自

然
な
ど
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
茶
と
禅
の
こ
の
よ
う
に
先
天
的
な
縁

深
さ
の
理
由
は
実
は
以
上
の
二
点
の
お
か
げ
で
あ
る
と
見
る
。
も
う
一
つ
茶
禅

一
味
の
思
想
を
成
立
さ
せ
て
い
く
過
程
の
中
で
、
茶
の
移
入
か
ら
喫
茶
の
普
及

ま
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
は
殆
ど
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
皆
禅
僧
で
あ

っ
た
。

平
安
時
代
、
天
台
宗
の
開
祖
最
澄
が
唐
に
渡
り
、
茶
の
実
を
持
っ
て
帰
り
、

坂
本
に
植
え
た
。
鎌
倉
時
代
に
、
二
度
宋
に
渡
っ
た
栄
西
（
臨
済
宗
を
日
本
に

伝
え
た
僧
）
が
持
ち
帰
っ
た
茶
の
木
は
そ
れ
ぞ
れ
九
州
地
方
と
京
都
北
西
部
に

あ
る
高
山
寺
の
明
恵
上
人
に
よ
っ
て
、
植
え
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

高
山
寺
の
中
の
茶
園
は
実
は
本
物
で
は
な
い
。
寺
の
中
の
石
水
院
の
人
に
よ
る

と
、
本
当
の
茶
園
は
そ
の
北
側
の
山
の
麓
に
あ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
当
時
、
唐
の
時
代
、
持
ち
帰
っ
た
お
茶
は
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
お
寺
に
植
え
ら

れ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
日
本
の
お
茶
は
い
つ
の
間
に
か
仏
教
の
お

寺
、
ま
た
禅
の
世
界
と
縁
が
結
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
奠
茶
奠
湯
（
死

者
を
祭
る
た
め
、
お
茶
を
供
養
す
る
）」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
中
国
に
渡
っ

た
僧
侶
た
ち
は
、
中
国
の
寺
院
の
中
の
お
茶
の
姿
に
接
し
た
。
そ
し
て
寺
院
茶

の
姿
を
見
よ
う
見
真
似
で
学
び
取
っ
て
持
ち
帰
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
中
に
成

尋41
）

と
い
う
人
が
い
た
。
彼
の
『
参
天
台
五
台
山
記
』（
以
下
『
参
記
』）
の
八
巻

は
慈
覚
大
師
円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
四
巻
と
あ
わ
せ
、
平
安
時
代
に

お
け
る
旅
行
記
の
双
璧
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
参
記
』
は
延
久
四
年

（
一
〇
七
二
）、
中
国
へ
密
航
し
た
岩
倉
大
雲
寺
主
の
成
尋
が
、
肥
前
国
（
佐
賀
）

松
浦
郡
壁
島
を
出
発
し
た
三
月
一
五
日
よ
り
、
翌
年
六
月
一
二
日
、
明
州
か
ら

帰
国
す
る
弟
子
達
を
見
送
る
時
ま
で
を
、
克
明
に
書
き
つ
づ
っ
た
旅
行
記
で
あ

る
。
そ
し
て
弟
子
の
一
人
に
托
さ
れ
大
雲
寺
の
経
蔵
に
無
事
届
け
ら
れ
、
日
宋

文
化
交
流
史
に
貴
重
な
史
料
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

私
は
、
こ
の
『
改
定

史
籍
集
覧

第
廿
六
冊

新
加
別
記
類
』
の
中
の
第

八
十
三
「
参
天
台
五
台
山
記
」（
六
四
七
｜
八
一
四
頁
）
の
八
巻42

）
を
、
浙
江
大
學

日
本
文
化
研
究
所
の
許
偉
晴
、
楊
濤
ら
の
整
理
と
校
正
、
王
勇
氏
の
監
修
に
よ

っ
て
完
成
さ
れ
た
『
改
訂
史
籍
集

』
の
中
の
「
参
天
台
五
台
山
記43

）
」
八
巻
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
当
時
の
二
年
間
の
日
記

の
中
に
登
場
す
る
お
茶
に
つ
い

て
の
記
録
を
次
の
よ
う
に
一
覧
表
に
ま
と
め
て
み
た
。

一
〇
七
二

〇
四

二
二

巻
第
一
╱

延
久
四
年

毎
見
物
人
與
茶
湯

、
令
出
錢
一
文
、
〜
以

銀
茶
器

毎
人

茶

、
出
錢
一
文
。
〜

一
〇
七
二

〇
四

二
六

巻
第
一
╱

延
久
四
年

于
廊
可
點
茶

由
有
命
、
即
向
廊
喫
茶

、
〜
次
從

都
督

、
以
新
去
茶
院

、
銀
花
盤
送
香
湯
、

了
、
〜

一
〇
七
二

〇
四

二
九

巻
第
一
╱

延
久
四
年

大
教
主
老
僧
為
點
茶

請
、
行
向
喫
茶

、
〜
大
小

教
主
送
大
門
前
、
有
茶
藥

、
〜
教
主
敕
賜
達

禪
師
、
年
七
十
四
、
將
入
宿
處
、
喫
茶

坊

莊

嚴
甚
妙
。
〜
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一
〇
七
二

〇
五

〇
二

巻
第
一
╱

延
久
四
年

志
與
茶
二
瓶

、
天
台
路
間
可
喫
者
、
〜
志
與

茶
二
瓶

、
即
與
剃
刀
二
柄
了
、
〜

一
〇
七
二

〇
五

〇
七

巻
第
一
╱

延
久
四
年

教
主

梨
出
來
點
茶

、
〜
還
釋
迦
堂
好
茶

、
出

大
門
、
取
手
令
乘
船
、
最
殷
勤
人
也
。
〜

一
〇
七
二

〇
五

一
二

巻
第
一
╱

延
久
四
年

件
童
行
出
來
進
茶

、
而
依
器
穢
、
不
喫
、
〜

一
〇
七
二

〇
五

一
三

巻
第
一
╱

延
久
四
年

諸
人
喫
茶
、
〜
家
主
有
道
心
、
令
喫
茶
了
、
寺

主
賜
紫
仲
方
、
副
寺
主
賜
紫
利
宣
、
監
寺
賜
紫

仲
文
為
首
大
衆
數
十
人
來
迎
、
即
共
入
大
門
、

坐
寄
子
喫
茶

、
〜
又
次
喫
茶

、
〜
毎
前
有
茶
器

、

以
寺
主
為
引
導
人
、
一
々

香
禮

、
〜

一
〇
七
二

〇
五

一
四

巻
第
一
╱

延
久
四
年

點
茶

楊
梅
、
〜

一
〇
七
二

〇
五

一
八

巻
第
一
╱

延
久
四
年

住
持
老
僧
出
來
點
茶

、
〜
副
寺
主
將
向
房
點
茶

、

三
度
伏
地
禮

、
答

了
、
〜
庵
主
印
成

梨
、

知
事
共
出
來
點
茶

、

一
〇
七
二

〇
五

一
九

巻
第
一
╱

延
久
四
年

參
石
橋
以
茶
供
養

羅
漢
五
百
十
六
杯
、
〜
知
事

僧
驚
來
告
茶

、
〜
受
大
師
茶
供

、
現
靈
瑞
也
者
、

住
持
老
僧
點
茶

、
〜

一
〇
七
二

〇
五

二
〇

巻
第
一
╱

延
久
四
年

于
國
清

院
點
茶

、
〜
大
守
點
茶
藥

、
〜

一
〇
七
二

〇
五

二
一

巻
第
一
╱

延
久
四
年

巳
時
、
文
法
大
師
來
請
、
頼
縁
供
奉
、
快
宗
供

奉
共
行
向
、
有
茶
湯

糖

、
〜

一
〇
七
二

〇
五

二
四

巻
第
一
╱

延
久
四
年

申
時
寺
主
房
有
茶
藥

菓
子
、
七
時
行
法
了
、
〜

一
〇
七
二

〇
五

二
五

巻
第
一
╱

延
久
四
年

寺
主
來
點
茶

〜

一
〇
七
二

〇
五

二
六

巻
第
一
╱

延
久
四
年

有
茶
湯

、
〜
有
茶
藥

、
〜

一
〇
七
二

〇
五

二
七

巻
第
一
╱

延
久
四
年

於
茶
院

見
百
五
歳
老
翁
〜

一
〇
七
二

〇
五

二
八

巻
第
一
╱

延
久
四
年

有
茶
湯

、
〜
點
薬
石

、
〜
點
茶
石

、
茶
小
器

十

口
〜

一
〇
七
二

〇
五

二
九

巻
第
一
╱

延
久
四
年

有
茶
藥

、
〜
有
茶
藥

。
〜
點
茶
湯

、
〜
有
茶
湯

、

〜
有
點
茶

〜

一
〇
七
二

〇
六

〇
一

巻
第
一
╱

延
久
四
年

面
點
茶

了
、
〜

一
〇
七
二

〇
六

一
〇

巻
第
二
╱

延
久
四
年

院
主
可
明
、
年
六
十
、
出
來
點
茶

、
〜
次
入
如

日
文
章
房
點
茶

。
切
々
相
留
點
茶

果
子
藥
酒
、

望
晩

了
。
七
時
行
法
了
。
〜

一
〇
七
二

〇
六

一
九

巻
第
二
╱

延
久
四
年

有
點
茶

、
自
執
筆
書
感
謝
之
由
、
退
出
了
。
〜

一
〇
七
二

〇
六

二
九

巻
第
二
╱

延
久
四
年

於
教
院
講
堂
講
會
之
次
、
有
茶

、
道
新
所
儲
、

八
十
餘
人
同
喫
。
〜

一
〇
七
二

〇
七

二
一

巻
第
二
╱

延
久
四
年

明
州
推
官
點
茶

、
〜

一
〇
七
二

〇
七

二
六

巻
第
二
╱

延
久
四
年

文
章
志
與
老
僧
好
茶

一
囊
、
七
時
行
法
了
〜

一
〇
七
二

〇
七

二
九

巻
第
二
╱

延
久
四
年

教
主
咸
周

梨
將
向
房
點
茶

、
〜
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一
〇
七
二

〇
七

三
〇

巻
第
二
╱

延
久
四
年

晩
、
依
請
參
向
寺
主
院
、
有
茶
果
藥

等
、
〜

一
〇
七
二

〇
七

〇
二

巻
第
二
╱

延
久
四
年

老
僧
一
人
同
道
来
、
點
茶

了
、
〜

一
〇
七
二

〇
七

一
〇

巻
第
二
╱

延
久
四
年

一
行
皆
参
有
菓
茶

薬
酒
等
、
〜

一
〇
七
二

〇
七

一
四

巻
第
二
╱

延
久
四
年

景
德
寺
僧
官
來
、
令
喫

茶

畢
、
〜

一
〇
七
二

〇
七

一
五

巻
第
二
╱

延
久
四
年

辰
時
、
道
士
老
公
來
、
點
茶

了
。
〜

一
〇
七
二

〇
七

二
五

巻
第
二
╱

延
久
四
年

申
時
寺
主
房
有
茶
薬

菓
、
〜

一
〇
七
二

〇
八

〇
二

巻
第
三
╱

延
久
四
年

點
茶

退
出
、
七
時
行
法
了
。
〜

一
〇
七
二

〇
八

〇
六

巻
第
三
╱

延
久
四
年

途
中
、
入
景
福
院
禮
佛
、
寺
主
點
茶

、
〜

一
〇
七
二

〇
八

〇
八

巻
第
三
╱

延
久
四
年

長
老
儲
食
、
知
縣
國
博
、
仙
尉
秘
書
、
監
務
奉

職
三
人
縣
官
來
、
點
茶
湯

、
〜

一
〇
七
二

〇
八

一
〇

巻
第
三
╱

延
久
四
年

午
時
、
至
東
關
、
先
入
天
花
院
禮
佛
喫
茶

、
〜

一
〇
七
二

〇
八

一
一

巻
第
三
╱

延
久
四
年

辰
時
、
回
船
入
光
相
寺
禮
佛
、
喫
茶

甚
妙
、

〜
申
時
、
崇
斑
送
酒
一
瓶
、
茶
一
瓶

、
〜

一
〇
七
二

〇
八

二
二

巻
第
三
╱

延
久
四
年

點
茶
湯

、
送
大
船
由
有
命
。
次
參
提

衙
、
有

茶
湯

。

一
〇
七
二

〇
八

二
五

巻
第
三
╱

延
久
四
年

於
長
安
亭
點
茶

一
〇
七
二

〇
八

二
八

巻
第
三
╱

延
久
四
年

來
坐
船
中
、
志
與
茶
二
瓶

香
、
有
慚
愧
人

也
。
〜

一
〇
七
二

〇
九

〇
四

巻
第
三
╱

延
久
四
年

僧
正
等
著
倚
子
點
茶

、
〜

一
〇
七
二

〇
九

〇
五

巻
第
三
╱

延
久
四
年

寺
主
點
茶

、
〜
即
點
茶

、
〜

一
〇
七
二

〇
九

一
〇

巻
第
三
╱

延
久
四
年

休
息
上
堂
、
謁
通
判
、
推
官
二
人
、
有
點
茶

、

〜

一
〇
七
二

〇
九

二
一

巻
第
三
╱

延
久
四
年

黄
色
瓦
如

茶
碗
、
有
光
、
〜
寺
主
來
點
茶

、

〜
入
講
堂
點
茶

之
次
、
〜

一
〇
七
二

〇
九

二
五

巻
第
三
╱

延
久
四
年

申
時
、
崇
斑
來
向
船
點
茶

、
〜

一
〇
七
二

一
〇

一
二

巻
第
四
╱

延
久
四
年

已
時
〜
具
甥
来
向
點
茶

、
〜

礼
點
茶

宿
船
〜

一
〇
七
二

一
〇

一
三

巻
第
四
╱

延
久
四
年

入
講
堂
點
茶

四
重
閣
也
、
〜
数

之
間
點
茶

三

度
、
〜

一
〇
七
二

一
〇

一
四

巻
第
四
╱

延
久
四
年

行
向
喫
茶

、
見
王
羲
之
蘭
亭
書

摸
本
影
像
等

了
、
〜

一
〇
七
二

一
〇

一
五

巻
第
四
╱

延
久
四
年

辰
時
點
茶

、
〜
即
三
藏
將
向
房
點
茶

、
〜
將
入

房
中
點
茶
湯

、
〜
少
卿
倶
時
三

點
茶

、
〜
少

卿
三
藏
二
人
来
坐
點
茶

了
、
〜
一
問
‥
「
本
國

要
用
漢
地
是
何
物
貨
」
答
‥
「
本
國
要
用
漢
地
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香
藥
茶
碗

錦
蘇
芳
等
也
。」
〜
三
藏
房
有
請
、

即
行
向
點
茶

果
廿
種
以
銀
器
備
之
、
〜

一
〇
七
二

一
〇

一
六

巻
第
四
╱

延
久
四
年

崇
斑
來
坐
點
茶

了
、
〜
參
向
文
慧
大
師
房
點
茶

了
、
〜

一
〇
七
二

一
〇

一
九

巻
第
四
╱

延
久
四
年

房
有
茶
湯

、
〜

一
〇
七
二

一
〇

二
〇

巻
第
四
╱

延
久
四
年

崇
斑
來
向
令
喫
茶

了
、
〜
即
行
向
點
茶

、
〜

州
雁
蕩
山
僧
二
人
來
會
、
午
時
、
文
慧
大
師
隨

身
銀
器
茶
器

銀
花
盤
奉
向
諸
僧
皆
喫
茶
、
〜

一
〇
七
二

一
〇

二
二

巻
第
四
╱

延
久
四
年

戌
時
、
三
藏
送
諸
僧
茶
果

、
〜

一
〇
七
二

一
〇

二
三

巻
第
四
╱

延
久
四
年

少
卿

三
藏
來
會
點
茶

、
〜
東
彌
勒
、
點
茶

之

後
出
東
大
門
、
〜
于
大
門

點
茶

、
〜
従
脅
門

入
于
大
門

點
茶

、

一
〇
七
二

一
〇

二
四

巻
第
四
╱

延
久
四
年

卯
一
點
、
三
藏
中
門
張
帳
引
幕
、
立
倚
子
、
待

侍
中
、
成
尋
出
參
共
待
、
三
藏
點
茶

、
〜
諸
僧

入
坐
喫
茶

、
〜

一
〇
七
二

一
〇

二
五

巻
第
四
╱

延
久
四
年

子
時
、
照
大
師
來
請
點
茶

、
〜

一
〇
七
二

一
〇

二
六

巻
第
四
╱

延
久
四
年

羹
五
度
茶

五
杯
、
銀
小
器
也
、
〜
三
藏
共
出

向
點
茶

、

一
〇
七
二

一
〇

二
七

巻
第
四
╱

延
久
四
年

照
大
師
點
茶

、
〜
次
廣
智
大
師
自
茶

持
來
、
令

喫
了
、
〜
三
藏
點
茶

、
〜

一
〇
七
二

一
〇

二
九

巻
第
四
╱

延
久
四
年

以
珍
菓
茶
薬

補
桃
酒
饗
食
、
〜

一
〇
七
二

一
〇

三
〇

巻
第
四
╱

延
久
四
年

文
慧
大
師
自
持
來
茶
一
斤

、
〜
銘
曰
‥
「
廬
山

第
一
等
茶
、
奉
送
日
本

梨
供
養
、
〜
諸
向
羅

漢
供
有
茶

等
、
〜

一
〇
七
二

一
一

〇
一

巻
第
五
╱

延
久
四
年

永
福
院
主
出
來
點
茶

、
諸
僧
皆
來

、
〜

一
〇
七
二

一
一

一
三

巻
第
五
╱

延
久
四
年

主
老
僧
點
茶

、
〜

一
〇
七
二

一
一

一
五

巻
第
五
╱

延
久
四
年

寺
僧
點
茶

、
〜

一
〇
七
二

一
一

二
四

巻
第
五
╱

延
久
四
年

寨
主
來
謁
點
茶

、
〜
錢
五
百
廿
一
文
、
〜
以
新

鍮
石
盞
十
六

菓
茶

等
備
供
誦
、
〜

一
〇
七
二

一
一

二
八

巻
第
五
╱

延
久
四
年

先
於
堂
點
茶

、
〜

一
〇
七
二

一
一

二
九

巻
第
五
╱

延
久
四
年

時
使
臣
薬
二
斤
、
茶
一
斤

時
（
持
ヵ
）
来
志
興
、

〜

一
〇
七
二

一
二

〇
二

巻
第
五
╱

延
久
四
年

儲
茶
藥

最
丁
寧
事
也
、
〜

一
〇
七
二

一
二

〇
四

巻
第
五
╱

延
久
四
年

於
店
家
喫
茶
菓

、
〜

一
〇
七
二

一
二

〇
五

巻
第
五
╱

延
久
四
年

點
茶

二
度
、
湯
藥
一
度
、
〜

一
〇
七
二

一
二

一
一

巻
第
五
╱

延
久
四
年

申
時
使
臣
通
事
共
點
茶

之
後
、
數
剋
談
話
又
以

好
茶
點
茶

、
次
點
湯

自
藥
也
、
〜

一
〇
七
二

一
二

一
九

巻
第
五
╱

延
久
四
年

途
中
人
々
置
茶

馬
乘
様
様
器
等
了
、
〜
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一
〇
七
二

一
二

二
七

巻
第
五
╱

延
久
四
年

今
月
着
當
院
皆
喫
茶
藥

還
房
、
次
入
新
來
中
天

二
人
房
喫
茶
藥

、
午
時
從
大
天
國
僧
房
有
請
、

即
行
向
喫
茶

湯
藥

、
皆
知
唐
語
、
〜
未
時
、
新

來
中
天
來
坐
、
令
喫
茶

了
、
次
大
天
國
一
人
來

坐
、
令
喫
茶

了
、
〜

一
〇
七
二

一
二

二
八

巻
第
五
╱

延
久
四
年

與
新
來
中
天
二
人
通
事
共
喫
茶

、
〜

一
〇
七
二

一
二

二
九

巻
第
五
╱

延
久
四
年

中
天
新
來
二
人
來
坐
、
點
茶

了
、
次
大
天
國
一

人
來
坐
點
茶

了

一
〇
七
三

〇
一

〇
一

巻
第
六
╱

延
久
五
年

新
來
中
天
文
惠
大
師
、
大
天
國
二
人
、
典
座
房

皆
有
茶
湯

、
〜
諸
大
師
來
座
點
茶

、
〜
未
時
中

天

二

人

共

來
點
茶

湯
、
〜
蜀

程

圖

一

帖

茶
器
十
口

、
〜

一
〇
七
三

〇
一

〇
三

巻
第
六
╱

延
久
五
年

與
照
大
師
共
來
點
茶
湯

了
。

一
〇
七
三

〇
一

〇
四

巻
第
六
╱

延
久
五
年

七
人
皆
參
向
點
茶

二
度
、
湯
一
度
。

一
〇
七
三

〇
一

〇
五

巻
第
六
╱

延
久
五
年

參
三
藏
房
、
有
茶

、
〜

一
〇
七
三

〇
一

〇
七

巻
第
六
╱

延
久
五
年

天
吉
祥
、
三
藏
共
來
取
遣
茶

令
喫
畢
、
〜

一
〇
七
三

〇
一

〇
八

巻
第
六
╱

延
久
五
年

次
景
徳
寺
僧
一
人
出
文
字
來

、
令
喫
茶
湯

畢
、

〜
申
時
、
賜
紫
惠
遠
、
寂
二
人
、
令
喫
茶
藥
湯

已
畢
、
〜

一
〇
七
三

〇
一

〇
九

巻
第
六
╱

延
久
五
年

巳
時
、
相
國
寺
譯
經
正
梵
學
宗
梵
大
師
惠
海
來

喫
茶
湯

畢
、
大
天
國
吉
祥
子
同
喫
畢
。
〜

一
〇
七
三

〇
一

一
〇

巻
第
六
╱

延
久
五
年

照
大
師
自
手
持
茶

來
、
令
喫
畢
。
於
文
惠
大
師

房
與
梵
才
三
藏
共
喫
茶

、
次
於
梵
才
三
藏
房

茶
藥

、
〜
令
喫
茶

藥
畢
、
〜

一
〇
七
三

〇
一

一
三

巻
第
六
╱

延
久
五
年

今
月
十
三
日
、
蒙
中
使
賜
到
上
元
節
茶
菓
、
下

項

成

尋

茶
二
斤

菓

子

十

、
小

師

七

人

各
茶
一
斤

、
菓
子
共
三
十
五

。
〜
聖
恩
賜
到

上
件
茶
菓

、
〜
他
僧
無
此
茶
菓

、
日
本
僧
施
面

目
耳
。
三
藏
許
送
菓
子
廿
五
種
、
加
新
菓
也
。

茶
一
斤

至
、
茶
破
（
子
脱
ヵ
）

、
〜
戌
時
、
請
大

天
國
吉
祥
子

典
座
可
道
、
令
喫
茶

菓
酒
畢
、

〜

一
〇
七
三

〇
一

一
四

巻
第
六
╱

延
久
五
年

備
珍
菓
並
二
種
茶
一
壺

送
少
卿
房
、
次
菓
子
五

種
茶
一
壺

送
梵
義
大
師
天
吉
祥
房
、
次
菓
十
種

茶
一
壺

送
慈
備
大
師
房
。
國
清
寺
行
者
二
人
來

喫
茶

畢
、
〜

一
〇
七
三

〇
一

一
五

巻
第
六
╱

延
久
五
年

以
通
事
爲
使
、
菓
子
十

、
茶
一
壺

送
崇
梵
大

師
房
、
〜

一
〇
七
三

〇
一

一
七

巻
第
六
╱

延
久
五
年

照
大
師
好
茶

自
持
來
、
令
喫
諸
僧
、
〜
次
參
向

三
藏
房
喫
茶

、
〜

一
〇
七
三

〇
一

一
八

巻
第
六
╱

延
久
五
年

從
梵
才
三
藏
房
有
請
、
即
行
向
喫
茶

、
〜

一
〇
七
三

〇
一

一
九

巻
第
六
╱

延
久
五
年

少
卿
請
日
本
（
僧
脱
ヵ
）
八
人
令
喫
茶
湯

、
〜
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一
〇
七
三

〇
一

二
〇

巻
第
六
╱

延
久
五
年

三
藏
同
座
、
両
度
點
茶

、
〜

一
〇
七
三

〇
一

二
六

巻
第
六
╱

延
久
五
年

齋
時
崇
梵
大
師
、
小
師
景
福
請
諸
僧
喫
茶

、
次

梵
義
大
師
請
諸
僧
喫
茶
湯

、
次
參
三
藏
房
點
茶

、

〜

一
〇
七
三

〇
一

二
八

巻
第
六
╱

延
久
五
年

即
行
向
房
有
茶
菓

薬
食
、
〜
三
藏
來
請
有
茶
菓

小

、
〜

一
〇
七
三

〇
一

二
九

巻
第
六
╱

延
久
五
年

少
卿
爲
五
人
賜
紫
悦
來
坐
點
承
（
茶
ヵ
）
了

、
〜

一
〇
七
三

〇
一

三
〇

巻
第
六
╱

延
久
五
年

至
房
點
茶
湯

了
、
〜
十
三
日
上
元
節
茶
菓

、
〜

一
〇
七
三

〇
二

〇
一

巻
第
六
╱

延
久
五
年

慈
濟
大
師
來
喫
茶

畢
、
〜
梵
名
大
師
爲
喫
茶

請
、

即
行
向
喫
茶

了
。

一
〇
七
三

〇
二

〇
五

巻
第
六
╱

延
久
五
年

齋
時
梵
義
大
師
送
菜
、
次
送
茶

、
〜

一
〇
七
三

〇
二

〇
七

巻
第
六
╱

延
久
五
年

齋
時
三
藏
送
菜
汁
、
梵
義
大
師
送
茶

、
〜

一
〇
七
三

〇
二

〇
九

巻
第
六
╱

延
久
五
年

巳
時
依
請
行
向
、、
五
人
前
喫
茶
湯

、
〜

一
〇
七
三

〇
二

一
五

巻
第
六
╱

延
久
五
年

齋
時
以
前
、
依
例
參
向
諸
房
、
皆
有
茶
湯

、
〜

一
〇
七
三

〇
二

一
六

巻
第
六
╱

延
久
五
年

齋
了
、
梵
義
大
師
送
茶

、
三
人
喫
了
、
〜

一
〇
七
三

〇
二

一
七

巻
第
六
╱

延
久
五
年

文
惠
大
師
送
茶

三
杯
、
〜
三
藏
送
茶
喫
了

、
〜

一
〇
七
三

〇
二

一
八

巻
第
六
╱

延
久
五
年

辰
時
、
梵
義
大
師
送
茶

、
沐
浴
、
〜

一
〇
七
三

〇
二

一
九

巻
第
六
╱

延
久
五
年

入
夜
、
文
惠
大
師
送
茶

、
〜

一
〇
七
三

〇
二

二
〇

巻
第
六
╱

延
久
五
年

廿
日
齋
後
、
梵
義
大
師
送
茶

、
〜

一
〇
七
三

〇
二

二
一

巻
第
六
╱

延
久
五
年

文
惠
大
師
送
茶

、
〜

一
〇
七
三

〇
二

二
二

巻
第
六
╱

延
久
五
年

來
日
可
令
看
省
、
點
茶
湯

了
、
〜

一
〇
七
三

〇
二

二
三

巻
第
六
╱

延
久
五
年

齋
時
照
大
師
、
送
羹
一
杯
、
菜
一
杯
、
次
送
茶

、

〜
三
藏
感
歎
、
即
有
茶
湯

、
〜

一
〇
七
三

〇
二

二
四

巻
第
六
╱

延
久
五
年

齋
時
照
大
師
送
羹
一
杯
、
菜
一
杯
、
次
送
茶

、

〜

一
〇
七
三

〇
二

二
五

巻
第
六
╱

延
久
五
年

齋
時
照
大
師
送
汁
一
杯
、
菜
二
杯
、
次
茶

、
〜

一
〇
七
三

〇
二

二
七

巻
第
六
╱

延
久
五
年

梵
義
大
師
送
茶

三
枚
、
〜

一
〇
七
三

〇
二

二
八

巻
第
六
╱

延
久
五
年

點
茶

両
度
、
〜
入
夜
三
藏
有
請
即
參
向
、
儲

種
々
珍
菓
子
酒
茶

、
〜

一
〇
七
三

〇
二

二
九

巻
第
六
╱

延
久
五
年

當
院
沙
彌
三
十
余
請
點
茶

、
〜
當
院
沙
彌
令
持

衣
櫃
煎
茶
具

、
大
儀
式
行
戒
壇
了
云
々
、
〜

一
〇
七
三

〇
三

〇
一

巻
第
七
╱

延
久
五
年

卯
二
點
參
向
、
〜
皆
以
點
湯

、
〜
。
同
參
來

點
茶

、
兩
度
銀
花
盤

置
銀
口
茶
器

、
茶
壺

銀

也
、
〜
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一
〇
七
三

〇
三

〇
七

巻
第
七
╱

延
久
五
年

小
行
事
司
家
來
、
護
摩
壇
等
茶
碗
器

等
依
員
返

上
之
、
〜
諸
大
師
等
見
感
、
云
‥
「
大
卿
以
金

銀
器
置
壇
上
、
皆
取
領
耳
、

手
環
金
收
領
、

况
碗
器

乎
？
〜

一
〇
七
三

〇
三

〇
九

巻
第
七
╱

延
久
五
年

小
僧
、
點
茶

、
〜
惠
淨

梨
與
的
乳
茶

壹
貼
、

〜

一
〇
七
三

〇
三

一
〇

巻
第
七
╱

延
久
五
年

華
厳
大
師
爲
喫
茶

請
、
〜
慈
照
兩
大
師
各
點
茶

、

〜

一
〇
七
三

〇
三

一
一

巻
第
七
╱

延
久
五
年

運
食
男
十
二
文
、
茶
湯
男

二
十
文
、
〜

一
〇
七
三

〇
三

一
二

巻
第
七
╱

延
久
五
年

（
甘
ヵ
）
橘
子
茶
二
斤

、
〜
取
領
茶
菓

、
〜

一
〇
七
三

〇
三

一
三

巻
第
七
╱

延
久
五
年

即
出
向
點
茶

湯
、
〜

一
〇
七
三

〇
三

一
四

巻
第
七
╱

延
久
五
年

於
三
藏
房
點
茶

、
〜
参
向
喫
茶

了
、
〜

一
〇
七
三

〇
三

一
五

巻
第
七
╱

延
久
五
年

成
尋
先
參
向
少
卿
房
、
次
三
藏
、
次
廣
梵
大
師
、

次
崇
梵
大
師
、
次
文
慧
大
師
、
次
慈
濟
大
師
房
、

皆
有
點
湯

、
〜

一
〇
七
三

〇
三

一
六

巻
第
七
╱

延
久
五
年

老
僧
、
通
事
、
聖
秀
三
人
行
顯
房
點
茶

、
〜

一
〇
七
三

〇
三

一
七

巻
第
七
╱

延
久
五
年

西
天
梵
義
大
師
有
喫
茶

請
、
與
西
天
新
來
二
人

共
喫
了
、

一
〇
七
三

〇
三

一
八

巻
第
七
╱

延
久
五
年

即
與
使
共
參
入
有
茶
湯

、
〜

一
〇
七
三

〇
三

一
九

巻
第
七
╱

延
久
五
年

照
大
師
送
茶

令
喫
之
、
〜

一
〇
七
三

〇
三

二
〇

巻
第
七
╱

延
久
五
年

二
人
僧
老
俗
同
来
令
喫
茶

了
、
〜

一
〇
七
三

〇
三

二
一

巻
第
七
╱

延
久
五
年

三
藏
送
茶

喫
了
、
〜
參
向
三
藏
房
喫
茶

、
〜

一
〇
七
三

〇
三

二
二

巻
第
七
╱

延
久
五
年

副
僧
文
鑑
大
師
來
坐
點
茶

了
、
〜

一
〇
七
三

〇
三

二
四

巻
第
七
╱

延
久
五
年

住
此
僧
房
、
日
別
點
茶

、
依
祈
雨
後
苑
親
也
、

〜

一
〇
七
三

〇
三

二
五

巻
第
七
╱

延
久
五
年

三
藏
遣
茶

令
喫
人
々
畢
、
次
文
慧
大
師
送
茶

四

盞
人
々
喫
了
、
〜
從
三
藏
房
點
茶

了
、
〜

一
〇
七
三

〇
三

二
七

巻
第
七
╱

延
久
五
年

相
國
寺
嵩
大
師
與
越
州
新
司
理
參
軍
胡
傳
共
來

點
茶

了
、
〜
通
事
銭
十
貫
也
、
點
茶

還
了
、

〜
於
三
藏
許
喫
茶

了
、
〜

一
〇
七
三

〇
三

二
八

巻
第
七
╱

延
久
五
年

宣
賜
茶
酒

、
使
臣
李
供
奉
令
持
茶
菓

來
、
〜
間

曳
内
菓
子
四
種
、
茶
二
枚

食
了
、
〜
出
会
喫
茶

了
、
〜

一
〇
七
三

〇
三

三
〇

巻
第
七
╱

延
久
五
年

數

談
話
點
茶

三
度
、
少
卿
三
藏
御
藥
好
茶

也

〜

一
〇
七
三

〇
四

〇
三

巻
第
八
╱

延
久
五
年

三
藏
來
坐
、
茶
將
來
點

、
〜

一
〇
七
三

〇
四

〇
六

巻
第
八
╱

延
久
五
年

院
主
智
悟
大
師
點
茶
藥

、
馬
人
與
一
百
五
十
文
、

三
藏
房
點
茶

、
〜
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ま
ず
、
上
の
表
に
顕
著
に
表
れ
た
の
は
「
點
茶
」（
繁
体
字
で
書
か
れ
た
文
字

の
も
の
）
と
い
う
表
現
で
あ
っ
た
。
全
部
で
九
〇
箇
所
以
上
あ
る
。
な
か
に
は

點
茶
に
「
薬
」
と
か
「
湯
」
な
ど
が
付
い
て
、
點
茶
湯
、
點
茶
薬
な
ど
の
も
の

も
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
中
国
南
宋
時
代
、
主
な
茶
法
は
即
ち
こ
の
点
茶
法
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
闘
茶
も
実
は
こ
の
点
茶
に
由
来
す
る
も
の
だ
っ
た
。
具
体
的
に

は
点
茶
法
と
言
う
と
、
つ
ま
り
茶
を
茶
研
ま
た
は
石
臼
で

い
て
茶
粉
状
に
し

て
か
ら
、
茶

で
撃げき
払ふつ
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
点
茶
」
が
当
時
禅
寺

の
中
で
こ
ん
な
に
頻
繁
に
行
わ
れ
た
理
由
は
ほ
か
で
も
な
く
、
長
い
お
経
を
読

む
た
め
準
備
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
禅
宗
の
世
界
は
な
に
よ
り
も
集
中
力
が
必
要

で
あ
る
。
つ
ま
り
座
禅
の
時
に
精
神
を
一
点
に
絞
る
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
だ
け

大
切
で
あ
る
か
が
、
こ
の
点
茶
の
所
作
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
點
茶
湯
」
と
は
、
お
そ
ら
く
点
茶
よ
り
は
ち
ょ
っ
と
複
雑
で
は
な
い
か
と
考

一
〇
七
三

〇
四

〇
七

巻
第
八
╱

延
久
五
年

齋
時

三
藏
來
點
茶

、
〜
戌
時
有
仙
菓
茶
飲

、

〜

一
〇
七
三

〇
四

〇
八

巻
第
八
╱

延
久
五
年

齋
時
照
大
師
取
來
點
茶

、
〜

一
〇
七
三

〇
四

一
二

巻
第
八
╱

延
久
五
年

爲
印
經
沙
汰
參
向
三
藏
房
點
茶

、
次
三
藏
來
座
、

照
大
師
自
持
來
好
茶
點
了

、

一
〇
七
三

〇
四

一
四

巻
第
八
╱

延
久
五
年

次
於
三
藏
房
喫
粥
茶

、
〜
照
大
師
置
好
茶

還

了
、
嵩
大
師
與
大
小
師
共
來
、
點
茶

行
法
了
、

〜

一
〇
七
三

〇
五

〇
四

巻
第
八
╱

延
久
五
年

知
府
饗
応
點
茶
湯

、
〜
次
禮
頭
子
院
々
主
點
茶

、

與
院
主
共
參
寺
主
大
師
院
謁
點
茶

兩
度
、
〜

一
〇
七
三

〇
五

一
一

巻
第
八
╱

延
久
五
年

仍
謁
通
判
郎
中
、
點
茶

兩
度
、
湯
一
度
了
。

一
〇
七
三

〇
五

一
四

巻
第
八
╱

延
久
五
年

退
出
間
有
點
茶
湯

、
〜

一
〇
七
三

〇
五

一
八

巻
第
八
╱

延
久
五
年

辰
時
、
參
府
謁
郎
中
兩
度
點
茶
次
湯

、
有
送
酒

約
束
嵩
大
師
爲
通
事
殿
直
共
參
、
還
船
後
送
酒

五
瓶
、
無
灰
風
麴
新
酒
者
、
茶
酒
司

送
文
奉
返

牒
了
。

一
〇
七
三

〇
五

二
一

巻
第
八
╱

延
久
五
年

皆
船
頭
等
相
共
來

點
茶

、

分
酒
二
瓶
了
、

〜

一
〇
七
三

〇
五

二
二

巻
第
八
╱

延
久
五
年

次
參
通
判
郎
中
許
、
二
人
共
有
點
茶
湯

、
次
參

知
府

衙
有
茶
湯

、
〜

一
〇
七
三

〇
五

二
六

巻
第
八
╱

延
久
五
年

先
參
寺
主
慈
覺
大
師
賜
紫
雲
知
房
、
重
々
宿
處
、

花
美
殊
勝
、
即
點
茶

了
、
〜
僧
正
儲
仙
菓
茶

、

〜

一
〇
七
三

〇
五

二
八

巻
第
八
╱

延
久
五
年

善
妙
大
師
出
來
點
茶

、
以
橋
上
塔
院

禮
了
、

処
々
喫
茶
四
ヵ
度

、
〜

一
〇
七
三

〇
六

〇
一

巻
第
八
╱

延
久
五
年

有
茶
湯

、
嵩
大
師
来
、
〜

一
〇
七
三

〇
六

〇
四

巻
第
八
╱

延
久
五
年

即
共
參
府
有
茶
湯

學
士
好
人
也
、
〜
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え
ら
れ
る
。
即
ち
よ
い
お
茶
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
献
の
中
に
は
、
大
師

の
よ
う
な
人
が
「
好
茶
」
即
ち
好
い
お
茶
を
自
ら
持
参
し
て
き
た
記
録
が
何
ヵ

所
か
あ
っ
た
。
誰
某
の
大
師
が
お
と
ず
れ
た
時
に
、
大
抵
「
點
茶
湯
」
が
あ
っ

た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
よ
い
お
茶
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
點
茶
湯

が
い
く
ら
か
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
い
。
ま
た
「
點
茶
薬
」

の
茶
薬
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
入
れ
混
ぜ
な
が
ら
煮
込
む
も
の
も
あ

る
。
こ
れ
は
茶
の
湯
よ
り
も
も
っ
と
液
体
状
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
。

次
に
多
い
の
は
「
喫
茶
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
禅
院
の

茶
の
最
初
は
座
禅
の
時
に
眠
気
を
覚
ま
す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
一
般
的
に
言

わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
禅
院
内
の
喫
茶
は
禅
の
修
行
と
同
様
に
行
わ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
無
論
茶
に
は
薬
効
性
（
疲
労
回
復
）
が
あ
っ
て
、
座
禅
の
一

助
に
な
る
の
も
言
う
ま
で
も
な
い
。
文
献
で
見
る
と
、「
喫
茶
」
は
「
點
茶
」

と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
、
そ
し
て
出
る
頻
度
か
ら
み
る
と
や
や
高

い
。
こ
の
「
喫
茶
」
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
お
茶
を
薬
に
し
て
飲
む
と
い
う

実
用
的
な
機
能
を
重
ん
じ
は
じ
め
、
後
に
渇
き
を
癒
す
効
果
的
な
飲
み
物
ま
た

は
健
康
に
よ
い
飲
み
物
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
禅
寺
の
中
の
「
喫
茶
」
と
い

う
行
為
は
も
と
も
と
修
行
の
代
名
詞
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

禅
僧
と
茶
と
の
関
わ
り
を
論
じ
る
た
め
に
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
は
「ち
趙よう
州しゆ

喫うき
茶つさ
去こ
」（
今
か
ら
一
一
〇
〇
年
ほ
ど
昔
、
中
国
に
、ち
趙よう
州しゆうと
い
う
名
の
禅
僧
が
い

た
。
そ
の
趙
州
が
言
っ
た
言
葉
が
、「
趙
州
喫
茶
去
」
で
あ
る
。
禅
宗
で
は
公
案
と
な

っ
て
お
り
、
雲
水
（
禅
宗
の
修
行
僧
）
が
必
ず
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
と
な
っ

て
い
る
）
の
公
案
で
あ
る
。
あ
る
と
き
、
趙
州
和
尚
が
二
人
の
新
参
僧
に
尋
ね

た
。「
あ
な
た
は
此
の
辺
に
来
た
事
が
あ
る
か
。
そ
れ
と
も
ま
だ
か
」。
僧
は
言

う
、「
参
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
師
言
う
、「
喫
茶
去
！
」。
又
他
の
一
人
に

問
う
、「
こ
の
辺
に
来
た
こ
と
が
あ
る
か
。
ま
だ
か
」。
僧
言
う
、「
参
っ
た
事

が
あ
り
ま
す
」。
師
言
う
、「
喫
茶
去
！
」。
そ
こ
で
院
主
問
う
、「
和
尚
さ
ん
、

来
た
事
が
な
い
者
に
、
喫
茶
去
！

と
い
う
の
は
ま
あ
い
い
と
し
て
、
来
た
事

の
あ
る
者
に
も
、
ど
う
し
て
喫
茶
去
！

と
い
う
の
で
す
か
」。
師
言
う
、「
院

主
さ
ん
」。
院
主
、「
は
い
」。
師
言
う
、「
お
茶
召
し
上
が
れ
」。
こ
れ
は
禅
の

公
案
で
あ
っ
た
。
即
ち
一
つ
の
問
い
に
対
し
て
然
り
と
い
う
に
も
、
否
と
い
う

に
も
同
じ
く
「
喫
茶
去
！
」
と
答
え
、
そ
れ
を

っ
て
聞
い
た
第
三
者
の
問
い

に
対
す
る
返
事
に
も
「
喫
茶
去
！
」
と
答
え
た
。
即
ち
趙
州
が
喫
茶
を
公
案
に

使
っ
て
、
巧
み
に
説
得
し
た
こ
と
に
由
来
し
た
。
こ
れ
は
お
茶
と
禅
宗
を
因
縁

付
け
る
面
白
い
故
事
と
し
て
よ
く
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

禅
僧
が
茶
と
の
深
い
関
わ
り
を
持
つ
原
因
は
、
ま
ず
、
茶
の
薬
用
効
果
で
あ

る
。
茶
の
各
種
の
薬
用
効
果
の
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
居
眠
り
か
ら

覚
め
さ
せ
る
と
い
う
効
用
で
あ
る
。
こ
れ
が
茶
が
禅
僧
の
間
に
盛
ん
に
用
い
ら

れ
た
主
な
原
因
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
る
。
次
は
、
茶
の
緑
色
は
静
か
で
安
ら
か

な
感
じ
を
与
え
、
生
命
、
自
然
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
苦
味
を
帯

び
た
甘
味
に
は
そ
の
後
味
を
味
わ
え
ば
味
わ
う
ほ
ど
美
味
し
く
な
る
と
い
う
奥

深
く
幽
遠
な
も
の
が
中
に
あ
る
。
ま
た
、
お
酒
な
ど
の
味
の
濃
い
飲
み
物
と
違

っ
て
、
茶
の
味
は
薄
く
て
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
。
茶
の
感
触
的
特
質
か
ら
見
て
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も
、
飲
茶
の
雰
囲
気
か
ら
見
て
も
、
ま
た
、
飲
茶
か
ら
得
た
心
境
か
ら
見
て
も
、

茶
ほ
ど
静
寂
、
幽
玄
、
枯
淡
と
い
う
禅
の
性
格
と
一
致
す
る
も
の
は
な
い
と
多

く
の
茶
文
化
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
。

臨
済
宗
の
祖
と
言
わ
れ
る
栄
西
禅
師
が
『
喫
茶
養
生
記
』（
一
二
一
一
）
を

著
し
、
こ
こ
に
も
「
喫
茶
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
効
用
に
つ
い
て
、

栄
西
が
宿
酔
に
よ
る
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
た
将
軍
源
実
朝
に
茶
を
薬
と
し
て
勧
め
、

す
ぐ
治
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
折
、
栄
西
が
『
喫
茶

養
生
記
』
を
献
上
し
た
。
そ
の
中
で
、
栄
西
は
、
人
間
の
五
臓
は
、
そ
れ
ぞ
れ

そ
の
好
む
と
こ
ろ
の
五
味
を
多
く
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
健
康
に

な
る
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
肺
臓
は
辛
い
味
を
好
み
、
肝
臓
は
酸
っ
ぱ

い
味
を
好
み
、
脾
臓
は
甘
い
味
を
好
み
、
腎
臓
は
塩
辛
い
味
を
好
み
、
最
後
の

心
臓
は
苦
い
味
を
好
む
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
薬
用
と
し
て
の
喫
茶
の
風

習
は
お
寺
か
ら
武
家
社
会
、
や
が
て
一
般
の
庶
民
の
生
活
に
ま
で
進
出
し
始
め

た
と
見
ら
れ
る
。

「
一
〇
七
二
・
〇
五
・
一
九
巻
第
一
╱
延
久
四
年

參
石
橋
以
茶
供
養
羅
漢
五

百
十
六
杯
」
と
あ
っ
て
、「
参
天
台
の
石
橋
に
て
、
羅
漢
五
百
十
六
杯
の
茶
で

も
っ
て
供
養
を
し
た
」
と
あ
り
、
こ
の
光
景
を
成
尋
も
実
際
そ
の
目
で
見
た
の

で
あ
る
。
東
京
学
芸
大
学
の
高
橋
忠
彦
教
授
が
天
台
山
石
橋
の
羅
漢
供
養
茶
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。「
浙
江
茶
文
化
の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
天
台
山
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
五
百
羅
漢
供
養
に
は
茶
が

点
て
ら
れ
た
。
そ
の
茶
に
は
花
が
生
じ
る
と
多
く
の
禅
僧
が
詩
に
詠
ん
で
い

た
」
と
。
そ
し
て
皇
帝
が
五
百
羅
漢
に
茶
を
献
じ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
こ
と
、

そ
の
時
、

茶
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
散
茶
が
飲
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

分
析
し
、
京
都
大
徳
寺
所
蔵
の
五
百
羅
漢
図
は
そ
の
五
百
羅
漢
茶
を
知
る
た
め

の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
、
と
も
指
摘
さ
れ
た44

）
。

「
一
〇
七
三
・
〇
三
・
〇
九
巻
第
七
╱
延
久
五
年
〜
惠
淨

梨
與
的
乳
茶
壹

貼
」
と
い
う
日
記
の
内
容
に
は
「
乳
茶
」
と
い
う
言
葉
が
一
ヶ
所
だ
け
登
場
す

る
。
こ
れ
は
宋
太
宗
の
時
（
紀
元
九
九
五
年
）、
皇
室
へ
の
献
上
茶
と
し
て
、
当

時
福
建
で
製
造
し
た
乳
茶
の
こ
と
で
あ
る
。
大
変
な
高
級
品
で
あ
る
。
そ
の
ほ

か
石
乳
、
的
乳
、
白
乳
な
ど
も
そ
の
貢
茶
の
行
列
に
入
っ
て
い
た
。

成
尋
の
『
参
記
』
と
い
う
日
記
に
は
、
茶
器
に
つ
い
て
、
二
三
ヶ
所
で
触
れ

ら
れ
た
が
、
比
較
的
目
立
っ
た
の
は
、
銀
茶
器
の
こ
と
で
あ
る
。
お
茶
を
点
て

る
の
に
銀
茶
器
を
使
う
の
は
、
か
な
り
豪
華
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
が
、

当
時
の
お
寺
と
し
て
接
客
用
に
使
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
一
服
茶

を
飲
ん
で
か
ら
お
金
も
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
『
参
記
』
と
い
う
日
記
に
あ
る
お
茶
と
い
う
言
葉
の
背
後
に
あ
る
内

容
を
想
定
し
な
が
ら
自
分
な
り
の
分
類
を
試
み
た
。

分
類

対
象
関
係

活
動
意
味

役
割

位
置
づ
け

コ
メ
ン
ト

点
茶

お
経
を
読
む
も

の

寺
の
一
般
行
事

修
行
の
代
名
詞

の
よ
う
な
も
の

禅
寺
中
の
点
茶

の
頻
繁
ぶ
り

（

点

）

茶

湯

茶
薬

大
師
（
役
人
）

の
到
来
等

厳
か
な
行
事

正
式
の
場
合

乳
茶

惠
淨

梨
に

贈
与

友
情

貢
茶
の
一
種
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こ
の
よ
う
に
一
一
世
紀
初
頭
頃
の
お
寺
の
中
の
お
茶
の
姿
に
つ
い
て
、
成
尋

禅
師
は
ど
う
見
た
の
か
。
そ
し
て
こ
う
し
た
中
国
の
禅
寺
の
茶
の
種
類
、
点
て

方
、
お
茶
の
意
味
内
容
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
、
成
尋
は
ど
う
考
え
て
い
た
の

か
。
さ
ら
に
は
、
成
尋
が
自
分
の
書
い
た
貴
重
な
日
記
を
弟
子
に
持
ち
帰
ら
せ

た
後
、
当
時
の
人
た
ち
は
茶
木
を
植
え
、
そ
し
て
一
定
の
拡
大
生
産
が
確
保
さ

れ
た
上
で
、
だ
ん
だ
ん
と
中
国
禅
寺
の
中
の
お
茶
の
姿
を
見
よ
う
見
真
似
で
日

本
の
寺
院
で
実
践
し
は
じ
め
た
の
で
は
な
い
か
。
成
尋
の
よ
う
な
留
学
僧
た
ち

が
、
禅
寺
の
戒
律
や
礼
儀
な
ど
を
学
び
な
が
ら
禅
に
お
け
る
お
茶
の
役
割
ま
た

は
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
と
観
察
し
て
学
ん
で
持
ち
帰
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

お
茶
は
単
に
飲
む
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
禅
寺
の
中
の
お
茶
は
む
し
ろ
日

常
性
を
超
え
て
、
修
行
ま
た
は
法
を
講
じ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
ま
で

な
っ
た
。
そ
し
て
、
社
交
性
（
接
客
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）、
礼
儀
性
（
贈

与
）、
薬
効
性
（
疲
労
回
復
）、
祈
願
性
（
供
茶
）
な
ど
の
役
割
も
そ
れ
ぞ
れ
含

め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

中
国
で
は
、「
道
」
で
は
な
く
、「
芸
」
と
い
う
形
で
、
茶
文
化
を
豊
か
に
し

つ
つ
あ
る
。
茶
芸
の
「
芸
」
と
は
、
技
芸
な
い
し
は
芸
術
と
い
う
意
味
で
、
中

国
の
茶
芸
は
、「
い
か
に
美
し
い
お
茶
を
淹
れ
る
か
、
ま
た
は
美
味
し
い
お
茶

を
飲
む
か
と
い
う
〞
身
心
〝
へ
の
効
用
と
快
楽
を
求
め
る
も
の
」
で
あ
る
。
中

国
人
が
「
茶
芸
」
の
二
文
字
を
用
い
る
の
は
、
中
国
の
茶
文
化
の
本
質
た
る
茶

の
歴
史
と
、
古
来
飲
茶
を
、
喉
の
渇
き
を
い
や
す
、
精
神
を
高
揚
さ
せ
る
、
友

と
交
わ
る
、
縁
を
結
ぶ
な
ど
「
楽
」
と
し
て
味
わ
う
文
化
的
背
景
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。
茶
の
命
は
、
茶
、
水
、
器
と
い
う
基
本
的
要
素
に
よ
っ
て
基
礎
付

け
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
基
本
的
要
素
を
認
識
し
た
上
、
さ
ら
に
茶
に
と
っ

て
主
体
で
あ
る
人
々
の
精
神
的
活
動
を
加
え
て
は
じ
め
て
、
茶
の
芸
術
が
誕
生

す
る
。
そ
し
て
文
学
、
絵
画
、
書
道
、
音
楽
、
陶
磁
器
、
服
装
、
生
け
花
、
建

築
な
ど
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
芸
術
的
要
素
を
取
り
入
れ
、「
茶
芸
文
化
」
と

い
う
独
特
な
文
化
形
態
を
作
り
上
げ
、
茶
の
芸
術
の
集
大
成
と
な
る
。
茶
文
化

の
重
要
な
構
成
員
で
あ
る
中
国
茶
芸
は
き
っ
と
さ
ら
な
る
飛
躍
を
求
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
代
が
来
る
に
相
違
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
茶
道
は
、「
わ
び
・
さ
び
と
い
う
含
意
で
、
即
ち

茶
道
は
唯
美
的
か
つ
〞
心
身
〝
的
な
修
練
を
重
ね
、
世
俗
的
時
空
を
超
越
す
る

も
の
」
で
あ
る
。

供
養
茶

羅
漢
五
百
十
六

杯

供
養

崇
拝

日
本
は
い
ま
も

供
茶
の
習
慣

送
茶

大
師
自
ら

荘
厳

重
要
さ

茶
器

一
般
客

接
客

一
服
一
銭

禅
寺
に
お
け
る

ビ
ジ
ネ
ス
の
茶

茶
菓
子

茶

あ
り
、
八

十
余
人
と
も
に

喫
す

茶

な
ど
の
茶

菓
子

飲
茶
に
欠
か
せ

な
い

茶
の
お
菓
子
の

対
関
係
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日
本
で
は
、
茶
道
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
定
義
が
あ
る
。
例
え
ば
、
岡
倉
天

心
は
『
茶
の
本
』
の
中
で
、「
茶
道
と
は
日
常
生
活
の
些
細
な
事
柄
に
美
を
見

出
し
、
讃
美
し
、
そ
れ
を
礼
讃
す
る
こ
と
な
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
谷
川

徹
三
は
『
茶
の
美
学
』
の
中
で
、「
茶
道
は
、
身
体
の
所
作
を
媒
介
と
す
る
演

出
の
芸
術
と
し
て
の
茶
、〞
社
交
的
な
も
の
、
修
行
的
な
も
の
、
芸
術
的
な
も

の
、
儀
式
的
な
も
の
〝」
と
述
べ
て
い
る
。
芳
賀
幸
四
郎
は
『
茶
禅
一
味
』
の

中
で
、「
お
よ
そ
茶
道
に
は
、
社
交
の
儀
礼
を
兼
ね
た
風
流
な
遊
び
の
面
と
洗

練
さ
れ
た
高
尚
な
芸
術
の
面
、
お
よ
び
人
間
形
成
の
道
と
い
う
宗
教
的
な
面
と

の
三
つ
の
面
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
熊
倉
功
夫
は
『
茶
の
湯
の
歴
史
｜
千

利
休
ま
で
』
の
中
で
「
茶
道
を
舞
台
芸
能
と
し
て
捉
え
、
装
い
〞
服
装
と
器

具
〝、
行
い
〞
茶
室
と
露
地
〝、
し
つ
ら
い
〞
手
前
作
法
と
礼
〝、
お
も
い
〞
侘

び
寂
び
の
趣
〝」
と
述
べ
て
い
る
。

私
は
、
倉
沢
行
洋
氏
が
『
一
期
一
会
』
と
い
う
本
の
中
の
「
一
期
一
会
覚

書
」
に
書
い
た
よ
う
に
、「
茶
か
ら
心
へ
の
道
で
あ
り
、
心
か
ら
茶
へ
の
道
で

あ
る
」
と
い
う
定
義
に
大
変
賛
同
す
る
。
氏
は
、
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「
茶
道
に
は
、
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
茶
を
点
て
た

り
喫
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
機
縁
と
し
て
、
言
い
換
え
れ
ば
、『
茶
湯
』
を
機
縁

と
し
て
、『
心
』
を
深
め
、
高
め
る
『
道
』
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
今
ひ
と
つ

は
、
そ
う
や
っ
て
深
め
ら
れ
、
高
め
ら
れ
た
『
心
』
の
働
き
と
し
て
、
茶
を
点

て
た
り
喫
ん
だ
り
す
る
、
つ
ま
り
茶
湯
を
行
う
、『
道
』
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
れ
を
約
め
て
言
え
ば
、
茶
道
と
は
、
茶
か
ら
心
へ
の
道
で
あ
り
、
ま
た
心
か

ら
茶
へ
の
道
で
あ
る
」
と45

）
。

広
辞
苑
に
よ
る
と
、
茶
の
湯
は
「
客
を
招
い
て
抹
茶
を
点
て
、
会
席
の
饗
応

な
ど
を
す
る
こ
と
。
茶
会
。
茶
の
会
。
ま
た
、
そ
の
作
法
」
と
い
う
。
そ
れ
に

対
し
て
、
茶
道
は
「
さ
ど
う
」
と
も
「
ち
ゃ
ど
う
」
と
も
読
め
、「
茶
の
湯
に

よ
っ
て
精
神
を
修
養
し
、
交
際
礼
法
を
究
め
る
道
」
と
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の

道
は
即
ち
動
物
を
含
む
す
べ
て
の
も
の
が
歩
く
道
の
こ
と
で
あ
る
。
道
が
い
ろ

い
ろ
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
道
が
な
い
時
も
あ
る
。
人
が
歩
く
道
を
茶
の

「
道
」
に
見
立
て
る
唯
一
の
解
釈
は
ほ
か
で
も
な
く
、
我
々
人
間
そ
の
も
の
の

姿
で
あ
る
。
姿
は
そ
の
人
の
心
を
映
す
と
い
う
。
日
本
人
の
精
神
世
界
の
す
べ

て
が
〞
モ
ノ
〝
を
通
じ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
〞
モ
ノ
〝
を
見
詰
め
な

が
ら
自
分
の
精
神
世
界
に
浸
み
込
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
茶
の
道
の
真

髄
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

注１
）

娄
子
匡
先
生
（
九
六
歳
）
が
最
初
に
「
茶
芸
」
と
い
う
二
文
字
を
台
湾
の

あ
る
雑
誌
で
使
っ
た
。
そ
し
て
範
増
平
（
台
湾
出
身
）
が
一
九
八
九
年
四
月
十

三
日
に
、
上
海
錦
江
飯
店
（
ホ
テ
ル
）
で
中
華
茶
芸
の
実
演
と
講
演
を
し
た
。

２
）

王
玲
著
『
中
国
茶
文
化
』、
中
国
書
店
、
一
九
九
二
年
、
一
三
頁
と
八
九

頁
。

３
）

陸
羽
著
『
茶
経
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
。

４
）

唐
代
徳
宗
の
貞
元
年
間
（
七
八
五
｜
八
〇
五
）
ま
で
活
躍
し
た
と
い
う
。
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５
）
「
飲
茶
歌

雀
石
使
君
」『
全
唐
詩
』
第
二
十
三
冊
、
巻
八
二
一
、
頁
九
二

六
〇
。

６
）

同
上
。

７
）

趙
方
任
著
『
茶
詩
に
見
え
る
中
国
茶
文
化
の
変
遷
』、
有
限
会
社
シ
ン
ク

シ
ス
テ
ム
開
発
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
、
一
七
六
｜
一
七
七
頁
。

８
）
『
全
唐
詩
』
第
十
一
冊
、
巻
三
五
九
、
頁
四
〇
四
七
。

９
）
『
全
唐
詩
』
第
十
七
冊
、
巻
五
六
八
、
頁
六
五
七
九
。

10
）
『
宋
詩
鈔
』
第
四
冊
、
三
二
三
七
頁
。

11
）
『
文
忠
集
』
巻
九
。

12
）
『
大
観
茶
論
』
の
著
者
と
さ
れ
る
徽
宗
皇
帝
は
、
宋
の
元
豊
五
年
（
一
〇

八
二
）
一
〇
月
、
神
宗
の
第
一
一
子
と
し
て
生
ま
れ
、
一
一
〇
〇
年
北
宋
第
八

代
皇
帝
の
位
に
即
い
た
。
徽
宗
は
詩
文
書
画
を
愛
好
し
、
自
ら
も
優
れ
た
書
画

を
遺
し
た
宋
代
随
一
の
風
流
の
天
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
も
茶
の
著
し
く
発

達
し
た
模
様
を
紹
介
し
、
特
に
「
点
」
と
「

」
の

は
、
茶
の
発
展
史
か
ら

見
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

13
）

周
達
生
著
『
中
国
茶
の
世
界
』、
保
育
社
、
一
九
九
四
年
、
一
〇
六
｜
一

三
四
頁
。

14
）

陳
舜
臣
著
『
茶
事
遍
路
』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
、
七
〇
頁
。

15
）
『
龍
団
茶
録
』『
欧
陽
修
忠
公
集
』
巻
六
五
。

16
）

宋
人
陶
谷
の
『
清
異
録
』
は
宋
代
の
雑
書
で
、
わ
ず
か
四
十
余
字
の
記
載

し
か
な
い
。「
十
六
湯
品
」（
十
六
湯
）
と
湯
社
及
び
茶
百
戯
等
に
つ
い
て
記
し

て
い
る
。『
四
庫
全
書
』
所
収
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
〇
四
三
｜
一
〇
四
七

頁
。

17
）
『
蘇

詩
集
』
第
七
冊
、
二
三
六
二
頁
。

18
）
『
全
唐
詩
』
第
二
二
冊
、
巻
七
八
八
、
頁
八
八
八
二
。

19
）

中
国
浙
江
省
に
あ
る
径
山
寺
は
唐
代
に
創
建
、
宋
代
に
な
っ
て
栄
え
、

「
東
南
第
一
の
禅
寺
」
と
も
称
さ
れ
る
。
日
本
僧
も
た
び
た
び
そ
ち
ら
で
修
行

し
、
中
日
文
化
交
流
を
促
進
し
た
。
径
山
茶
は
寺
と
と
も
に
興
り
、
茶
宴
の
儀

式
お
よ
び
茶
宴
用
具
一
式
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
が
日
本
に
伝
わ
り
日
本
的
伝

統
文
化
の
一
つ
、
茶
道
に
発
展
し
た
。
そ
の
た
め
「
径
山
茶
宴
」
は
日
本
茶
道

の
源
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

20
）

宋
代
の
闘
茶
で
用
い
ら
れ
た
方
法
で
、
直
接
お
茶
を
煮
る
の
で
は
な
く
、

先
に
固
形
茶
を
茶
研
で

い
て
茶
碗
の
中
に
入
れ
る
。
沸
か
し
た
湯
を
茶
に
注

ぎ
込
ん
で
、「
茶

」
と
い
う
茶
道
具
で
お
茶
を
か
き
回
す
。
抹
茶
と
水
が
一

体
に
と
け
合
う
よ
う
に
な
る
ま
で
か
き
回
す
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
茶

」
が

発
明
さ
れ
た
。
茶

は
お
茶
を
か
き
ま
わ
す
道
具
で
、
金
製
、
銀
製
、
鉄
製
の

も
の
が
あ
る
。
大
部
分
は
竹
製
で
あ
る
。
お
湯
を
茶
碗
の
中
に
入
れ
て
か
ら
茶

で
力
を
入
れ
て
か
き
回
し
、
だ
ん
だ
ん
と
泡
が
現
れ
、
雲
の
よ
う
に
な
っ
て

く
る
。
お
茶
の
優
劣
は
、
泡
が
現
れ
る
の
が
早
い
か
ど
う
か
、
水
の
紋
様
が
現

れ
る
の
が
遅
い
か
ど
う
か
で
評
定
す
る
。

21
）

天
目
茶
碗
は
、
鎌
倉
時
代
に
中
国
か
ら
日
本
へ
将
来
さ
れ
た
。
そ
の
後
日

本
で
も
造
ら
れ
た
。
天
目
茶
碗
は
茶
の
湯
初
期
は
主
流
だ
っ
た
。
格
も
高
い
。

産
地
は
中
国
の
福
建
省
の
建
窯
が
有
名
で
あ
る
。

な
ぜ
「
天
目
」
と
呼
ば
れ
る
の
か
。
一
説
に
は
、
鎌
倉
時
代
に
、
中
国
へ
渡

っ
た
禅
僧
が
浙
江
省
天
目
山
の
禅
寺
で
常
什
だ
っ
た
の
を
日
本
へ
持
ち
帰
っ
た

か
ら
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
天
目
山
は
浙
江
省
と
安
徽
省
の
間
に
あ
る
。
福
建

省
建
安
に
は
天
目
山
と
い
う
名
前
の
山
は
な
い
。

当
時
日
本
で
も
っ
と
も
多
く
使
っ
た
建
窯
製
の
天
目
茶
碗
は
建けんさん
と
と

毫ごう
盞さん
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（
中
国
名
）
で
あ
る
。『
君
台
観
左
右
帳
記
』（
室
町
時
代
一
五
〇
〇
頃
）
に
記

載
さ
れ
た
天
目
茶
碗
の
種
類
に
は
曜
変

油
摘

建
盞

烏
盞

能
皮
盞
と
天
目
が

あ
る
。
天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
当
時
の
『
山
上
宗
二
記
』
に
も
建
盞

曜

変

油
摘

烏
盞

別
盞

能
皮
盞
が
記
録
し
て
あ
る
。
そ
の
他
、
天
目
類
に
は
灰

被
、
黄
天
目
、
只
天
目
な
ど
が
あ
る
。

江
戸
時
代
に
、
天
目
茶
碗
に
関
す
る
混
乱
が
広
く
見
ら
れ
た
。「
福
建
の
建

安
に
天
目
山
が
あ
る
」
と
い
う
地
理
的
誤
認
が
広
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
浙
江

省
の
天
目
山
で
は
、
天
目
茶
碗
は
造
ら
れ
て
い
な
い
。
江
戸
時
代
の
『
茶
教
字

実
方
鑑
』（
一
七
二
七
）
の
記
述
は
、
む
し
ろ
正
し
い
。
池
坊
短
期
大
学
に
て

の
『
茶
の
湯
文
化
学
会
平
成
一
九
年
度
大
会
』「〞
天
目
〝
の
由
来
通
説
成
立
の

背
景

江
戸
時
代
に
お
け
る
混
乱
と
〞
茶
教
字
実
方
鑑
〝
の
意
義

」
の

論
文
発
表
よ
り
、
岩
田
澄
子
。

22
）

老
舎
（
一
八
九
九
｜
一
九
六
六
）
は
北
京
の
出
身
で
中
国
の
作
家
で
あ
る
。

戯
曲
の
『
駱
駝
祥
子
』
と
民
風
を
反
映
し
た
『
茶
館
』
な
ど
の
小
説
を
書
い
た
。

23
）

中
国
最
古
の
部
首
別
字
書
で
あ
り
、
中
国
文
字
学
の
基
本
的
な
古
典
で
も

あ
る
。
全
部
で
一
五
巻
か
ら
な
る
。
後
漢
の
許
慎
が
ま
と
め
た
。
西
暦
一
〇
〇

年
頃
成
立
し
た
。
漢
字
九
千
余
字
を
五
四
〇
の
部
首
に
よ
り
分
類
し
、
六
書
の

説
に
よ
り
字
形
の
成
立
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

24
）

一
種
の
楽
書
で
あ
る
。
唐
楽
舞
師
の
狛こま
近ちか
真ざね
（
一
一
七
七
｜
一
二
四
二
）

著
。
全
部
で
一
〇
巻
か
ら
な
っ
て
い
る
。

25
）

熊
倉
功
夫
、
渡
辺
保
、
松
岡
正
剛
、
田
中
仙
堂
に
よ
る
座
談
会
「
文
化
の

指
標
と
し
て
の
『
型
』
と
『
道
』

日
本
文
化
論
の
過
去
現
在
未
来
と

『
型
』
の
創
造
力
」
よ
り
。『
国
際
交
流
』
第
八
一
号
、
平
成
一
〇
年
七
月
一
日

収
録
。

26
）

柳
宗
悦
著
『
茶
と
美
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
四
五
頁
。

27
）

R
ich
a
rd
 
S
ilv
er

（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ル
バ
ー
、
ア
メ
リ
カ
財
務
省
通
貨

監
督
庁
上
席
弁
護
士
）「
茶
の
湯
と
禅
を
め
ぐ
る
出
会
い
の
中
で－

日
本
文
化

の
体
験
か
ら
」『
国
際
交
流
』
第
八
一
号
、
平
成
一
〇
年
七
月
一
日
収
録
、
七

九
頁
。

28
）

竹
田
健
二
「『
気
』
の
原
義
と
『
気
』
の
思
想
の
成
立
」『
日
本
語
学
』
一

九
九
六
年
、
第
十
五
巻
、
七
月
号
。

29
）

桑
田
忠
親
著
『
茶
道
の
歴
史
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
九
年
、
四

五
頁
。

30
）

桑
田
忠
親
著
『
茶
の
心
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
〇
年
。

31
）
『
利
休
七
則
』
の
解
説
「
茶
の
湯
倶
楽
部
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。

32
）
「
日
本
美
術
史
抄

黎
明

こ
れ
は
美
術
史
諸
書
を
渉
猟
し
て
本
誌

が
特
に
輯
成
し
た
も
の
で
あ
る

」『
美
術
・
工
藝
』
美
術
・
工
藝
編
輯
部

昭
和
一
九
年
一
月
号
通
巻
第
廿
二
号
、
二
九
頁
。

33
）

岡
倉
覚
三
著
、
村
岡
博
訳
『
茶
の
本
』、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
九
年
、
二

一
頁
。

34
）

大
久
保
喬
樹
著
『
日
本
文
化
論
の
系
譜

「
武
士
道
」
か
ら
「「
甘
え
」

の
構
造
」
ま
で
』、
中
公
新
書
、
二
〇
〇
三
年
、
八
八
｜
八
九
頁
。

35
）

大
正
十
五
年
民
衆
的
工
芸
の
略
称
で
あ
る
。

36
）

桑
田
忠
親
著
『
茶
道
の
歴
史
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
九
年
、
一

〇
五
頁
。

37
）

同
上
、
七
八
頁
。

38
）

同
上
、
一
〇
四
頁
。

39
）

熊
倉
功
夫
校
注
『
山
上
宗
二
記

付

茶
話
指
月
集
』、
岩
波
書
店
、
二
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〇
〇
六
年
、
九
九
頁
。

40
）

鈴
木
大
拙
著
『
禅
と
日
本
文
化
』、
岩
波
新
書
、
一
九
八
六
年
。

41
）

平
安
時
代
の
天
台
宗
の
僧
侶
（
一
〇
一
一
｜
一
〇
八
一
）
で
あ
る
。
大
雲

寺
の
文
慶
に
師
事
。
一
〇
七
二
年
（
延
久
四
）
入
宋
、
天
台
山

五
大
山
を
歴

遊
、
宋
朝
か
ら
善
慧
大
師
の
号
を
受
け
、
彼
地
で
寂
。『
参
天
台
五
台
山
記
』

を
著
し
た
。

42
）

近
藤
瓶
城
編
『
改
定
史
籍
集
覧
』
第
廿
六
冊
（
新
加
別
記
類
八
三
）「
参

天
台
五
台
山
記
」﹇
六
四
七
｜
八
一
四
頁
」、
臨
川
書
店
、
一
九
八
四
年
、
同
上
。

43
）

王
勇
「
參
天
台
五
臺
山
記
」
解
題
、
浙
江
大
學
日
本
文
化
研
究
所
、
二
〇

〇
四
年
一
月
八
日
。

44
）

高
橋
忠
彦
『
天
台
山
石
橋
の
羅
漢
供
養
茶
に
関
す
る
日
本
の
資
料
紹
介
』

茶
文
化
班
主
催
「
中
日
寧
波
茶
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
二
〇
〇
六
年
九
月
十
九

日
。

45
）

倉
沢
行
洋
「
一
期
一
会
覚
書
」『
一
期
一
会
』、
燈
影
舎
、
一
九
八
八
年
、

二
一
一
頁
。
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茶芸と茶道における諸要素


